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プロローグ



　オレの唇にはその感触がいつまでも残っていた。



　姫ひめ乃ののリクエストに応こたえて、キッチンでトンカツを作ってる間も。

　キャベツを刻んだり、味み噌そ汁しるを作ってる間も。

　突然引っ越してきたメイドさんのいおりも加えて、五人で夕飯を食べてる間も。

　感触は消えなかった。

　夕飯の途中、姫乃に「ソースを取って」と言われたり、朱あか音ねにも何かを頼まれたり、ニノにも呼ばれて何か訊きかれたり、いおりに意味もなく罵ののしられたりした気がするけど、全部上の空で適当な返事をしたと思う。

　とにかくそれどころじゃなかった。

　夕飯が終わって、自分の部屋に引っ込んで、ようやくオレは落ち着いてきた。

　そういや、何の話をしてるのか説明するのも忘れてたな。

　つまりだ、その……えーと、ききき、キスされちゃったんだよな、朱音会長に。

　違うって！

　オレの妄想とかじゃないって！

　ついさっき、家の前で、間違いなく、彼女はオレの唇に、自分の唇を重ね合わせた。

　それも、オレのことをからかうとか、そういうノリじゃなくて。

　どう考えてもあれは、告白っぽかった。

　──だからホントだって！

　好きかもしれないわよ、と彼女は言った。

　嘘うそじゃない、とも彼女は言った。

　そしてキスをした。

　…………本当だろうか？

　オレはようやく落ち着いてきた頭で考える。

　ちなみに体勢は、ベッドにうつ伏せになって顔を枕まくらに押し付けてる。

　いや、別に自分で自分の記憶に自信が持てなくなってきたわけじゃない。

　キスされたのは事実だ。

　けど……朱あか音ねがオレのことを好きだっていうのは、本当に事実だろうか。

　本人はそう言ってたけど。

　それって、勘違いじゃないのか？

　ずっと朱音を縛っていた、父親──鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうの呪じゆ縛ばく。

　それから、初めて彼女は逃れる決断をした。

　オレがたまたまそのキッカケっぽい立場だったから。

　それで朱音は、オレのことがなんだか特別な存在みたいに感じちゃって、それを好意と思い込んじゃってるだけなんじゃないか。

　うん、きっとそうだ。

　多分、何日かしたら「この前のことは忘れて」とか言われちゃったりするんだぜ。

　そんなことになっても落ち込まないよう、今からテンションを下げておかないと。

　オレは巨乳好きだ。

　大きな胸を見ればそれだけで幸せ。彼女にするなら巨乳、結婚するなら巨乳、死ぬときは巨乳に抱かれて眠るように窒息死したい。

　そして朱音会長は、オレの理想を具現化したような素晴らしいふたつのおっぱいを持っている巨乳神様だ。

　そんな彼女から告白されたら、即ＯＫして「さっそく揉もませてください！」って叫ぶくらいの反応をすると思ってた。

　けど、実際はこんなもんらしい。

　いくら巨乳が好きでも、その持ち主に正面切って真面目まじめな告白をされたりしたら、色々と余計なことを考えてしまうんだ。



　オレはベッドから起き上がると、自分の部屋を出た。

　こういうときは、なるべく予定通りの行動をとったほうがいいだろう。

　姫ひめ乃のが持ってる……というか、この前オレがクレーンゲームで取ってやった黒猫のぬいぐるみ。

　あれが、いおりの襲撃のときに手脚がとれてしまってた。

　それを直そうかなと、さっき考えてたんだ。

　そんなわけで、階段を降りて姫乃の部屋へ。

　ノックをして、呼びかける。

「姫乃、ちょっといいか？」

　そしてオレは、返事を聞く前にドアを開けてしまった。

　まあなんだ、落ち着いたと思ってたけど、やっぱりまだ混乱してたんだろうな。

　案の定、これはマズかった。

「なっ……え……？」

「ひっ、し、シツジ……っ！」

　困惑するオレと、引きつったような声を上げる姫乃の視線が交錯する。

















　そこには、巨乳になった姫ひめ乃のが立っていた。



　彼女は明あき原はら高校の制服ブレザーの、内側の黒ブラウスだけを着ていた。

　ホックを留める途中だったらしいスカートが手から落ちて、パサリと床に落ちた。黒ブラウスの隙すき間まからは白いパンツがチラチラ見えている。

　けど、その純白のお宝よりも、オレの視線は彼女の胸に吸い寄せられた。

　明らかにおかしい。

　質量が二倍……いや、三倍増になってる。

　さっきまでは真まっ直すぐと言ってさしつかえないレベルで平らだった部分が、大陸同士の激突によって隆起したように盛り上がって、ふたつの見事なふくらみを形作っていた。

　服の上からでも重量感を充分に発揮してオレの視覚に迫ってくるそれは、細身で小柄な姫乃には不釣り合いなんだけど、そのアンバランスさは妙な色気を生み出していた。っていうかアリ！　これは充分アリ！

「おま……え、それ……？」

「や、あの……これは……そのっ」

　姫乃が顔を真っ赤にして、両腕で胸を抱えて隠す。

　うお、なんかグッと来るものがあるポーズ！

　小学生のとき、一人だけ胸の発育がいいのを恥ずかしがってたクラスメイトの女子を思い出す。「胸は大きいほうがいいだろ！」って叫んで庇かばったら、その女の子からビンタされたなぁ……。

　なんて思っていると。

　ぼふんっ、とどこか間抜けな音が響いて。

「……ひゃっ！」

　姫乃の悲鳴が響く。

「……なっ!?」

　そしてオレは見た。ボタンがはじけ飛び、盛大にブラウスの前を開いて、姫乃の巨乳が揺れながらその姿を晒すさまを！

　いったい何が起きたんだ？　奇跡か？　だとしたらオレは、今すぐその奇跡を起こした神様の信者になってやる！

　……しかし、次の瞬間、その奇跡が、目の錯覚という科学的に説明の付く現象だったことに気付いて、オレは落胆した。

　そこにはただ、ブラもつけてない、雪原のように白く平らな胸があるだけだった。

　多分。

　姫乃は、魔法でブラウスの内側に風（空気）を生み出して、即席胸パッドを作ってたんだ。それが、突然オレが現れたせいで集中が乱れ、ブラウスを弾はじけさせてしまった。

　納得だ。

　そしてがっかりだ……。

　なんて嘆いてる場合じゃねえ！

「ひゃああああ！」

　ブラウスをかき抱くように胸を隠してしゃがみ込む姫ひめ乃の。

「ま、待て姫乃、見てない！　オレは見てないぞ！」

　ほんのりとした膨らみとか、その先端の桜色の……とか、見てないからね！

「なっ、なによ！　なんの用よこのエロシツジ！」

「い、いや、その、ぬいぐるみ、直そうかと……」

　言われるままバカみたいに質問に答えるオレ。

　すると姫乃は片手でブラウスを押さえたまま、もう片手で黒猫のぬいぐるみをオレに放り投げてきた。

「さっさと持っていきなさいよ！　早く出てって！」

　有無を言わさぬ口調に押し出されるように、オレは部屋を出た。

　バタン！　と閉じられたドアの前で、オレは手脚のとれてしまったぬいぐるみを見下ろす。

　朱あか音ねのキスの衝撃が収まらないうちに、新たに衝撃を与えられて脳がオーバーヒート気味だ。

　油断すると、今の光景が浮かんできてしまう。

　オレは頭を振ってそれを振り払うと、自分の部屋に戻った。



　──あとから思えば、気づいても良さそうなもんだ。

　姫乃がこのとき、なんでこんなことをしていたのか。

　その理由が、オレが悩んでた理由と同じだったってことにさ。










１　シツジとお嬢様の契約解除？



　翌日。

　学校へ行くのは随分と久しぶりな気がする。

　土曜日は姫ひめ乃のと魔物イヴル探しのパトロール（？）で街へ行き、途中で姫乃が風邪で倒れた。

　次の日は姫乃の看病をして、夜にはいおりに襲われてオレがさらわれてしまった。

　彼女は元々朱あか音ねのメイドさんというかボディガードだったんだけど、鷹たか宮みや家当主の清せい十じゆう郎ろうの命令で聖骸教団ホーリイ・コープスという魔法使い組織の手助けをしていたのだ。

　……と言いつつ、清十郎は彼女に、教団のスキをついてオレを鷹宮家に連れてくるように言ってたっぽいんだけどな。

　とにかく色々あったけど、オレは教団の日本支部から逃げ出せた。

　朱音もいおりも、聖骸教団や鷹宮家とはほとんど縁を切ったような状態だ。

　で、ほとんど徹夜状態のオレや、風邪が治りきっていない姫乃は、昨日の月曜日は学校を休んだ。

　やたらと密度の濃い三日間だったな……。

　そんなことを言ったら、ここ一カ月ほどオレは、信じられないくらい濃い人生を送ってることになるんだけどね。

　始まりはあの夜だ。

　姫乃に踏みつけられて、見上げたらパンツがあって。

　目が覚めたら姫乃が馬乗りになっててパンツが見えて。

　朱音会長に腕を両腕で挟まれたり、うっかり胸を掴つかんじゃったりもしたな。

　いおりなんか自分から両胸を揉もませてきたし。

　あと、裸エプロンとか、スクール水着とか、下着とか全裸とか。

　……あれ、おかしいな。もっと大変なこともいっぱいあったと思うんだけど。

　いや、ホント、オレもそれなりに頑張ったりしたんですよ……？

　まあでも、本当に大変だったのは、姫乃や朱音で。

　オレは傍らでウロチョロして、ちょっとだけ手を貸したり声をかけたりしただけなんだから。

　まあ、執事らしいっちゃ、らしいかもしれないな。

　主役はあくまでお嬢様だ。

　そんなわけで、オレは今日も執事服を着て、朝の業務を開始する。

　なんか、この服装でいることに、もう全く違和感を持たなくなってきたな……。

　むしろ元の制服ブレザーがどんなだったか思い出せないレベル。

　いや、別にいいんだけどね。着慣れてきたし。

　で、毎朝の恒例行事。

「おーい、姫ひめ乃の。朝だぞ」

　オレはノックをしてから少し間をおいてドアを開け、お嬢様に呼びかける。

　鷹たか宮みや姫乃。

　現在の当主である清せい十じゆう郎ろうからは姪めいに当たる彼女は、現在ほぼ鷹宮家と絶縁状態。だから元・お嬢様と言うべきなのかもしれないけど。

　しかし。人形みたいに細い手脚に小柄な身体からだ。ゆるふわウェーブの見事な金髪に、澄んだ青い瞳ひとみ。その風ふう貌ぼうは、見る人に自然と「お嬢様」という言葉を連想させるのだ。

　まあ、今は掛け布団の隙すき間まから乱れた髪の毛がはみ出ているだけなので、お嬢様も何もないけど。

「姫乃、起きろって。今日から学校行くぞ」

「…………」

　オレは再度呼びかけるが、姫乃は反応しない。

　こたつで丸くなる猫みたいに、布団の中で身じろぎ一つしなかった。

　……おかしいな。いつもなら、声をかければとりあえず目を覚ましはするのに。

　無理矢理布団をはいでしまおうか。

　でも、また昨日みたいに色々見てしまったら困るし。

　今度は腕の一本くらい持っていかれるかもしれん。

　なんて悩んでると、

「ねむい……」

　布団の中からそんな声が聞こえた。

「……ご飯、作ってて。もうちょっとしたら起きるから」

「──分かった。そのまま二度寝すんなよ？」

　オレは素直にそう答えて部屋を出た。





　で、朝食を作って、食べ終わっても、姫乃は起きてこない。

　朱あか音ねは先に学校に向かうし、いおりは昨日から続けてる家の掃除に戻るし、ニノはまた地下室に引っ込んでしまう。

　ほっとくわけにもいかず、オレは再び姫乃の部屋へ。

「姫乃、まだか──っておい……」

　お嬢様はさっきと全く同じ状態だった。

　布団に潜って丸まったまま。

「……二度寝かよ」

　するなよって言っておいたのに。

　と思ったら、

「……起きてるわよ」

「なんだ。──どうした？　具合悪いのか。まだ風邪治ってないのか」

「そんなことはないわ」

「じゃあどうしたんだ？」

「……別に。眠いだけ」

「それ、やっぱり調子悪いんじゃないのか？　今日も念のため休むか？」

「何言ってるの。行くわよ。ちゃんと起こしてよ」

　……何言ってるんだはこっちのセリフだ。

　どうも要領を得ないな。

　しかし、起こせと命じられたら従うしかないよな。

　オレは掛け布団を掴つかむと、一気に引っ張った。

「…………」

　現れたのは、薄ピンクのパジャマに身を包んだ姫ひめ乃の。

　半開きの目元にかかった乱れた金髪や、ボタンが外れて覗のぞく胸元、めくれた裾すそから見えるお腹なかにドキッとしてしまうが、あいにくそれどころではない。

「ほら、早く起きて、着替えないと、飯食う時間がなくなるぞ」

「…………」

　オレがそう言っても、姫乃はのたのたと身を起こすばかりで、なかなか次の行動に移ろうとしない。それどころか、

「着替えさせてよ」

　などと言ってくる。

「なっ、ば、お前、なな何言ってんだよ」

「何よ。執事なんだから、それくらいやってくれてもいいじゃない」

「今まで自分で着替えてただろうが！」

「今日はそういう気分じゃないのよ」

　不機嫌そうに言って、ぷいと顔をそむける。頬ほおを膨らませて、何か怒ってるっぽい。

「なあ姫乃、ひょっとして昨日のこと──」

「べ、べべべ別に？　何も気にしてなんかいないわよ?!」

「……いや、その反応は明らかに──」

「も、もういいわよ！　自分で着替えるから、出てって！」

　かーっ、って感じで両腕を振り上げて怒ってくる姫乃に追い出されるように、オレは部屋を出た。

　わけが分からない。

　これまでにも下着やら裸やらを見てしまったことはあった。そのたびに姫ひめ乃のは怒って、オレを魔法でふっ飛ばしたりしたもんだけど、大体わりとすぐ機嫌は直っていた。次の日になっても怒ってるなんてのは初めてだ。

　やっぱり、胸のサイズを気にしてるところを見られたのが大きいのか？

　けど、それでオレに何をどうしろって話だよな。





　学校に着いてからも、姫乃の様子はどこかおかしかった。

　ちなみに彼女は、学校では「お淑しとやかなお嬢様」のフリを続けている。まあ、見てるとこれはこれで、芝居とかじゃなくて、姫乃の顔の一つなんだなって思えてきた。

　で、そのお淑やかな態度で彼女は、

「仙せん堂どうくん、飲み物を買ってきてくれる？　風邪気味だと喉のどが渇かわくのよ」

　とか、

「ごめんなさい、熱が上がってきた気がするの。ちょっと保健室まで付き添ってくれないかしら」

　などと言ってくるのだ。

　お前さっき風邪治ったって話だったじゃねえか！　とツッコみたいところだけど、周りの生徒が心配そうにしているせいで、とてもそんなことは言えそうになかった。

　ここで姫乃に冷たくしたら、酷ひどいブーイングを受けそうだった。

　そんなわけでオレは、甲か斐い甲が斐いしく執事らしく、お嬢様の面倒を見てたってわけだ。



　　　　　　　　　●



　びっくりしないでほしい。

　そんな状況が週末になっても続いていた。

　今は金曜日の夜である。

「……はぁ」

　オレは溜息を吐きつつベッドに横になった。

　今週はホントに姫乃にかかりきりだった。朝はなかなか起きない彼女をあの手この手で起こし、学校では休み時間ごとになんだかんだと面倒を見させられる。

　しかも理由はさっぱり分からない。

　姫乃に訊きいても「風邪が治ってないみたい」としか答えない。

　もちろん、そんなものとっくに治ってるはずだ。

　けど、なんとなくダルい、と本人に言われたら、否定もできない。

　実際、なんだか元気がないような雰囲気もあったし。

　直した黒猫のぬいぐるみを持ってったときはちょっと嬉うれしそうにしてたけど、あとは大体不機嫌な感じだった。

　といって、あのエア胸パッドの件を持ち出せるはずもなく……。

「なんなんだよ、ありゃ……」

　思わず口からも疑問がこぼれ落ちる。

　結論の出ない疑問を抱えながらゴロゴロしていると、

「──シツジくん、ちょっといいかしら？」

　ノックの音とともにそんな声が。

「ああ。どうぞ」

　オレの答えに応じて入ってきたのは、朱あか音ね会長だった。

　……なんか久しぶりにまともに見た気がするな。

　獅し子しのたてがみみたいな雰囲気のレッドヘアに、金色の両眼。男の（主にオレの）視線をとらえて放さない見事なお胸様。

　鷹たか宮みや朱音。

　姫ひめ乃ののいとこにして、オレたちが通う明あき原はら高校の生徒会長。

　彼女も、父親である鷹宮家当主──鷹宮清せい十じゆう郎ろうとはほぼ縁切り状態でこの家に住んでいるのだ。

　しかしそんなプロフィールより重要なことは。

　彼女がこの前オレに告白めいたキスをしてきたってことで。

　それに対する回答が未いまだ保留になってるってことだ。

　いや、別に逃げてたわけじゃないんですよ？

　今週は姫乃への対応で忙しかったし。

　それに、朱音の言い方はオレの返事をすぐに求めるようなものじゃなかった。

　多分、彼女自身も、その場で思わず言ってしまったんだろう。

　だからこそオレも、彼女のオレへの好意が勘違いなんじゃないかって疑ったりしてるわけで──。

「シツジくん？」

「ひゃいっ?!」

　いきなり声をかけられて、オレは慌てて言葉を返す。

　いや、違った。なんか、何度も呼ばれてたっぽい。

「ごめん、なんだっけ？」

「もうっ。明日、生徒会関係の買い出しをしたいのよ。と言っても、わたしが個人的に使いたい備品を揃そろえるだけだから、生徒会のメンバーには頼みづらいの。だから、シツジくんに手伝ってもらえないかと思って」

「……ふむふむ」

　と頷うなずきながら、オレの意識は違う方へ向かってしまう。

　おっぱいだと思った？　残念！　唇でした！

　……いや、だってさ。しょうがないじゃん。この前あんなことがあって、気にしないでいられるとか、無理でしょう。男として。

　アクシデントでぶつかったとかじゃないんだぜ。

　朱あか音ね会長が、自分から、オレに対して──。

「シツジくんってばっ」

「うわあああっはっはいなんですか!?」

　いつの間にかすごく近くに朱音の顔があって、オレは慌てて壁際に逃げた。

「大丈夫？　疲れているのかしら。それならまた今度にするけれど……」

「い、いや、だいじょうぶだって！　行くよ！　明日ね！　了解了解！」

　ぶんぶん首を縦に振るオレ。

「そう？　それならお願いするけれど……」

　朱音はもう一度オレの体調を気遣ってくれたあと、部屋を出ていった。

　オレは安あん堵どの息を吐く。

　うおおおお、やばい。まだ心臓がバクバクいってる。

　緊張し過ぎだろオレ。

　オレは深呼吸して気分を落ち着けつつ、ベッドの上に座り直した。

　なんか勢いでＯＫしてしまったけど、良かったんだろうか。

　しかし、オレは朱音の執事でもあるのだ。そしてそれは、姫ひめ乃のも認めてる。

　今週はずっと姫乃にかかりきりだったわけだし、週末の一日くらい朱音に付き合ったって問題あるまい。

　そんなことを考えてると、またノックの音がした。

「シツジ、入っていい？」

　今度は姫乃だ。

「あ、ああ、どうぞ」

　オレが答えると、彼女はおずおずと部屋に入ってきた。

　そう、まさに「おずおず」って感じだった。

　もしくは「もじもじ」。

　この態度は見覚えがあるぞ。

　オレに初めてお礼を言ってきたときや、魔物イヴル探しのパトロールに誘うときなんかに取ってた態度だ。あと、トイレに連れてって欲しいときもこんな感じだったけど。

　とにかく、なんか言い出しづらいことがあると、姫ひめ乃のはこんなふうになるんだよな。

　なんて思ってると、

「あ、あのね、」

　姫乃はオレの方を上目遣いにチラチラ見ながら言ってくる。

「あ、明日、また魔物退治に出かけたいんだけどっ。この前は途中で終わっちゃったし」

「…………」

　おう、なんだこのドキドキするシチュエーションは。

　一応言っておくと、姫乃の言う「魔物退治」ってのはほとんど言い訳だ。単にお出かけしたいだけ、というのが本心らしい。

　つまり女の子に「一緒にお出かけしよう」って誘われてるわけで、ドキドキするのも仕方ないよね！

　断る理由など当然ない。

　それに、姫乃の方からわざわざこんなことを言ってくるってことは、ここ数日様子がおかしかった原因を話してくれる気になったってことかもしれない。もしそうでなかったとしても、こちらから訊きくきっかけがあるかもしれない。

　そう考えて、頷うなずきそうになって思い出す。

　朱あか音ね会長の買い出しに付き合う約束をしたばっかりだった。

　まさか、三人で出かけるわけにもいかないだろう。

「……悪い。明日は無理だ」

「そう……何かあるの？」

　あからさまにションボリしつつ訊いてくる姫乃。

「ああ。朱音会長に、買い物の付き添いを頼まれててな。でも、明後日だったら何も予定ないから大丈夫──って姫乃？」

　姫乃は話してる途中でさっさと立ち去ろうとする。

　オレはそれを慌てて呼び止めた。

「最後まで話聞けって」

「何よ。朱音と出かけるんでしょ。行けばいいじゃない」

「いや、だから、明後日は大丈夫なんだって」

「あ、明日じゃなきゃ駄目だったのよっ」

「なんだ、お前は明後日用事あったのか？　だったら朱音と出かけるのを明後日にしてもらって──」

「もういいわよ！　このドンカンシツジ！」

　最後には悲鳴のような声でそう叫ぶと、姫ひめ乃のは逃げるように部屋を出ていった。

　バタン！　と家全体が揺れるほど激しく閉じられたドアを、オレは唖あ然ぜんとして見ているしかなかった。

　……本当に、なんだっていうんだ、あいつは？

「まったく……意味が分からん…………」

　疲れきった声でそう呟つぶやくことくらいしか、オレにはできなかった。
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　そんなわけで翌日の土曜日。

　オレはもう開き直ることにした。

　考えても分からない、訊きいても教えてもらえない問題は一いつ旦たん保留だ。

　それよりも今日は、憧あこがれの巨乳──もとい、朱あか音ね会長とのお出かけに全神経、全意識を集中させよう。

　待ち合わせ、と言っても家の前だ。オレはワクワクしながら彼女を待つ。

　考えてみれば、朱音のお出かけ着を見るのは初めてだ。

　果たしてどんなセクシースタイルなのだろう……。

「仙せん堂どうゴミ虫。そのまま聞きなさい」

「っ!?」

　いきなり首筋にヒヤリとした感触。

　オレは氷を押し付けられたような冷気を感じながら「気をつけ」の姿勢になった。

　いきなり謎なぞの人物の襲撃──ではない。

　この声、この罵ののしり方は、明らかに桜さくらいおり──先日この家の住人になったメイドさんのものである。

　パッツリと綺き麗れいに切りそろえた緑髪。感情を見せない無表情。黒主体の、ゴシックロリータミックスなメイド服。そして意外と大きなおっぱいがふたつ！

　そんなすばらしいスペックをお持ちの彼女だが、驚くほどにオレと相性が悪い。

　というか、彼女がオレを一方的に敵視している。

　その理由は、彼女が朱音のメイドさん兼ボディガードだったからで、

「本日は朱音お嬢様とお出かけだそうですね。なんて羨ま──許し難い僭せん越えつ行為でしょうか。本来あなたのようなゴミクズは、お嬢様のお姿を拝見するたび三さん跪き九きゆう叩こう頭とうの礼をするべきで、まともに言葉を交わすのすらおこがましいというのに……しかし、本日はお嬢様のご意向でもありますので致し方ありません。ですがこれだけは言っておきますよ？　お嬢様におかしなことをしたら──二度とこの家の敷居をまたぐことはないと憶おぼえておくことです」

　……まあ、こういう感じの人だからだ。

　彼女にとっては、朱あか音ねが世界の中心で、崇拝対象。オレはそれを穢けがそうとする危険人物なのだ。

　そして、オレの首筋に今当てられているのは多分、彼女が魔法で生み出した木の蔓つるだ。

　魔法使いをご主人様に持つメイドさんの彼女もやはり魔法使いで、属性としては土系統らしい。植物を具現化して操り、その力は人間くらい簡単に持ち上げてしまう。

　きっとこの場で、オレを絞め殺すくらい造作も無いだろう。

　そしてこの人なら、それくらいやりかねない。

「…………っ！」

　なので、オレは素直に首を縦に振る。

　死にたくないもんね。

　と。

「あら、いおり。どうしたの？」

　玄関から朱音が出てきた。

　肩の大きく開いたセーターに超ミニのスカート。色気を強調するような黒ストッキングにブーツ。

　メイクもいつもよりちょっと派手目にきめて、大人の魅力盛り沢山だ。

　姫ひめ乃ののボーイッシュな雰囲気にもドキッとさせられたけど、こっちは直球ダイレクトにオレの心を揺さぶってくる。

「──いえ、お嬢様をお見送りしようかと思いまして」

　一方いおりは、いつも通りの冷静な口調でそう告げる……けど、なんか呼吸が荒くなってるのはオレの気のせいですかね？　オレの首筋に当てられていた蔓は、いつの間にか姿を消していた。

「そうなの？　どうもありがとう」

　そう言って朱音は、

「お待たせ、シツジくん」

「お、おう」

「それじゃ、行きましょうか」

　とオレの腕を取って、そこに自分の腕を絡めてくる。

　そして押し付けられる胸！　ふにょんとたわんだ谷間が二の腕を優しく包み、ふたつの膨らみが押し出されてセーターから零こぼれ落おちそう！　触覚と視覚への多重攻撃！

　やばいよ……こんなんで、オレ、今日一日耐えられるのか……？

　背中に、物理的にザクザク刺さってるような気がするいおりの視線を感じつつ、オレと朱あか音ねは出発した。





　徒歩十五分くらいで、明あき原はら駅前のショッピングモールに到着。

　ここは、買い物や食事がひと通りできて、映画館やプールなんかもあり、お出かけスポットには最適の場所だ。

「えーと、生徒会の備品を買うって言ってたよな。何が必要なんだ？」

「ペンスタンドがいくつか欲しいのだけど……こっちね」

　と、まるで事前に店を調べてあったかのように、迷いのない足取りで歩き出す朱音。

　オレは絡められた腕を引っ張られるままについていく。

　で、やってきたのはファンシーショップ。

　文房具、と呼ぶには可愛かわいらしいデザインの品が、所狭しと並んでいる。

　たくさんのカラフルなペンスタンドを眺めながら、朱音は真剣な顔。

「どれがいいかしらね……？」

「生徒会室に置くにはちょっと派手過ぎないか？」

「いいのよ。ちょっと殺風景だから、明るくするために置くのだもの。最初は花が良いって言ったのだけど、手入れする人がいないものだから。だったら、小物を替えましょうということになったのよ」

　なるほど。

「それ、会長が提案したのか？」

「ええ」

　事も無げに答えると、朱音はまた商品選びに戻る。

　オレはちょっと驚いていた。

　以前の朱音は効率優先で、生徒会室の見た目に気を配っている様子はなかった。

　思えば部屋も、姫ひめ乃のに比べれば味気ない、どこかオフィスみたいな雰囲気だった。

　それが、こうして業務以外の──つまりは「やるべきこと」以外にも目を向けられるようになったんだ。

　それは良いことだと思う。

　たとえそれで、朱音の生徒会長としての効率の良さが多少失われるとしてもさ。

「ねえ」

　と朱音が呼びかけてきた。

「シツジくんはどれがいいと思う？」

「え？　そうだな……オレは、これなんか好きだけど」

「じゃあこれにしましょう」

　そう言って、朱あか音ねはカエルっぽいデザインの緑色のペンスタンドを手に取る。

「おいおい、そんな簡単に……」

「いいのいいの。せっかくシツジくんが選んでくれたんだし」

　そうして彼女は、同じシリーズらしいピンク色（ブタ）と黄色（キリン）のスタンドも手にとって、レジへ向かっていった。

「…………まあ、いいか」

　その楽しそうな様子を見ていると、止める気にはならなかった。





　そのあとは特に用事もなく、ウィンドウショッピングという流れになった。

　さっきみたいなファンシーショップで、また小物を眺めたり。

　なぜか、朱音は男性向けの服屋の場所も把握してて、そこに連れて行かれたオレは何着か試着させられた。朱音と店員さんが一緒になって褒めるので思わず買いそうになったけど、値段を見て止めた。おしゃれって金かかるのな！

　ちょっと恥ずかしかったが、まあ悪い気はしなかった。

　姫ひめ乃ののときと同じく、オレは付いてくだけって感じだったんだけど、アイツと違って、朱音はオレと一緒にいることを意識してくれてるって感じだった。

　姫乃は一人で勝手に走り回る子供みたいだったもんな……それはそれで見てて楽しかったけどさ。

　朱音は、さすが歳とし上うえの女性って感じだ。

　いや、一歳しか違わないんだけどね。

「あ、シツジくん、ちょっといいかしら」

「ん？」

　そんな感じで回ってると、ある店の前で朱音が足を止めた。

「ちょっと見ていきたいものがあるのだけど、良いかしら？」

「え…………ここで？」

「ええ。駄目かしら？」

「い、いやっ！　そんなことはないぜ……」

　断る理由があるはずもない。そしてオレは足を踏み入れた。男だけで入ることが決して許されないそのお店──ランジェリーショップという名の秘境に。



「──合うサイズで、良いデザインのものを売っているお店が少ないのよ。ここには、近くに来たらいつも寄ることにしていて……ごめんね、付き合わせてしまって」

「い、いいよ、うん……」

　朱あか音ねの言葉を上の空で聞きながら、オレの視線は右に左に落ち着かない。

　なにせ、どっちを向いても派手な色の、目に毒な布が視界に飛び込んでくるのだ。おかしいな。家で洗濯とかしててわりと耐性あると思ってたんだけど……お店の独特な照明の下で見ると、全然雰囲気が違う。

　女性は、こんなところでよく冷静に買い物なんかできるな。

　店員さんや他のお客さんの存在も気になる。

　朱音と一緒だからか、奇異の視線を向けられることはないんだけど、それでもなんとなく落ち着かないのは仕方ないだろう。

　で、カルガモの子供みたいに引っ付いてくしかないオレの目の前で、朱音は何着かの下着を手にとっていく。

　……ほうほう、あれがあの見事なおっぱいを包む光栄に浴することになるブラか……羨うらやましいな……。

　などと考えていると、朱音はお店の奥にある更衣室に向かっていく。

「あれ？　下着なのに試着できるのか」

「上はね。形が合わないこともあるから。下は合わせるだけだけれど」

「へー……」

　勉強になりますね！

「じゃあ、ちょっと待っていてね。……覗のぞいたら駄目よ」

　そう言って、朱音はカーテンの向こうに姿を消す。

　覗きませんよ！

　オレは手持ち無ぶ沙さ汰たな感じで待つ。

　さっきは朱音が一緒だったから良かったけど、今はちょっと気まずいな。新しく入ってきたお客さんが「何かしらあのアホ毛」みたいな目を向けてくるのが痛い……。

　カーテンの向こうではパサリパサリと衣きぬ擦ずれの音。

　時々聞こえる朱音の吐息……ぬおぉ、精神衛生にとても悪いなこれは！

　あれだ、覗いたら駄目って言ってたのは、「押すな、押すなよ!?」と同じ意味だったりしませんかね？

　オレは、ふわふわと誘うように揺れる更衣室のカーテンを眺める。

　ほんの僅わずかな隙すき間まが生まれて、ちょっとだけ中の様子が見えそうに……！

「万年発情クソ虫……違いました、お客様」

「っ！」

　いきなり後ろから声をかけられて、オレは飛び上がる。

　思わず土下座して謝ろうかと思ったけど、どこかで聞いたことのある声と罵ののしりに、まずは視線を向ける。

「い、いおり……？」

「名前を呼ぶなと言うのが分からないのですか。舌を引っこ抜いて欲しいのですか？　そうされると興奮する変態なのですか？」

「そんな恐ろしい性癖はねえよ！」

　ドＭってレベルじゃないぞ。

　いや、そんなことより。

「なんであんた、こんなところに」

「たまたま、偶然です。ここでアルバイトをしているのです」

「嘘うそだ！」

　店員証みたいのつけてないし、そもそも服装がメイド服のままだ。

「……ひょっとして、オレたちをつけてきてたのか？」

「人聞きの悪い言い方をしないでください。護衛ですよ。エロクズ虫がお嬢様をどこかに連れ込んだりしないかと、不安でしたので」

「しねえよ！　そんなことは」

「いいえ、信用できるものですか。きっとあなたは、お手洗いの前を通りかかるたびに、お嬢様を引っ張り込もうと考えていたに違いありません。キョロキョロと落ち着かなかったのは、周りの人間の死角でお嬢様の身体からだを弄いじろうという魂胆だったに決まっています。どうせ出かける前に、破廉恥な休憩所の場所をしっかりチェックしたのでしょう？　なんというイヤラシい……」

「落ち着け！　全部あんたの妄想だ！」

　光を失ったような黒々とした目で睨にらみながら詰め寄ってくるいおり。

　ヤバいぞ、なんかスイッチが入っちゃってる。

　こうなると、どう説得しても聞く耳を持たないんだ、この人。

「シツジくん？　誰かいるのかしら？」

　と、カーテンの向こうから朱あか音ねの声。

「あ、えーと……」

　言うべきか言わざるべきか。助けを求めたほうがいいだろうか……悩みつつオレはそちらに振り向いて、そのせいで身体のバランスを崩してしまった。

　違うよ！　わざとじゃないよ！

　いおりに詰め寄られたせいで、足もふらついてたし……不可抗力なんですよ！

　で、オレはいおりと一緒にひっくり返って、全身がカーテンの向こう側へ。

「きゃっ」

　さすがにびっくりしたらしく、小さな声を上げる朱音。

　仰向けにひっくり返ったオレとそれを押し倒すように倒れたいおりを見下ろす。

　オレといおりは見上げるしかない。



　そこには、一糸まとわぬ姿の朱あか音ね会長が立っていた。



　そうなると、当然あれですよ。

　下からのアングルで、見えてはいけない場所が丸見えになるわけで……。

　こっちを見下ろすご尊顔を隠そうとばかりに盛り上がるふたつの巨峰。そこから一気に細くなってなだらかな曲線を描く胴。そしてさらにその先には──。

「えぶっ！」

「み、み見てはいけませんこのクズブタ！　視線でお嬢様の純潔が失われたらなんとするのですっ！」

　思い切り顔を踏みつけられて視界を塞ふさがれた。

　ちょ……精神的にダメージ大きいからこの扱いやめてっ。

　もっとこういうの喜びそうな人にやってあげて！

「ささ、お嬢様。今のうちにお着替えを。このゴミクズはあとでわたくしが刻んでおきますゆえ」

　なんか口調がおかしい……っていうか、いおりさん、声だけでテンション上がってるのが丸わかりですよ……。まあ、気持ちは分かるけどさ。

　っていうか、さり気なく恐ろしいことを言ってなかった？

　しかし、そのメイドさんのテンションも、すぐに落ちざるをえなかった。

「……いおり。あなた、なぜここにいるのかしら？」

「あ、いえ、それは……」

　淡々としたご主人様の問いに、メイドさんは口ごもるしかないようだった。
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「はっきり言わなかったわたしも悪いわね。いおり、ここからは護衛はいいわ。シツジくんと二人きりにしてちょうだい」

　朱音にきっぱりとそう言われて、いおりは帰っていった。

　その背中が見るからにしょんぼりしててちょっと意外というか……それにちょっと可哀かわい想そうだな。しかし、仕方ないといえば仕方ない。オレだって、いつ魔法の蔓つるで絞め殺されるかとビクビクしながらお出かけしたくない。

　ちなみに、オレは朱音には「すぐにいおりに視界を塞がれたので何も見てない」って言っておいた。ばっちり脳内に保存したのは内緒なんだぜ！



　で──時間的にお昼を食べていくことになった。

　やってきたのは、やけに高級そうなレストラン。

　このショッピングモールにこんなお店あったんだ……。

　っていうか、お金足りるかな……？

　オレが内心ちょっと躊ちゆう躇ちよしていると、朱あか音ねが言ってくる。

「今日はわたしがお願いして付き合ってもらっているのだから、わたしが出すわよ」

「え、いや……でもそれは」

　さすがにちょっと情けなくないか。

　オレはそう言うんだけど、朱音は「ふふ」と柔らかく微笑ほほえんで、

「今どき流は行やらないわよ、そんな考え方は。それに、あなたはわたしの執事なのだから、わたしが払うのが自然でしょう？」

　さ、行きましょう、と朱音はオレの腕を取る。

　この状況ってどう見てもご主人様と執事って感じじゃないよね、なんて思いながらも、オレはされるがままにお店に入る。

　お昼時で待ってるお客さんが結構いたが、朱音はなんと予約していた。

　オレたちは待つことなく、個室に通される。

　すげえ、なんだこの完かん璧ぺきお姉さんは。

　そしてまたオレは思っちゃうわけだ。

　これって、デートなんじゃね？





　個室で二人きりで食事、というと、いかにも気まずくなりそうなシチュエーションだけど、全然そんなことにはならなかった。

　朱音は次々といろんな話題を提供してくれるし、かといって自分が喋りっぱなしということもない。話し上手で聞き上手。

　退屈することも緊張することもなく、時間はあっという間に過ぎていった。

　もちろん料理もとても美味しかったけどね。そんなのはむしろオマケだよね、この状況だと。

　で、最後にデザートのアイスが運ばれてきて、それを食べているときに、朱音が言ってくる。

「さて、このあとはどうしましょうか」

「え？」

　なんとなく、このあとは帰るような気がしてたオレは、間抜けな声を返してしまった。

　でも、確かに帰るには早い時間だ。

　明日も休みなんだし、余裕はまだまだある。

　でも、いおりが大分やってくれてるとはいえ、やらなきゃいけない家事もあるし。

　なんて思ってると、

「実はね……このあともう一カ所、予約をしてあるの」

「あ、そうなのか？　何を？」

　映画館とかだろうか。

「ここの隣のホテル」

「──!?」

　危ねえ！

　思わずデザートのアイスを吹き出すとこだったぞ。

「な、なななな何を仰おつしやってるんですか朱あか音ねさん！」

　思わず敬語になるオレに、朱音は「ふふ」と笑みを浮かべる。

　身体からだを前に倒して、顔を近づけてくる。そのせいで胸がたゆんと揺れて……おお！　これはまさかのオッパイ・オン・ザ・テーブル！　現実に見られる日が来るとは……ってそれどころじゃなくてですね。

「そんなに驚くことないじゃない。ここのホテルから見る夜景は綺き麗れいだって評判よ」

















「いやいやいや、まだ昼間ですしっ」

「夜までお部屋で時間潰つぶしましょう。ふふ、たっぷり楽しめるわね」

　たっぷり楽しめる……もちろん、部屋のテレビで映画を見ようとかって意味じゃありませんよね？

　男女がホテルで楽しむことって聞いて、思いつくことなんて決まってるじゃないか！

　いや、しかし……。

「待て……待ってくれ会長」

「あら、何かしら。この期に及んで、まだチキるのかしら、シツジくんは」

「嫌な動詞を作るなよ……」

　ツッコミを入れてる場合じゃなくて。

「……そんな簡単な話じゃないだろ。なんていうか、早すぎるっていうか」

「簡単な話だし、早くていいじゃない。そうしたいから、しているのよ」

「いや、でも……」

　溶けかけたアイスを口に運ぶこともできず、オレは説得するように言う。

「なんていうか、本当にあんたはそう思ってるのか？　あとから、実は勘違いだったとかでさ、後悔したって手遅れじゃないか」

「誠実だっていうのは本当だったのね」

　そうだよ。言ったじゃないか。

　前に朱あか音ねがオレをチキン呼ばわりしたときにそう返したんだ。「誠実だと言ってくれ」ってな。

　そしたら朱音は「純情なのね」と言い直した。

　まあ、純情なのも否定しませんけどね！

「でも、」と朱音が言う。

「誠実なのは、誰に対してなのかしらね？」

「え……」

　いきなり、鋭く斬きり込こむような一言。

　それを発した赤髪のお嬢様は、獲物を狙ねらう獅し子しのような視線でこちらを見て──。

　すぐに微笑ほほえみを浮かべた。

「安心して、シツジくん。わたしはわたしの気持ちをちゃんと分かってる。勘違いなんかしてないし、だから、後悔だってしない」

　そして、彼女は。



「わたしはシツジくんが好きよ」



「だから、ちゃんと答えて。お願い」

「会長……」

　とうとうはっきりと言われてしまった。

　間違いでも、勢いでもなく。

　しっかり正面から告白された。

　……ややや、ヤバいどうしよう。どう反応していいか分からん。

　嬉うれしくないわけじゃない。当たり前だ。朱あか音ね会長はオレの憧あこがれだった。例えばこれが、魔物イヴル退治だの魔法契約テスタメントだの、色々なことを知る前だったなら、オレは迷いなく首を縦に振ってただろう。このままホテルへ直行だってしてやるぜ。

　けど……今は即答できなかった。

　彼女を作るなら巨乳、結婚するなら巨乳、死ぬときは巨乳に抱かれて窒息死したいって願ってたのは嘘うそだったのか!?　って内なる自分が声を上げてくるけど、こればかりはどうしようもない。

　なんか……なんか違うんだっ。

「シツジくん？」

　朱音が訊きいてくる。

　そして、オレは──。
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「はぁー……」

　オレはベッドにうつ伏せになって溜息をついた。

　え？　どこのベッドだって？

　オレの家のオレのベッドだよ。放っとけよ。

　ええ、ええ、すみませんね。ホテルのベッドじゃなくてね。

　──あのあと。

　告白の答えを求めてきた朱音に、オレは「イエス」と「ノー」の中間の返事をした。

　つまり……「時間をくれ」だ。

　情けないのは分かってる。

　けど、あの場ではオレにはそれが限界だった。

　すると朱音は、苦笑して頷うなずいてくれた。

　そしてオレは完全に溶けきったアイスを食べ、二人はレストランを出て家に戻った。

『ホテルを予約したというのは冗談よ』

　なんて朱音は笑って言ってたけど、本当に冗談だったのかどうかは分からない。

　オレの重荷にならないように、そういう事にしてくれただけかもしれない。

　だから残念ながら、朱あか音ね会長とドキドキ！　ホテルでお泊まり、なんて展開はなしだ。

　まったく何が純情だよ。何が誠実だよな。

　ホント、ただのチキン野郎じゃねえかこれじゃ。

　考える時間なんて、これまでだってちゃんとあったんだ。

　ただ、姫ひめ乃のにかかりきりだから、なんて自分で言い訳をして考えないようにしてた。

　だから、今回の「時間をくれ」は、ただの引き延ばしにすぎないんだ。

「真面目まじめに考えないとな……」

　朱音会長の告白にどう答えても。

　きっと今の人間関係は変わってしまう。

　もちろん朱音も、それは分かった上で告白してきたんだろう。

　だったらオレも、ちゃんと答えないといけないよな。
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「…………！」

　ふと目を覚ますと朝だった。

　いや、日曜日のじゃない。

　今日はもう、月曜日だ。

「……バカか、オレは」

　下手の考え休むに似たり、なんて諺ことわざがあるけど、昔の人はよく分かってたんだな。

　オレみたいな奴やつがいくら悩んだって、無駄なときは無駄なんだ。

　昨日一日は、完全に何もしないで終わった。

　いおりが色々とやってくれるのをいいことに、オレは必要最低限の家事だけをして、あとはずっと部屋で考え込んでた。

　そして結局、結論は出なかった。

　幸い朱音はまだ何も言ってこない。

　けど、そのうち痺しびれを切らしてしまうだろう。

　それに、姫乃の不機嫌の理由だって未いまだ不明だ。

　一日かけて、何も解決してない。

　一体どうすればいいんだ。

「……とりあえず着替えるか」

　まさか学校を休むわけにもいかない。

　オレは執事服が詰まっているクローゼットを開けて、

「!?」

　そこにあるものに目を丸くした。

　昨日まで並んでたはずの五着の執事服。

　それが綺麗サッパリなくなっていて、代わりに、しばらく見ていなかった制服のブレザーが吊つり下さがっていた。

「…………」

　誰の仕業だ、なんて考えるまでもない。

　オレはブレザーを抱えて部屋を出た。

　階段を駆け下りて、姫ひめ乃のの部屋へ──行く前にそのドアが開いた。

「……あ」

　中から顔を出した姫乃が、オレを見て気まずそうな声を上げる。

　今日は姫乃は、珍しいことに、すっかり登校の準備を整えていた。

　髪はきちんとセットされ、着替えた制服もシワもなくピシッと着込んでいる。手には、通学カバンも持っていた。

「お前……」

「あら、おはようございます、仙せん堂どうくん」

　姫乃はなぜか、妙にしらじらしい挨あい拶さつをしてくる。

　表情も、なんだか作ったみたいな笑顔だ。

　なんだってんだ、今更。気味が悪いぞ。

　いや、それより、

「姫乃──これ、どういうつもりだよ」

「あら、何がかしら」

「何がって……だから、なんでオレの服がブレザーに変わってるんだよ。お前だろ、やったの」

「おかしなことを言うのね仙堂くん。高校には制服で行くものよ」

「おかしいのはお前だっ」

　そもそも、オレの制服を勝手に処分して執事服に変えたのはお前だろうが。

「その変な口調も止めろよ。どうしたってんだいきなり」

　すると、姫乃は急にオレを睨にらみつけてきて、

「──いきなりじゃないわよ」

「え？」

「全然いきなりじゃない！　全然気づかないシツジが悪いのよ！　全然、ぜんぜん……私のことなんて……見てないから、気づかないのよ…………」

　突然大声を上げたかと思うと、その声はどんどん小さくなっていって。

「お、落ち着けよ……やっぱりあれか。この前見ちゃったのを怒ってるのか？」

「え？」

「いや、だから……胸を、アレしてるとこ──」

「っ！」

　──なんか、失敗してしまったらしい。

　姫ひめ乃のは顔を真っ赤にしてオレを睨にらみつけてきた。

　両目には見間違いようもなく、あふれるほどの涙が浮いていて。

「違っ……違わないけど……違うわよ！」

　わけの分からないことを言った後、ビシィとオレに指を突きつけると、

「クビよ、クビ！」

「……は？」

「あんたなんかクビよ！　執事服なんて着なくていいわ！　ただの高校生に戻ればいいのよ！　アホシツジのバカシツジ！」

　まさに喚わめき散ちらすって感じだった。

　そして最後に、突きつけた姫乃の手から、黄色い光があふれて、

「わ、バカ、よせ──」

　オレに向かって彼女の魔法が放たれた。

　彼女の得意とする、水系統と風系統の混合攻撃魔法。

　オレは自宅の廊下で、突然台風にでも巻き込まれたみたいに吹っ飛ばされ、壁に叩たたきつけられた。

「……いてぇ。くそ、なんだってんだ、あいつ」

　なんとか起き上がったときには、姫乃の姿は綺麗サッパリなくなっていた。どうやら一人で学校へ向かったらしい。

　物音を聞きつけて、朱あか音ねとニノといおりが廊下に集まってきた。

「あらあら、どうしたのシツジくん」

　と制服姿の朱音。

「何やら姫乃の大声が聞こえたが」

　と鷲わし塚づかニノ。

　今日もこの幼女だか大人だか不明な天才魔法使いワイズマンは、オーバーオールの上に白衣を羽織るという謎なぞの服装で、手にはお菓子を持っていた。最近はトッポが流行りらしい。

「どうせこのクズ野郎のことです。朝から鷹たか宮みや姫乃にセクハラ発言をしたのでしょう。本当に最低ですねこの男は」

　と勝手なことを言ってくるいおり。

　で、結局何があったの？　という感じで三人に視線を向けられるが、そんなことこっちが訊ききたい。

　本当に、なんだってんだ、まったく。

　ただ一つ、はっきりしてることがある。



　オレはどうやら、鷹たか宮みや姫ひめ乃のの執事をクビになったらしい。










２　決別のあとに



「それは、よく分からないわね」

　オレが、姫乃に突然魔法をぶっ放された経緯を話すと、朱あか音ねはそう答えた。

　オレじゃなくても、やっぱりそう思うらしい。

　それを知ってオレはちょっとだけ安心する。

　あくまで、ちょっとだけどな。

　学校へ向かう坂道を、珍しくオレと朱音は二人で歩いていた。

　あれから。

　姫乃に水浸しにされたオレは、同じくビショビショになった制服をドライヤーで頑張って乾かしてから、家を出た。

　朝食は本当はオレの係だったんだけど、今日はいおりに頼んだ。文句を言いつつ彼女はちゃんと作ってくれた。オレの分も抜かさずにだ。

『本当はシンクの三角コーナーの中身で充分だと思ったのですが、朱音お嬢様と一緒に卓を囲む以上おかしなものは出せませんからね』なんて言ってた。メイドさんの鑑かがみだね！　でも酷ひどいね！

「でも」

　という朱あか音ねの言葉で、オレの意識は回想から戻った。

「でも？」

「わたしが知らないだけで、シツジくんが忘れていることが、何かあるのかもしれないわね。だとしたら、わたしにはどうしようもないのだけれど」

「そうだな……」

　姫ひめ乃のがオレをクビにした理由。

　それが朱音や、周りの人間に分からなくても不思議じゃない。

　問題は、オレにもそれがさっぱり分からないってことだ。

「でも」

　と朱音はまた言う。

「わたしにとっては好都合なのよね」

「え？　──うわっ」

　朱音はいきなりオレの腕を掴つかむと、自分の身体からだをそれにギュッとくっつけてきた。

　うおおお！　あの心地ここち良よい圧迫感が再び！　柔らかくも張りのある神の感触が電撃のようにオレの脳に伝わってくる！

「ねえ、分かる、シツジくん？」

「な、なな何がでしょう？」

「わたしとシツジくんはもう本契約テスタメントを結んだわ。だから、前みたいに勧誘目的でこうやって身体を押し付ける必要はないのよ。それでもわたしがこうしているのは、どうしてだと思う？」

「そ、それは……」

「卑ひ怯きようかしらね。姫乃とシツジくんが喧けん嘩かしてる隙すきに、色仕掛けで奪っちゃおうなんて……ひどい女だと思う？」

「そんな、ことはない……ぞ」

　オレはなんとかそうやって答える。

　正直、刺激が強すぎて、思考力がどんどん麻ま痺ひしてってる気がする。

「そう？　ふふ、ありがとう」

　そう言う朱音の嬉うれしそうな微笑ほほえみも、オレの心を大嵐の海みたいに揺さぶってくる。

「ねえシツジくん。姫乃の執事バトラーをクビになっても、あなたはわたしの執事だわ。決心がついたら、わたしのために執事服を着てくれてもいいのよ？」

　そして、朱音はオレの腕を解放した。

　そのおかげでオレの心はクールダウン。なんとか冷静に、

「……おう」

　と頷うなずくに留めておくことができた。

　危なかったぜ。あと数秒長く刺激を与えられていたら、即行で朱あか音ねの申し出を受け入れていたかもしれない。

　けど……刺激から解放されても、オレはちょっと心が傾いたままなのに気づいた。

　姫ひめ乃のにはまったく理由も分からずに、一方的にクビを宣告されて。

　代わりに、見事な巨乳神の朱音会長に告白までされて。

　これで心が動かないほど、オレは誘惑に強い人間じゃないんだぜ。





　久しぶりのブレザーは、どうも着心地が悪い気がした。

　濡ぬれたのを無理矢理ドライヤーで乾かしたので縮んでしまった──わけじゃない。

　そうじゃなくて、気分的になんかね。

　教室の空気が微妙なせいもあるかもしれない。

　突然執事服をやめたオレに、クラスのみんなは戸惑っている様子だった。

　普段は空気を読まない工く藤どうと喜き国ぐには、なんか慰めるような感じでオレの肩をポンと叩たたいて、無言で同情するような笑みを浮かべて去っていった。おい、お前ら、それ多分空気読み間違ってるぞ。

　──いや、そんなこともないのか。

　理由も分からないままお嬢様にクビにされる執事なんて、同情されるに相応ふさわしいマヌケなのかもしれない。

　ところで、その当のお嬢様はといえば。

　先週とは打って変わって、オレに構ってこなくなった。

　というか、積極的に無視してるみたいだった。

　オレと目が合いそうになると、露骨に逸そらす。

　オレがいる場所を避けて大回りに移動する。

　プリントをオレにだけくれない。

　……小学生かっ！

　なんか段々腹が立ってきたぞ。
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　そんな感じで無視され続けて、放課後。

　姫乃は逃げるように教室を飛び出して行ってしまった。なんかもう、勝手にしろって気分だ。

　オレは久しぶりに一人で玄関へ向かう。

　朱あか音ねを待って一緒に帰っても良かったんだけど、生徒会の仕事があって遅くなるらしかった。

　それに、今はなんていうか、一人で考えたい気分だったし。

「……ん？」

　靴を履き替えて、玄関を出たところで。

　校門のところに人だかりができていた。

　近づいていくと、人だかりは何かを遠巻きに囲んでいるのだと分かった。

　誰かいるのか？

　……すぐに分かった。

「いおり……」

　ゴスロリちっくな黒くろ衣い裳しようを身にまとったメイドさんが、直立姿勢で立っていた。

　パッツリと切きり揃そろえられた緑髪の下の両目は、自分の周囲すべてを凍らせようとでもいうかのように冷たい。集まってくる生徒も、その表情を見ると、逃げるように立ち去っていくのだった。

　いおりはオレの姿を見つけると、一瞬すごく不快そうな顔をしたあと歩み寄ってきた。

　みんなの注目が集まる中、彼女はオレの正面に立ち、メイドさんらしい見事な一礼をすると、

「……あなたのようなゴミ虫のことなど、待っていたくはなかったのですが」

「じゃあ何しにきたんだよ!?」

　……どうやらオレを待ってたらしい。



　というわけで、オレは今いおりと二人きりで歩いてるわけなんだけど……。

　き、気まずい。

　前の、姫ひめ乃のと一緒にいたときの沈黙なんか比じゃない気まずさだぞ……！

　すごいのは、それなりに会話をしてるのに気まずいってことだ。

「えーと、つまり……」

　オレは恐る恐るといった感じで話す。

「食材を買いに行きたいけど、量が多いから運ぶのを手伝って欲しいのか……ひっ」

　最後のは悲鳴である。

　だっていおりが、これから拷問でも始めようかっていう目で睨にらんでくるんだぜ。

　怖すぎる。

「わたくしはあなたのようなクズの手伝いなど求めていないと、何度言ったら分かるのです。手伝いではなく、使用人としての当然の義務です。至高にして崇高な存在である朱音お嬢様にお仕えしているのですから、自分の身体からだの全すべて、自分の時間の全てをお嬢様のために捧ささげるつもりでいてもらわなくては困ります」

「すみません……」

　相変わらず、この人の朱あか音ねに対する愛情は色々と突き抜けすぎてる。

　しかも、こんな感じの演説を、熱のこもった口調じゃなくて、淡々とした声で言ってくるもんだから、かえって正しいように思えてきて恐ろしい。

　一日セミナーとか開いたら、みんな洗脳されるんじゃないだろうか。

「──で、買い置き用の調味料なんかも買いたいから、近所のスーパーじゃなくて駅前のモールの方に行くわけね」

　なんか最近あのショッピングモールには縁があるな。

「そうです。あなたが朱音お嬢様のお食事の好みを、まるで反映させる気がないようですから」

「いや、それはしょうがないだろ……」

　何しろあのお嬢様（姫ひめ乃のもそうだったけど）、頭も良くて魔法の才能も溢あふれかえってるくせに、料理の腕だけは壊滅的なのだ。肉じゃが作ってて、鍋なべの底に大穴開けるレベル。

　だからどんな料理が好みなのか訊きいても、材料が何かとかどんな味付けなのかとか、詳しいことが分からない。複雑な調理法のものだと再現できないのだ。

　っていうかそもそも、世界に名だたる超名家、鷹たか宮みや家のお嬢様が食べていた料理なんかオレに作れるわけがないしな。

「ちっ」

　なぜに舌打ち?!

「だからあなたはクソ虫なのです。朱音お嬢様の使用人なら、お嬢様の味覚を想像して、要求される味をイメージするくらいできなくてどうするのです。作れるか作れないかではありません。作れるようになるのです。お嬢様のためなら、それくらいやって当然でしょう」

「…………」

　すげえなこの人。

　世界が、完全に朱音を中心に回ってる。

　このままだと、話があまりよろしくない方向に行きそうだと思い、オレは話題を逸そらすことにする。

「そういや──この前は大丈夫だったか？　朱音に怒られたりしなかったか？」

　バギメギッ！

　あれ、逸らす方向をミスったかな……？

　見れば、オレのすぐ横に立っていた速度標識が、まるで大型トラックが激突でもしたみたいにメチャクチャにへし折れていた。

　速すぎて見えなかったけど、いおりの手の先から木の蔓つるが無数に現れて、それが標識を破壊したようだった。

　忘れてはいけない。

　このメイドさんの魔法は、暴走すると姫ひめ乃の、朱あか音ね、ニノの三人がかりでも手を焼くレベルなのだ。

　そして多分、朱音関係のことだと、この人はわりと簡単に暴走する。

「お嬢様はそのようなことでお怒りになるような方ではありません」

　と地の底から響き渡るようないおりの声。

　それなら良かったけど……。

「──あのときは全く迂う闊かつでした。あなたが今にもカーテンの中に飛び込んで着替え中のお嬢様に抱きつくのではないかと気が気ではなく思わず行動を起こしてしまって……お嬢様の命でしたのであのあとは帰りましたが、あれ以上帰りが遅ければ、わたくしは自分を抑え込めた自信がありません。もしあのときお嬢様が気づかなければ、早々に処分できたものを……」

　全然良くねえ！

　ちょっと朱音さん、このメイドさんしっかりがっつり叱しかっといてくれないかな。じゃないとオレの命が危険！

「──ん？」

　と。

　ちょうど道を曲がったところだった。

　変なものを発見して、オレは思わず足を止めた。

「どうしたのです。イヤらしい雑誌でも見つけて拾いたくなったのですか。これだから常に盛りのついたエロ虫は──」

「違ちげえよ！　見ろって」

　と、オレは道のまんなかに倒れているそれを指し示す。

　いおりはそれを見ると、

「──女ですか。余計にタチの悪い……」

「だから違うっての！」

　オレはそちらに駆け寄った。

　そう、そこには人が倒れていたのだ。

　ミッション系お嬢様学校の制服みたいな雰囲気の、黒いコートを羽織った女の人──と言っても、年齢はオレたちとそう変わらない。

　スレンダーな雰囲気で、うん、胸はあんまり大きくないな。

　銀灰色の短髪が異国人めいているけど、顔立ちは日本人のようだった。

「あの、大丈夫ですか？」

「う……うぅ…………」

　オレが呼びかけると、かすかに呻うめき声ごえを発する。意識はあるようだった。

　いおりが彼女の身体からだを調べる。

「……外傷などはないようです。事故に遭ったとか、誰かに暴行を受けたというわけではないみたいですね」

「そこでなぜオレを見る……」

　オレはずっとあんたと一緒だっただろうが！

　アホな会話をしてる場合じゃない。

　怪け我がじゃないってことは、病気とかだろうか？

　オレはもう一度その人に呼びかける。

「何があったんですか？　救急車呼びましょうか」

「う……」

　彼女はゆっくりと目を開いて、オレの方を見た。

　血で染めたような、赤色の両眼が印象的だ。

　最後の力を振り絞るように口を動かし、

















「は…………」

「は？」

「はら、減った……」

　オレは一気に脱力した。



　近所にコンビニかスーパーがないか探したけど、見当たらなかった。

　結局オレといおりが向かってたショッピングモールに行くのが一番近いってことで、行き倒れ少女を抱えていくことにした。

「……まったく、女と見れば優しくするのですね。あわよくば、おいしい思いをしようという魂胆……なんという浅ましさ」

「根も葉もないことを言うな！　無駄に警戒されるだろ！」

「あなたを警戒してし過ぎることがあるとは思えませんね。世の女性には年一回『仙せん堂どうゴミ虫防犯講習会』への出席を義ぎ務む付づけるべきです」

「なにそれ酷ひどい……」

　体育館に集まって映画とか見るのか？

　オレといおりがそんな会話を交わしてる間、行き倒れ少女はずっと沈黙していた。

　腹が減って、喋しやべるのすら辛つらいようだった。

　で、ショッピングモールに到着。

　一番近くにあったミスドに入店する。

　すると、いきなり。

「ふぁお！」

　変な声を上げて、行き倒れ少女が身を起こした。

　抱えてたオレたちを吹っ飛ばす勢いでダッシュ。ショーケースを破壊しそうなアタックをカウンターにかました。

「ポン・デ・リング十個とフレンチクルーラー十個とエンゼルショコラ十個とオールドファッション十個とゴールデンチョコレート三十個！」

　そう一息にまくし立てる彼女に、店員さんも引き気味だ。それでもなんとか注文をレジに打ち込み、

「お、お会計、八千七百円でございます……」

　銀灰色の髪を振り乱し、赤眼を血走らせて、彼女は黒コートのポケットをごそごそ……しかし、やがて気まずそうな表情でこちらに振り向くと、ニコニコとこれ以上ないというほどの満面の笑みを浮かべた。まさか……。

「悪い。金貸してっ」

　……やっぱり。



「いやー悪いねホント。いやいやビックリしたわ。こっち来たときにはちゃんと持ってたんだけどね、財布。っていうかカバンもないし。ま、いいんだけどね。大したもん入ってなかったし。それにしても助かったぜ。アホ毛くんにメイドちゃん！　この御恩は脳みそ吹っ飛ばされない限りは忘れないよ」

　すごい勢いで喋しやべる彼女を、オレは唖あ然ぜんとして見ているしかなかった。

　今のセリフの間に、彼女の前に積み上げられたドーナツの半分が消えていた。

　なにこれ、イリュージョン？

　ちなみに、オレと、隣に座るいおりの前には飲み物が一杯ずつあるだけだ。家に帰ったら夕飯だし、それにお金なくなったしな……。

「……えーと、こっち来たってことは、どっかから旅行なのか？」

「うんうんうん」

　一回頷うなずくたびに一個、ドーナツを口に放り込みながら、彼女は言う。

「ヨーロッパの方から来ましたー、ってね。飛行機に十時間くらい乗ってたら乗り物飽きちゃってさ。歩いてこようと思ったら途中で力尽きちゃった。えへ。んーまあ、目的地がこの明あき原はら駅だったから、あとちょっとって感じだったな。惜しい！」

「空港って……まさか成田!?」

　ここから何百キロあると思ってんだ。

「ちょっとは考えて行動した方がいいと思うぞ、あんた……」

「うぇっへっへー怒られちゃった。ダイジョブダイジョブ。ほら、こうして親切な少年少女に助けられたわけだし。渡る世間に鬼はそんなにいないって」

「そのわりに、財布もカバンもないのは、盗まれたんじゃないか？」

「おっと、そうだったぁ」

　そうして彼女は、ケラケラと笑うのだ。

　なんていうか、浮世離れした人だ。世界中を放浪とかしてそうな雰囲気。

　……普段、何してる人なんだろ。

　しかし、そんな疑問を訊きく暇もなく。

「いやー、助かったよアホ毛くん」

　と言って彼女は立ち上がった。

　山のようにあったドーナツは、ゴールデンチョコレートの黄色い粒の一つに至るまで、完かん璧ぺきに食いつくされていた。

「いずれお礼をしなければいけないね」

「いや、そんな、別にいいって」

「いやいやいや、人は助け合いながら生きるべきだよ。助け合いとはすなわち、利己的な打算に基づかない関係性だ。それはつまり個を全へと導く足がかりじゃないかと思うんだぜ。あ、ペン貸してくれないかい？」

　なんか難しいことを言う彼女に、オレは言われるままにボールペンを差し出す。

　彼女はそれで、テーブルに備え付けの紙ナプキンにさらさらと文字を書くと、ペンごとオレに渡してきた。

「困ったことがあったらここを訪ねてくるといい。私の信念に反しない頼みごとなら、どんなことでもきいてやるぜ」

　じゃ、と手を振って、その少女は店を出ていった。

　窓から外を見ていると、駅の方へ向かっていくようだった。

　……不思議な人だったな。

　なんていうか、異世界の人間とでも遭遇したような気分だった。

　そんなことを考えながら、残ったカフェオレをすすっていると、横に座るいおりがこちらを睨にらんでいるのに気づいた。

　っていうか、あんたなんで隣のテーブルに移りそうなくらいオレから距離とってるんだよ……。

「まったく、これだからあなたは困るのです」

「今度はなんだよ？　言われる前に言っとくけど、別にさっきの人にイヤらしいこと頼もうなんて考えてねえからな」

　巨乳じゃなかったしね！

「そうではありません」

　と、いおりは。

　なんかちょっとしんみりするような口調で言い、視線を自分のカップに落とす。

「今のですよ。今みたいな、あなたの気軽い優しさが、今の状況を引き起こしたのです」

「……へ？」

「分からないのですか？　あのような得体の知れない女を助け、金を差し出し、話をして打ち解けて、なんとなく友好的な関係を築く……それは確かにあなたの長所かもしれませんが、しかし時にそれは、人を混乱させる元でもあると、気づいていますか？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　なんだいきなり。なんの話だ。

「人が倒れてるのを助けるのがそんなに変か？　まあ、金払うまではやり過ぎかもしれないけどさ」

「いえ、別にあなたがそうするのは勝手です。けれど、それが朱あか音ねお嬢様や鷹たか宮みや姫ひめ乃のに影響を与えることを、忘れないでいただきたいものです」

「影響……？」

「どちらも、あなたのその気安い優しさとは無縁の、魔法使いの世界を目の当たりにしてこれまで生きてきたのですよ」

「！」

「あなたがかける言葉、接する態度。そのどれもがお嬢様にとっては特別なんです」

　……そうか。

　やっと分かってきた。

　鷹たか宮みや家という、魔法使いの集団。

　そこは、オレがさっきやったみたいな、見知らぬ人に親切にするなんて行動とは無縁の世界なんだ。

　当主の鷹宮清せい十じゆう郎ろうからして、弟である姫ひめ乃のの父親を貶おとしめてその座に就いた人間だ。

　実の娘である朱あか音ねのことも道具の一つくらいにしか考えていないっぽい。

　朱音の母親は、彼のその「合理的な判断」のせいで、十年以上も意識不明の状態だという。

　そんな朱音にとって、オレが特別な存在に思えるのも仕方ないんだ。

「あなたは、朱音お嬢様の『迷い』を肯定しました。そして鷹宮姫ひめ乃のの『弱さ』も肯定した。それが間違っているとはわたくしには言えません。けれど、あなたの優しさが赦ゆるした『迷い』も『弱さ』も、魔法使いの世界で生きていくためには不要なものでしかないということは、忘れないでください」

「…………」

「それに」

　と、いおりは言葉を重ねてくる。

　まだあるのか……？　オレ、もう結構へこんでるんだけど……。

「そうやって、お二人の心を見透かしておきながら、妙に鈍いところは、これは完全に欠点でしょうね」

「……？　何の話だ、今度は」

「本当に気づいていないのですね。鷹宮姫乃の話ですよ」

「──っ！」

　オレは思わず身を乗り出──そうとして、いおりが手のひらをこちらに向けたのに気づいて座り直した。

　このメイドさん、オレがこれ以上近づいたら魔法で迎撃する気だ。怖ぁ……。

「何か知ってるのか、姫乃のこと!?」

「いえ。と言いますか、知っているも何も」

　といおりは、呆あきれたような顔で首を振り、言うのだった。

「嫉しつ妬とでしょう、あれは」

「しっと…………？」

　なんか思いもよらない単語が出てきて、オレは唖あ然ぜんとそれを繰り返した。

　嫉しつ妬と、だって？

「それしかないでしょう。自分と魔法契約テスタメントを結んだ執事バトラーが、朱あか音ねお嬢様とも本契約を結んだ。たとえ、一度はそれを肯定したとしても、納得いかないという感情までは抑えられるものではないでしょう」

「……」

　まさか……。いや、でも、そう考えると、姫ひめ乃のの行動にはどれも説明がつくような気がする。

「で、でも！　なんか、突然だぞ？　あんたが引っ越してきた日の夜からだけど、あのときに……」

　エア胸パッド事件については口にしなかった。

　さすがにプライバシーがな……。

　いおりはオレが口ごもったのは気にする様子もなく、

「さあ、そこまではわたくしには分かりませんが。何か、鷹たか宮みや姫乃が気分を害するようなことをやりませんでしたか」

「いや、別にそんな──」

　と、そこまで言ってオレは固まった。

　した。

　というか、された、だけど。

　家の玄関前で、告白交じりのキスを。

　あのときのあれ、姫乃に見られてたのか!?

　推測だけど、多分間違いない。タイミングもピッタリだ。

　くそっ、なんで今まで気づかなかったんだ。

「……っ」

「何か思い当たることがありましたか」

「ああ……朱音と──」

「朱音お嬢様とっ……!?」

「い、いや、ちょっと、その、うん……」

　危ねえ！　キスされたなんて話したら、オレはこの場で殺される。

　平和な駅前のミスドが殺人現場になるところだった。

「…………」

　いおりは、疑り深そうにオレを睨にらみつけていたが、やがて少し浮かした腰を下ろした。

　助かった……けど、これは、誤魔化せたわけじゃないな。

　そのうち追及されるかもしれないから、言い訳を考えておかないと……。

「……わたくしは」

　とメイドさんが言ってくる。

「朱あか音ねお嬢様には幸せになってほしいと思っています。せっかく清せい十じゆう郎ろう様の下もとから離れることができたのですから。それに関しては、あなたに感謝しても良いと思わないこともないと思っていないわけではないのですよ」

「……どっちだよ」

　オレにお礼を言いたくないって気持ちだけはよく分かったよ！

「そう。お嬢様には幸せになってほしい」

　と彼女は繰り返す。

「それができるのがあなたなら……それでもいいと思います。たとえ、そのためにお嬢様がわたくしと離れることになったとしても。だから──」

「いおり……」

「ちゃんと考えてください。お嬢様のこと。鷹たか宮みや姫ひめ乃ののこと。そしてちゃんと答えを出してください。それがあなたが真剣に考えた結果ならわたくしは何も言いません。しかし、いい加減なことをしてお嬢様を悲しませるようなら……承知いたしませんよ？」

　バキバキッ、と不吉な音が聞こえて見てみれば、いおりの指先から小さな蔓つるが何本も出てきて、彼女のカップを潰つぶすように割り砕いていた。

　……こええええっ！

　オレは引きつった笑みを浮かべて頷うなずいた。

「お、おう……」

　しかし、このメイドさんの愛情はすごいな。普通の使用人の主人への忠誠心のレベルじゃないぞ。

「……なあ」

「なんですか？」

「あんた、なんでそんなに朱音のことが大切なんだ？　昔何かあったのか？」

「そうですね……」

　オレがそう問いかけると、いおりはいきなり表情を柔らかなものに変えて……っていうか、キラキラした目で虚空を見つめ出したぞ。大丈夫か？

「……朱音お嬢様には、一生かけても返しきれないほどの御恩があります。わたくしの意味を教えて下さったのですから」

「あんたの、意味……？」

　なんか変わった言い回しだな。

「ええ……わたくしの魔法の能力、ご存知でしょう？」

「ああ」

　今まさに目にしたばかりだよ……。

「植物を具現化して操るんだろ。土系統の変異種だって聞いたけど」

「ええ。それが、幼い頃ころには分からなかったのです。土系統の能力を持っているはずなのに、土を操れない。鉱物を具現化できるわけでも、魔力を流し込んで地面を変形させられるわけでもない。ただ、意味もなく魔力を放出させるだけ……両親は失望して、わたくしを北欧にある聖骸教団ホーリイ・コープスの実験施設に預けました」

　聖骸教団──ヨーロッパに本部がある、世界最大にして最古の魔法使い組織、ってニノが言ってたな。

「そこでわたくしは、毎日実験を繰り返す日々を過ごしていました。まだ三歳くらいのころです。何のためにこんなことをしているのかも分からず、ただひたすら魔力を出したり機械につながれたりを繰り返す日々……」

　三歳……まだ言葉もまともに喋しやべれない年齢で、そんな目に遭っていたのか。

　想像して、オレはゾッとした。

　しかしいおりは、そんな思い出を、まるで辛つらそうな様子もなく語る。

「そんなときに、朱あか音ねお嬢様に出会ったのです。四月の上旬でした。いつもなら、その建物の庭には花が一杯に咲いていて、朱音お嬢様はそれをお母様から聞かされて楽しみにしていたのですが、その年は雪解けが遅く、庭の花はまだ咲いていませんでした」

　朱音の方は一つ歳とし上うえで、四歳のときだ。

　朱音は、研究所のロビーからその味気ない風景を眺めて、ひどくガッカリしていたのだという。そこに、いつもどおり実験を終えて部屋に帰る途中のいおりが行き合った……。

「わたくしは、朱音お嬢様の小さな呟つぶやきを耳にしました。『お花、見たかったな』と。そして同時に、残念そうな、でも妙に物分かりのよさそうな諦あきらめの表情を見て、思ったのです。この方の願いを叶かなえてあげたい、と。そして、この方の笑った顔を見てみたいと」

　……そして、いおりの能力が目覚めた。

「次の瞬間、窓の外には、一面の花が咲いていました。本来そこに植えられていたものとは全然違う、それどころか子供のお絵かきのような拙つたない形のものでしたが……わたくしの魔力は、そのとき初めて具現化した──意味を持ったのです。そしてそれを見て、お嬢様は『ありがとう』とわたくしに笑いかけてくれて──」

「…………」

　そしていおりは、朱音のボディガード兼メイドさんになった、ってわけか。

　彼女にとっては、朱音の願いが全ての始まりだった。

　それを聞けば、彼女のちょっと行き過ぎな忠誠心にも納得だな。

「……少々、お喋りが過ぎたようです」

















　そう言って、いおりは立ち上がった。

　オレは苦笑して、

「そんなことねえよ。あんたがそんなふうに話してくれるとは思わなかった。聞けてよかったよ、その話」

「…………」

　いおりはいつもの冷たすぎる無表情に戻ってしばらくオレを睨にらんでいたけど、

「──さっさと買い物をして帰りますよ」

　オレに背中を向けてそう言った。

　彼女の顔が、横の窓ガラスに映ってて、その表情が見えそうになったけど、オレは目をそらした。

　いや、きっといつも通りの無表情だとは思うけどさ。

　念のためにね。
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「ところで、ゴミ虫」

　と、割れてしまったカップを店員さんに謝りながら返却してから、ミスドを出たところでいおりが言ってきた。

「……なんだよ」

　あんな話をしたあとでも、呼び方は変わらないんですね……。

「先ほどの女から受け取った紙、見せていただけますか。何やら気になることが書いてあったように見えたのですが」

「あ、ああ？」

　そういや全然見てなかったな。

　オレはポケットに入れてたそれを取り出して、広げて見せる。

「でも、気になることって？　名前と住所書いてただけみたいだったけど──」

　オレは途中で言葉を途切れさせた。

　確かに、とても気になることが書いてあった。

　そこには、隣町の住所に続いて、こう記されていたのだ。



『聖骸教団ホーリイ・コープス日本支部

　　　　　　　　　　　　百も舌ず谷やあまね』










３　お嬢様の本音



　行き倒れ少女──百舌谷あまねが渡してきた紙。これをどう判断したらいいだろうか。

　いおりによれば、この間オレが監禁されてたあの聖骸教団の建物は、表向きはただの教会ということになっているのだそうだ。

　つまり、オレに渡してきたメモに聖骸教団の名前を出すということは、あまねはオレたちが魔法使いの世界の人間だと知っていたということになる。

　もしかして、あの行き倒れはわざとだったのか？

　オレたちと接触するために……しかし、なんのためにそんなことを？

　普通の人間に比べて多量の魔力を保有しているオレは、いまや世界中の魔法使いが魔力供給源や実験材料として狙ねらう存在らしい。全然嬉うれしくないけど。

　あまねの目的がオレだとして、彼女がわざわざ向こうから正体を明かしてくる利点は何もない──普通に考えれば。

　普通じゃない計画が、何かあるのだろうか。

　オレには、想像もつかないんだけど。



　買い出しを終えて戻ってきたオレといおりは、リビングにいたニノにあまねのことを話した。

　ポッキーを食べながら魔導書らしい怪しげな本を読んでいたニノは、オレたちの話を聞き終えると、

「まさか……」

　と呟つぶやいた。

「知ってる奴やつなのか？」

「ああ……そいつはどんな外見だった、少年？」

　オレはあまねの特徴を話して聞かせる。銀灰色の髪に赤色の両眼で……。

「ああ、いや、そういうのじゃなくて。そうだな、整形でもしない限り変わらなそうな部分の特徴を憶おぼえてないか」

「？　そう言われても、髪と眼めの印象が強かったからな……胸がそんなに大きくない──あ、いや、スレンダーだったってことくらいかな」

　幼女とメイドさんからジト目で睨にらまれた……。

「簡単な似顔絵でしたら描かけますが」

　と、いおりがおもむろに紙を持ってきて、ペンを走らせた──って、ええ！　何これ、ソックリじゃねえか！　すげえ！

「朱あか音ねお嬢様の使用人たるもの、これくらいできて当然です」

　ハードル高たけぇなおい！

　その完成度の高すぎる手描きモンタージュを見て、ニノは珍しいことに大きな溜息を吐いた。

「……やっぱり、知り合いだったのか？」

「ああ。間違いないな。こいつ、妙にテンションが高くて、やたらに口数が多かっただろう？　あと、食べる量がハンパじゃない」

　オレは頷うなずく。そのとおりだった。

　……まあ、食べる量は、あんたも人のこと言えないと思うけど。

「誰なんだ？　やっぱり魔法使いなのか」

「ああ。ワタシの元弟子だ」

　ニノは見た目はこんな幼女だが、実態は世界で五本の指に数えられるという天才魔法使いだ。姫ひめ乃のや朱音も、彼女を「先生」と呼んでいる。

「元……ってことは、今は違うのか」

　オレがそう問うと、ニノはどこか苦々しそうな表情になった。ポッキーの食べ方が荒々しくなって──ああ、高価そうな魔導書に食べかすが……。

「そうだよ。あのバカは、途中で逃げ出して百も舌ず谷や一族に入っちまった」

「百も舌ず谷や一族……？」

　その「一族に入る」って意味がよく分からず、オレは首をひねる。

　一方、いおりはそれで何かを理解したらしく、小さく息をのんだようだった。

「──では、あの髪と眼めは」

「そうだよ。百舌谷の禁忌を身につけた証あかしだ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。わけが分からないぞ。百舌谷一族ってのはなんなんだ？」

　オレは勝手に納得してる二人に割って入る。

　困るな。ちゃんと初心者にも分かるような会話をしてほしいぜ。

　ニノは、すまんすまん、と言ってから説明を始める。

　閉じた魔導書の表紙の上にポッキーを四本並べて──そんなことして呪のろわれたりしないのかな……？

「日本には肆し鳥ちよう家と呼ばれる四つの魔法使いの名門があるんだ。一つは少年も知ってのとおりの鷹たか宮みや家。最大にして最古の退魔師プリースト集団だ。一つはワタシの出身家でもある鷲わし塚づか家。これは研究者──錬金術師アルケミストを多く輩出してきた家柄だ。もう一つは鷺さぎ崎ざき家。地水火風の四系統という伝統的な技術に依存しない魔法を開発している集団だ。そして最後の一つが、百舌谷一族」

　四本のうちの一本のポッキーを手に取り、

「肆鳥家のうち、百舌谷だけは特別でね。他の三家は血統によって結びついているが、百舌谷は違う。日本中、ときには国外からある才能を持った魔法使いを勧誘して仲間を増やしている。と言っても、その結束は三家に比べて緩やかだが」

「ある才能、っていうのは……？」

　それが、あの銀灰色の髪や赤い両眼と関係しているのだろうか。

　ニノは、持ったポッキーを口に入れることなく、バキリ、と握りつぶしてしまいながら言った。

「自分の身体からだを犠牲にして──魔物イヴルを生み出す才能だ」



　魔物使いヘレシーというのが、その禁忌の力を扱う者の総称なのだそうだ。

　自身の体内の魔力を、強制的に負の方向へ向けさせて魔物に変質させ、それを取り出して操る魔法。

　それは、自分の身体を「魔物の器」とするに等しい。

　器となった身体は、その負の力に耐え切れず、ボロボロになっていく。

　その表れが、あまねの場合はあの銀灰色の髪の毛と、赤色の眼ということらしい。

「あのバカ弟子……」

　ニノは悔しげに呻うめいた。

「あれほど、魔物使いヘレシーにはなるなと言っておいたのに」

　オレといおりは彼女にかける言葉もなく、黙っていた。

　きっと、ニノとあまねの間には、簡単には説明できない過去があったのだろう。

「──分かった」

　と。

　ニノは魔導書の上に置いたポッキーを三本、さっき潰つぶした一本と一緒に口に入れてから言った。

「聖骸教団ホーリイ・コープスに連絡を取り、どういうつもりで百も舌ず谷や一族の人間を呼んだのか確認しておこう。まあ、おそらく少年絡みの事案ではないと思うがな」

「なんでそう思うんだ？」

「前にも言ったが、この間のきみの誘拐という犯罪行為をおおっぴらにされるとマズいからさ。魔法使いの世界にはそれなりの秩序というか、バランスというものがある。そして大きい組織ほど、その調整を普通の社会のルールに頼っているんだ。『あの宗教集団は犯罪組織だ』なんて噂うわさが世間に広まれば、魔法使いの世界でも面倒事が増える」

「つまり、聖骸教団は、しばらくオレには手をだしてこないだろう、と？」

「そういうことだ」

「けど──彼女は、オレに聖骸教団の名前を書いたメモを渡してきたんだぜ。それは、オレたちが魔法使いの関係者だって分かってたからじゃ……」

「いや、多分それはないよ」

　ニノは、あっさりそう言う。

「なんでだ」

「あいつは──バカだからな」

「…………」

「聖骸教団の名前を出したのは、うっかりだろう。あいつは魔法使いのくせに正直すぎるんだ。もしあいつがきみを狙ねらっていたんなら、その場で手を出していただろうさ」

　確かに、ニノのいうとおりだ。

　あの人、成田空港からここまで歩いたりしてたしな……。



　とりあえず。

　聖骸教団と百舌谷あまねに関しては、ニノが調べてくれることになった。

　明日の夜にでも返事があるだろう、とのことだ。

　ちなみに、このことは、姫ひめ乃のと朱あか音ねにはまだ言わないでおくことにした。

　ニノの提案だったんだけど、多分オレたちに気を遣ってくれたんだろうな。

　聖骸教団が今のところオレを襲う可能性がないなら、そっちは放っておきたかった。

　今はそれどころじゃない……ってのが正直な気分だ。

　もっとも──。

　実はこのときには、もっとひどい事態が、別の方向から迫りつつあったんだけど。
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　次の日。

　この日も姫ひめ乃のはオレを無視していた。

　朝は誰よりも早く起きて着替え、身だしなみを整え、勝手に朝飯を食べて、一人で家を出ていった。

　そんなことができるなら、なんで今までやらなかったんだ……とツッコみたいところだけど、多分そうじゃない。

　姫乃は無理してそうしているんだと思う。

　だってこれじゃ、鷹たか宮みや家の離れで一人で暮らしてたときと同じじゃないか。

　たった一人の朝、たった一人の食事、たった一人の登校……。

　誰にも頼らないで生きようとしてたお嬢様。

　オレは、それを止めさせたくて、執事になったんじゃなかったのか。

　学校でも、姫乃はオレを無視し続けた。

　昨日と同じだ。オレの方を見ないようにしてるし、オレに近づいてこないし、なるべくオレに関かかわらないようにしてる。

　昨日は理由が全く分からなかったので、正直腹を立ててたけど、今日は違うぞ。いおりのお陰で、事態を把握することができた。

　取っ掛かりをつかめばなんとかなる。





　というわけで放課後。

　オレは帰りのホームルームが終わった瞬間教室を飛び出して、玄関へ走った。

　昨日はここで逃げられたからな。

　今日はそうは行かない。

　全速力で走って、ゼーハー言いながら靴箱の前まで来ると、すでに姫乃が靴を履き替えてるところだった。

　彼女は体操着姿だった。そういや、六時間目の授業は体育だったけど、女子は着替えてないのが結構いたな。終わるのが遅かったとボヤいてるのを聞いた。

　ともかく、オレは必死で呼びかける。

「……おまっ、はや……どんだけ脚力すご、いんだ、よっ……！」

　確か、ホームルームが終わるまでは教室にいたから、オレとほぼ同時に廊下に飛び出したはず。なのにこっちは膝ひざガクガクで、相手は涼しい顔をしている。なに？　魔法使いって忍者の末まつ裔えいなの？

　姫ひめ乃のはオレを見て、

「げ」

　と一言。

　そのまま背中を向けてすたすたと歩き出す。

　オレは慌ててその腕を掴つかんだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

「何ですか。放してください。変態エロシツジに襲われるって悲鳴あげますよ」

「襲わねえよ！　いおりみたいなこと言うな！　あと、その敬語止めろよっ」

「敬語というか、丁寧語です。これは、あなたと距離を置いているという表明です」

「勘弁してくれ……結構ヘコむ」

「…………」

　オレがガックリうなだれると、姫乃は小さく溜息を吐いた。

　それからちょっと困ったような顔のまま、ボソリと言った。

「靴……履き替えてきなさいよ」





「…………」

「…………」

　そして久しぶりの沈黙タイム！

　さっき、取っ掛かりを掴めればなんとかなるって言ったけど、ありゃ嘘うそだった。

　だって訊きけないだろ?!

『キミがずっと機嫌悪いのは、オレがこの前あの子とキスしてるのを目撃してしまったからなのかい？』

　なんてさ！

　い、いや、でも、言わないと話が進まない。

　オレは勇気を振り絞って口を開き、

「こ──」

「ねえ、何の用なの」

　姫乃に先を越された。

　口をパクパクさせながら斜め前を見れば、姫乃は正面を向いたまま。オレが喋しやべり出だそうとしたことには気づいてないみたいだった。

　金色の髪の上でリボンが揺れている。

　ちょっとだけ見える、不機嫌そうに尖とがった口元が言葉を続けた。

「何か、言いたいことがあるんでしょ？　早く言ってよね」

「ああ、だから、その……」

　くそっ、なんでそんな焦らせるんだよ。

　お陰で余計言いづらくなったじゃないか。

　しかし、そんなふうに口ごもってるオレを、姫ひめ乃のは文句を言いながらも待ってくれている。これを逃せばチャンスはますます少なくなる。

　オレは姫乃を見る。

　体操着姿の彼女をこんなに間近で見るのは初めてだ。

　Ｖ字ネックの白いティーシャツに、紺色のスパッツ。シンプルな服装は、制服ブレザーよりも姫乃の小柄さを際立たせている。

「ひゃっ」

　と、その身体からだが突然傾いた。前に向かって倒れる姫乃。つまずいたらしい。

　オレは慌てて手を伸ばす。こんな坂道で転んだらエラいことになるぞ。

　後ろから彼女の身体を支える。ふぅ……危なかったぜ。

















「大丈夫か？」

「う、うん……ちょ、ちょっと、放してよっ」

「……お前なぁ、助けてもらってそんな言い草──」

「そ、そうじゃなくてっ」

「？」

　妙に焦った様子の姫ひめ乃のの声。

　そういや、なんかやけに柔らかい感触が…………っ！

　おっぱい！

　後ろから姫乃の身体からだを抱きすくめるような形になったオレの両腕は、図らずも胸部を支えていた。

　そしてその手の片方が、しっかりと胸を包み込んでいたのだ。

　片手に綺き麗れいに収まるサイズのそれは、朱あか音ね会長の胸とはまるで別物で、だけどこれはこれで……。

「わ、悪いっ！」

　オレは慌てて手を離す。姫乃は、痴漢にでも襲われたみたいに、浅く身を抱きながらオレからちょっと距離を置く。

　……っていうかですね、あのですね。

　今の感触、いくらなんでも温ぬくもりが強すぎたというか、刺激がダイレクトすぎたというか……。

「姫乃……お前今、ひょっとして、ノーブ──」

「そうよっ」

　姫乃が、怒鳴るような勢いでオレの言葉を遮ってくる。

　顔は、収穫寸前のトマトみたいに真っ赤だ。

「今日のは新しいやつだったんだけど、なんか合わなくて、痛くて……だから外してたのよっ」

　なるほど。

　体操着のティーシャツは結構厚手なので、内側に肌着を重ねてれば、ノーブラでも目立たないんだ。まあ、朱音がそれやったら、さすがに分かるだろうけど。

「わ、悪かったわね。触らないと着けてないの分からないくらいの胸で！」

「え？　あ、いや、そういうことじゃなくて」

　マズいぞ。

　話題にしたかった方向に話が向かってはいるけど、なんか導入の仕方が間違ってる。

　この流れだと、ろくでもないことになるのは目に見えている。

　まずは、どうにかして姫乃の怒りを鎮めないと。

「あのな、姫ひめ乃の。オレは巨乳が好きだけど……」

「知ってるわよそんなこと！」

「あーもう、ちょっと落ち着いて聞いてくれ！　だからって、胸が小さいのが嫌いなわけじゃなくてだな」

「でも巨乳の方がいいんでしょう？」

「そうだけど──」

「やっぱり！」

「だから落ち着けって！」

　オレも！

　反射的に肯定するなよな！

　しょうがないだろ。オレはずっと巨乳好きだった。「きょ」って音が聞こえたら反射的にそっちを向いて確認してしまうレベル。そう簡単にこの性癖は変えられない。もう条件反射みたいなもんだ。

　しかし、かと言ってここで「実はそれは嘘うそなんだ！」なんて言ったところで信用されるわけもない。

　どう言えばいいんだ。

　姫乃は完全に感情的になってて。

　オレの方も人のことは言えないくらいに混乱してて、落ち着いて話せない。

　手に収まるくらいの胸だと、手のひらに柔らかいだけじゃない感触があってこれはこれで……とか場違いなことを考えてしまう。

　いや、場違いでもないのかな。

　なんて思ってると。

「ああ、もうっ！」

　完全に怒り顔で、姫乃が叫んでくる。

「もういいわよ！　このエロシツジっ」

　そして、クルッとオレに背を向けると、走るような勢いで坂を下って行ってしまう。

「あ、ちょ、待てよ──」

　オレは追いかけようとするが、姫乃の姿はあっという間に遠ざかっていく。

　だから足速すぎだろ……。

　オレは呆ぼう然ぜんとそれを見送った。

　体力も切れていたし、気力も、もう尽きていた。

　ああ、もう、ホントにバカバカしくなってきた。

　大体あのときは、朱あか音ねの方からキスしてきたんだぞ。

　それを姫乃が目撃して怒ってるとしても、それって単なる勘違いじゃないか。

　エア胸パッドの件だって、別にオレが姫ひめ乃のに「巨乳じゃない人の執事とかやりたくないです」なんて言ったわけじゃないんだぞ。

　それで何でオレが、頑張ってあいつを追いかけなきゃならないんだ。

　膝ひざに手を突いて。

「──くそっ、勝手にしろよ……」

　完全に足を止めて、オレは、ぼやくようにそう呟つぶやいた。

　そのときだ。

「──!?」

　横の路地から、何本もの手が伸びてきて、オレの身体からだをつかんだ。

　そのままオレは、路地へと引きずり込まれる。

　唐突すぎて、何の抵抗もできなかった。

　口を塞ふさがれたので、声を上げることもできない。

　魔物イヴルか？

　そう思ったけど、狭い路地にいたのは人間だった。

　ごく普通の、街なかを歩いてそうな男たち。

　ただ、オレを睨にらんでる眼めだけが尋常じゃなく鋭い。

「──！」

　誰だ！　と問うこともできない。

　そんなオレの目の前に、一枚の紙が差し出される。

　御お札ふだみたいな細長い形のそれには、呪じゆ文もんのような地図のような、複雑な模様が描かれている。

　──術式符マークス！

　それは、自分で術式を組み立てることなく魔法を使うための道具だ。

　姫乃が自分の苦手な魔法の構築を補助するのに使っていたし、魔力を持ってるだけのオレが、それを利用して魔法を放つこともできる。

　もっとも、オレが使ったときは、なぜか暴走したみたいなおかしな効果が出てしまったんだけど。

　ともかく、それを持ちだしたってことは、こいつらも魔法使いなのか？

　しかしニノは、聖骸教団ホーリイ・コープスはしばらくオレを襲わないだろう、と言ってた。

　彼女の予想が外れたのか？

　いや、あるいは──。

　オレの思考はそこまでだった。

　術式符が弾はじけるようにして、オレは衝撃を受け。

　意識が闇やみに落ちていった。

　最後に、姫ひめ乃のがオレを呼ぶ声が聞こえた気がしたんだけど。

　気のせいだったんだろうかね。
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　目が覚めると、そこは洋館の一室のようだった。

　前にも同じようなシチュエーションがあったな。

　あのときは、いおりに連れ去られて、聖骸教団ホーリイ・コープスの日本支部に連れてこられたんだっけ。

　今回は、あのときとは違う場所のようだ。

「くそっ……今度はどこだよ……」

　オレはまだちょっとハッキリしない頭を巡らせて、状況を探ろうとする。

　が、なんか妙に身体からだが不自由で首を動かしづらい。

　見れば、オレはやけにゴツい椅い子すに座らされ、両手と両足をメチャクチャ重厚そうな枷かせで固定されていた。

　うおおああ何だこれ!?

　前に映画で見たことあるぞ！　こんな椅子に座らされた人が、電気ショックで処刑されてた！

　そのための機械に実際に接続されてるのかどうかは見えないんだけど、分からないせいでよけい恐怖感が高まる。

　だからさ！　こういう捕まるとか拘束されるとかって女の子にやったほうが楽しいと思うよ!?　こう、おっぱいの大きな女の子とかさ！　この前からなんでオレなの？

　もういっそ現実逃避して、この椅子に拘束されてる朱あか音ね会長でも妄想しようかとか考えてると、オレの正面の扉が動いた。

　重々しい音と共に扉は開いて、人影がゆっくりと部屋の中に入ってきた。

「…………」

　この部屋、かなり薄暗い上に結構な広さがあって、その人物の姿はまだ闇に紛れて見えないんだけど、それでもなんとなく分かった。

　こいつ、ヤバい……。

　こいつが部屋に入ってきただけで、空気が重くなって息苦しくなった。

　まるで、危険なレベルに成長した魔物イヴルと向き合ってるみたいな気分。

　コツコツと、靴音すら不気味に響かせて、その人物はこちらに近づいてきた。

　少しずつその姿が明らかになっていく。

　白髪交じりの黒髪は、それ自体が意思を持っているかのようにうねっている。

　落おち窪くぼんだ眼がん窩かの奥の眼めは、まるで猫のそれのように自ら光を放って見えた。

　漆黒のスーツと、まさに魔術師が手にするような木の杖つえの取り合わせが違和感を生む。

　ひときわ異様なのは、顔面の半分を覆う白い仮面だった。

　ヴェネツィアのカーニバルってあるだろ？　あれで使われるようなヤツを半分に割ったみたいなので、顔の左半分を覆い隠していた。

　どんな理由があるのか知らないが、それだけでもう、こいつがマトモな奴やつじゃないってのは丸分かりだった。

「…………」

　息をのむ。そんな動作すら、苦行に感じられた。

「──なるほど」

　人影が口を開いた。

　男の声だった。だが、それを人の声と言っていいのかどうかオレには自信がない。

　まるで、地獄から響いてくる悪魔の声だ。

　そう思ってしまうほどに、その声は恐ろしく聞こえた。

「確かに素晴らしい魔力量だ……なぜ人の身に留まっていられるのか……あるいはこれが魔導の階かい梯ていを辿たどる一助となるかもしれぬな……」

　男は、一人でよく分からないことを呟つぶやいた。

　恐怖感が消えてくると、今度は違和感がつきまとう。

　なんていうか、オレを見て、オレのことを話してるっぽいのに、オレを全く意識してないっていうか……。

「──！」

　その意味が分かった途端、ゾワッと鳥肌が立った。

　こいつ、オレのこと、会話を交わす相手だと思ってないんだ。

　スーパーで食材を前にして、この肉は美味そうだとか、この魚は身が少ないとか、そんな吟味をしてるときみたいな話し方。

　姫ひめ乃のの学校での無視なんかとワケが違う。

　ハナから相手を自分と同じ存在だと思っていない態度。

「──っおい！」

　オレは慌てて声を張り上げた。

　なんか、このまま黙ってると、当たり前のように生きたまま解剖されたりしそうで怖かった。

　男は、奇妙な表情を浮かべてこちらを見た。

　それは例えば、家畜が突然人間の言葉を喋しやべり出だすのを聞いてしまったみたいな、不愉快そうな顔だった。

「あ、あんた、誰なんだ？　ここはどこなんだよ！　なんでオレをこんなところに攫さらってきやがった！」

「私は鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうだ」

　会話をするというより、オレを黙らせたいだけ、という態度で相手は言った。

「これで、貴様の質問には全すべて答えたことになるだろう」

「…………」

　確かに。

　オレは納得した。

　ここは鷹宮家の屋敷で、オレはオレが持っている魔力のために攫われたんだ。

　しかし……。

　オレは目の前の男を睨にらみつける。

　こいつが、鷹宮清十郎──姫ひめ乃のをあんな離れに追いやったり、朱あか音ねを長年苦しめ続けてきた男。

「…………」

「…………」ギロリ。

　──こ、怖くなんかないぞ！

　お前なんかより、いおりの視線のほうがよっぽど怖いんだからな！

　オレはほとんどヤケになって口を開く。

「オレをどうするつもりだ。今度はあんたがオレを執事バトラーにでもするつもりか？　わ、悪いけどな、オレは美少女のご主人様以外は願い下げだからなっ！」

「私に魔力供給源は必要ない」

　こいつ……執事バトラーのこと魔力源って言い切りやがった。

　清十郎はオレから視線を動かした。

「……貴様は一つの礎だ。高遠なる真理へと至るための道どう標ひよう……それは確かに価値あるものだが、しかしものであるにすぎない。礎を踏み、高みへと向かう意思は、透徹であらねばならない。一個の意思がそれを備えるために、協同は不要だ」

「なんだかよく分からねえけど……あんたは魔法の実験かなんかのために、オレの魔力を使うってことか？」

「貴様がそう理解したのなら、貴様の認識の範はん疇ちゆうではそういうことなのだろう」

「……っ」

　このおっさん、わざと難しい言葉使ってオレをバカにしてるんじゃねえだろうな。

「諦あきらめろ」

　清十郎は言ってくる。

「道標は、その特性自体が向かうべき地を指し示すのみ。そこに意思は必要ではない。貴様の意思はもはや破棄される」

「じょ、冗談じゃねえぞ！」

　なに恐ろしいこと口走ってんだこのおっさんは!?

　それってつまり、魔法の実験材料にするから人間辞めてね、ってことじゃねえか。

　真理だかなんだか知らないけど、そんなわけ分からんものの犠牲になる気なんかさらさらないぞ。そんなもん、一人で勝手に到達してほしい。

「このままおとなしくしてると思ったら大間違いだからな」

「貴様に何ができる」

「お、オレには何もできなくても、ひ、姫ひめ乃のや朱あか音ねが、助けに来てくれるんだよっ。オレの魔力でぶっ飛ばしてやるから、覚悟しろ」

　正確には、オレの魔力を使った二人の魔法で、である。

　情けないとか言うな。自分でも分かってる。でも、オレはただの執事であって魔法使いじゃないんだ。こうなったら、ご主人様の助けを信じるしかねえんだよ。

「くくっ」

　と、清せい十じゆう郎ろうはそこで初めて表情を作った。

　笑み。

　それも、何かが苦しむ様を見て喜ぶような、酷ひどく歪んだ笑みだった。

「助けは来ない」

「そ、そんなことねえよ！」

　おい、やめろ。

　チキン野郎のお前なんか姫乃も朱音も助けようと思わないよみたいなこと言うんじゃねえよ。

　しかし……オレはちょっと本気で心配になる。

　姫乃は──オレをクビにしちまったお嬢様は、本当に助けに来てくれないかもしれないな……。

　しかし、清十郎の言葉はそういう意味じゃなかった。

　彼は、オレに背を向け、扉へ向かいながらその一言を放った。

「あれらは今いま頃ごろ、魔物イヴルに喰くわれているだろう」

「……っ！　てめえ！」

　湧わき上がった怒りがオレの身体からだを突き動かす。

　しかし、衝動は椅い子すの拘束に抑え込まれ、発揮のしようがなかった。

　目の前で、扉が閉じられた。
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　突然だけど、ここからはちょっと、オレがいない場所の話になる。

　なんでそんなことをオレが話せるかっていうと、あとからニノに聞いたからだ。



　というわけで、時間は（多分）椅い子すに拘束されたオレが鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうと会話をしているころ。場所はオレの家──仙せん堂どう家のリビングである。

「遅いわねえ」

　巨乳の神様……じゃなかった、朱あか音ねが窓から外を眺めながら呟つぶやく。

「ああ、これはちょっと、気になるな」

　と、ソファに座る天才幼女、ニノが時計を見る。時刻は午後八時を回ってる。

「いやらしい雑誌が落ちているのを発見して漁あさっているにしても、限度がありますね」

　これは、言うまでもないと思うけどいおりだ。

　ダイニングに通じるドアのあたりに立っている彼女は、ニノを見て、

「聖骸教団ホーリイ・コープスからの返答はあったのですか」

「ああ。あまねは別の任務のために呼んだだけで、少年を襲う意図はないとのことだ。どうもこの前の襲撃は、清十郎が教団を唆そそのかしたようだね。教団はあまり乗り気ではなかったみたいだ」

「そうですか……」

　といおりは微妙な反応。

　まあ、その襲撃の実行犯としては、思うところもあるのかもしれない。

　このとき、姫ひめ乃のと朱音には、オレといおりがあまねに出会った事情は話したらしい。

　え？　姫乃がこの場にいたのかって？

　ああ、いたよ。

　ニノの向かいのソファに座ってる。

　ただ、ずっと不機嫌そうな顔で黙ってるだけだ。

「ねえ、姫乃」

　と、その不機嫌お嬢様に朱音が呼びかける。

「本当に何も見なかったの？　シツジくんがいなくなるところ」

「……しつこいわよ、牛女」

　姫乃は朱音の方を見ようともせず、テーブルに肘ひじをつき、尖とがらせた口から答えを返す。

「私と話してる途中でいきなりいなくなったのよ、あのチキンシツジは。知ったこっちゃないわよ、あんなやつ……」

　取り付く島もない態度に、朱音は溜息を吐く。牛女、と呼ばれたことにも今は反応しなかった。

　ちなみに姫乃がこのとき、

「逃げてんじゃないわよ、バカ……」

　と呟つぶやいたのをニノだけが聞いたらしいけど、本当だろうかね。

　だとしても、先に逃げたのはお前じゃないか……とツッコみたいぞオレは。

「とにかく」

　とニノが言う。

　フランの箱を開封して、中身を五本いっぺんに口に突っ込んでから、

「いくらなんでも遅すぎる。携帯で連絡がつかないのもおかしい。捜しに行ったほうがいいだろう。もしかしたら、別の組織に襲われたのかもしれないしな」

「そうね……」

「仕方がありません」

　朱あか音ねといおりが頷うなずく。

　姫ひめ乃の一人が、座ったまま動こうとしない。

「姫乃っ」

　朱音が、ちょっと憤ったように声を上げる。

「いい加減にしたらどう？　いつまで子供みたいな意地を張っているつもり？」

「い、意地とかじゃないわよ。ただ私は……あいつはもう、クビにしたんだから、私には関係ないから……」

「それなら、どうして魔法契約テスタメントを結んだままでいたのよ。さっさと契約を解除すれば良かったでしょう」

「っ……それは」

「みっともないわね」

　朱音は姫乃の正面に立って、彼女を見下ろした。

　金色の両眼でいとこの少女を睨にらみつけ、

「あなたはずっと、シツジくんが悪いという態度を取っているけど、あなたにも問題があるのではないかしら。不満があるのにはっきり伝えもしないで、どうにかしてほしいって無言で主張する。あなた、シツジくんがそれを理解して解決してくれるまで、ずっとそうやって我わが儘ままな態度を取り続けるつもりなの？　その前に愛想尽かされるわよ」

「このっ……牛女！　元はと言えばあんたが……！」

「あら、わたしのせいなの？　いいわよ。そうして他人のせいにして、自分は文句ばかり言っていればいいじゃない。その間にシツジくんはいただいていくわね」

「あんたこそいい加減に──」

　と立ち上がった姫乃の前に、いつの間にか移動してきたいおりが立ちはだかった。

「……何よ。邪魔しないで」

「お嬢様に危害を加える者は許しません」

「あーあ、せっかく盛り上がってたのに、つまらないぞいおり」

　緊迫した空気を緩めるように、ニノがあくび交じりに言ってくる。

「鷲わし塚づかニノ……あなたはなぜ止めようとしないのです。こんなことをしている場合ではないというのに」

「いやいや、喧けん嘩かするなら、したいときにするのがいいと思うがね。そういうのは親孝行と同じでね、したい時にはできなくなってるもんだよ」

「…………」

「とはいえ」とニノは肩をすくめ「二人ともそんな気分じゃなくなったみたいだけど」

「……ふんっ」

　姫ひめ乃のは鼻を鳴らしてソファに座り直した。脚を組んで不機嫌そうに揺らす。

「ホントにあんたは……」

「いいよ、朱あか音ね」

「けれど、先生っ」

「いいじゃないか。どちらにしろ、連絡用に一人はここに残っていたほうがいい。姫乃、それくらいはやってくれるだろう？」

「…………」

　不機嫌お嬢様は、しょうがない、というように頷うなずいた。

「──よし、じゃあ行こう。ワタシは学校の方に行くから……」

　と、ニノが言ったときだった。

　甲高い破壊音がリビングに鳴り響いた。

「きゃっ」

「なに!?」

　反応が早かったのはいおりとニノだった。

　メイドさんはご主人様の盾になるように、朱音の前に立って魔法を発動。

　彼女が差し出した左手の先から、緑色の輝きとともに無数の蔓つるが生み出され、小さな壁を作る。

　ニノは白衣のポケットから術式符マークスを一枚つかみ、その壁の向こう側へ放った。

　白光、続いて衝撃波が放たれ、割れて室内に飛び散ってきた窓ガラスを、庭の方へと押し返した。

　やや遅れて、姫乃と朱音も戦闘態勢に入る。

　それぞれ右手を構え、いつでも魔法を撃てるようにし、油断なく庭を見据える。

　そして、

「まさか……」

「どういうこと……」

　その光景に、思わず呻うめいた。

「やれやれ。何事だい、こりゃあ」

　ニノの、いまいち緊迫感のない声にも、信じられないという響きが含まれていた。

　先日いおりが芝生を綺き麗れいに刈ってくれた庭。



　それを踏みにじって、真っ黒な化け物がリビングへと押し寄せつつあった。



　魔物イヴル。

　この世界に満ちている魔力。

　それが負の感情などによって淀よどみ、濁ることで生まれる存在。

　ごく普通の民家に現れるには、あまりに不釣り合いな醜い姿だ。

　現れたのは五体。そのどれもが、クマか何かのぬいぐるみのようなノッペリとした外見だけど、こんな不気味なぬいぐるみは誰も欲しがらないだろう。

　真っ黒な胴から、根本の細い不安定な手脚が生えている。その先は指のように分かれているが、さらにその先端は、腐敗しているかのようにグズグズと溶けていた。

　さらに異様なのは口だった。

　頭に当たる部分から、胴体の真ん中辺りまで、ポッカリと巨大な穴が開き、そこに牙きばみたいなものが無秩序に生えている。その奥は、異界にでも通じているかのような、底知れない闇やみだった。

「……これほどの魔物が突然現れるなど、ありえませんね」

　と、いおりが静かに言う。

　横でニノも、

「ああ。それに、ワタシたちの誰も気づかなかったというのも不自然な話だ」

「では……？」

「そうだな……そこかっ！」

　と、ニノは魔物のいない見当違いの方向に術式符マークスを放った。

　符は窓から外へ出て、彼女たちから死角になっている壁の向こう側へ飛んでいき、

「ぐわっ！」

　白光とともに、そんな声が聞こえた。

「くそっ、さっさと立ち去るぞ。もう目的は果たした」

「しかし、命令では死亡を確認しろと……」

「バカ！　グズグズしてると俺らまで狙ねらわれる。どうせ無事じゃいられねえよっ」

　そんな会話とともに、数人の男が門の外へ走っていくのが見えた。

「あれは……」

　と、その姿を見て、魔物イヴルに向けて炎の弾を放っていた朱あか音ねが呻うめいた。

「知ってるの？」

　水と風を放つ姫ひめ乃のが問う。

「ええ……鷹たか宮みや家が、というよりお父様が雇っている便利屋みたいな奴やつらよ。魔法使いではないけれど、魔法については知っていて、色々と汚れ仕事をやらせているみたい」

「今回のも、まさにその汚れ仕事といったところか」

　ニノは次々と術式符マークスを放って魔物をふっ飛ばしていく。

「おそらく魔封壜シールズに魔物を封じて持ってきたのだろうな。ワタシたちを始末するために」

　吹っ飛ばされた魔物は、しかし大したダメージを受けていないようで、すぐに起き上がってリビングへ迫ってくる。動きが鈍いのが救いだった。

「となると……だいぶ状況が見えてきたみたいね」

　と朱音。

「そうだな……確証はないが、十中八九そうだろう」

　ニノはそれに頷うなずきつつ答えた。

「少年は、鷹宮家に連れ去られたようだな」










４　ギヴ・ア・リーズン



　引き続き、オレ不在の仙せん堂どう家のシーンだ。

　姫乃、朱音、ニノ、いおりの四人はリビングを放棄した。

　ニノの研究室──地下室に立てこもり、ニノが術式を構築して魔的な防壁を張った。

「ふぅ……」

　ひとまずの対処を終えて、ニノは階段を降りる。

　ニノの部屋は、人が寝起きしているとは思えない乱雑さだった。

　床一面に書籍や筆記具が転がり、（オレにとっては）用途不明な怪しげな器具が置かれてる。かと思えば大型のデスクトップパソコンが何台もあり、そこから生えた無数の配線が迷路を作っている。お菓子もそこら中に置いてある。

「しばらくは大丈夫だろう。あとでもっと強固な障壁を作る必要があるかもしれんが……どうした？　座るといい」

　と言いながらニノは、お菓子の山に見えた一角から椅い子すを取り出して腰を下ろす。

「……椅子があるなんて思わないです」

「……相変わらずね、先生は」

　姫ひめ乃のと朱あか音ねは、なんとか埋もれた椅子を発掘して座った。いおりは立ったままだ。

「けど……どうしたものかしら？　あの魔物イヴル、思ったより強かったわね」

「ああ。蠱毒カニバルか何かで人為的に強化したのだろうな。厄介だ」

「……駄目ですね。電話は通じません」

　と、ケータイを手にしたいおり。

　ニノは手近なパソコンを操作しつつ、

「この部屋にも電波は来るようにしてあるから、おそらくはそれも……。駄目だ。ネットの回線も切られてる。外部との連絡は断たれたと考えていいだろう」

「となると……籠ろう城じようですか」

「そうだな。幸い食糧は山ほどある。あれだけ強大な魔物だ。いずれ対策課が出動するだろうさ」

　ニノが言う対策課とは、警察庁の附属機関である稀き少しよう災害対策課……国家公認の（ただし秘密の）退魔師プリースト組織だ。

　前に、姫乃の魔力が暴走して魔物が大量発生したときに出動してた。

「しかし……」

　と朱音が不安げな表情で、

「お父様が関かかわっているとなると、そのへんの対策もしているのではないかしら？　出動を止める……のはさすがに無理としても、鷹たか宮みや家で対処すると偽っておいて出動を遅らせることくらいは、やりかねないわ」

「しかし、かといってワタシたちに出来ることがあるわけでもない。彼の想定以上にここで持ちこたえる努力をするしかないだろう」

「……冗談じゃないわ」

　と、そこで。

　それまで話し合いに参加せず、ずっと無言でいた姫乃が立ち上がった。

　彼女はドン！　と両手をテーブルに叩たたきつけ、

「そんなことをしている間に、あいつはどうなるのよ」

「あいつ……少年のことか」

「そうです。鷹宮家に連れ去られたってことは、あの男に、何をされるか分からないってことでしょう？　ひょっとしたら、それが狙いかもしれないじゃないですかっ」

「落ち着きなさい、姫乃」と朱音。「そうだとして、焦ったところでどうにもならないのよ。今は、こうして助けを待つしか方法はないわ」

「方法がない？　そんなことないわよ！」

　いきなり大声を上げると、姫乃は平積みになった書籍やら、テーブルに置かれた魔法具やらを漁あさり始めた。

「おいおい、何をしてくれてるんだ姫ひめ乃の」

「先生ならこの辺に術式符マークスを保管しておくでしょう？　……ほら、あった！」

　と、大量の紙束を見つけ出すと、姫乃はそれをポケットに押し込んだ。

「ちょっと……まさか、あなた！」

　姫乃の考えていることが分かり、朱あか音ねは目を見開く。

「シツジくんを助けに向かうつもり？　やめなさい。正気じゃないわ。あの魔物イヴルの群れを倒せない以上、鷹たか宮みやの屋敷まで追われ続けることになるのよ。逃げ切れるわけがないわ」

「そうね……」

「そうね、って……姫乃っ」

「そんなことどうでもいいのよ！」

　朱音に名を呼ばれても、姫乃は手を止めない。

　使えそうな魔法具を見つけては、かき集めていく。

「出来るからやるとか、出来ないからやらないとか、そういうんじゃないの！　やらなきゃ助けられないなら、無理でもなんでもやるしかないじゃない！」

「でも……でもあなたは……」

「何よ！　あいつはもう私の執事じゃないって言いたいの？　そんなの分かってるわ！　分かってるけど！　それだってそういうことじゃないの！　こんなところにいる間にあいつがどうにかなっちゃうかもしれないなんて思ったらジッとなんてしてられない！　私は……私はっ！」

　そして姫乃は、大量の魔法具を抱え込むと、地上へ向かって階段を駆け登っていく。

「シツジと、あんな別れ方でもう会えないのなんて嫌なの！」
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　一方。

　鷹宮の屋敷に捕まってるオレは、椅い子すの拘束をどうにかしようと奮闘してた。

「くそ……このっ……いででででで！」

　この拘束、微妙に隙すき間まがあるのが憎たらしい。なんか上手く抜けそうな気がするんだ。でも、ギリギリで突っかかってしまって、すごくもどかしい。

　疲労感だけが溜たまってくし、手首足首は痛くなるばかりだし、ちょっと休憩しよう。

　そうだな……さっきは「朱音をこの椅子に拘束してどんなことをしたいか」を妄想したから、次は「朱音にこの椅い子すに拘束されてどんなことをされたいか」を妄想しようかな。

　まずは全裸にされてだな、それで「窒息攻め」とか言っておっぱいを……。

　と、そこまで妄想したときだった。

「……ん？」

　何か、部屋の外から聞こえた気がした。

　オレは聞き耳を立てる。

『──！　──！』

　間違いない。人の声だ。

　それも結構大きい。何か騒ぎがあって、慌てているように聞こえる。

　段々近づいてくる。

　複数人の声だ。そしてついでに、ものが壊れるような、派手な音も一緒に聞こえる。



『ふざけやがって！　どこに行った!?』

『落ち着け！　焦ると隙すきを突かれるぞ』

『あの女、ぶっ殺してやる！』



　そんな物騒すぎる会話が聞こえてきた。

　どうも、侵入者があって、それを鷹たか宮みや家の人間が追ってるっぽい雰囲気だな。

　ということは……ひょっとして本当に、姫ひめ乃のや朱あか音ねが助けに来てくれたのだろうか。

　だとしたら、助かった！

　オレは、主人公が助けに来てくれたときのヒロインの気持ちがちょっと分かった。

　もうすぐ目の前の扉がバァンって開いて、みんなでこの拘束を解いてくれるんだろう？

　それで「大丈夫？　怪け我がはない？」とか訊きかれるんだぜ。ヤバい、オレマジお姫様。

　ガチャリ。

　と、扉は予想より静かに開かれた。

　その前に「ぐぁっ」「うぉっ」とか聞こえたのは、前にいた見張りを倒したからかな。

　そして、扉から顔を覗のぞかせて、部屋に入ってきたのは、意外すぎる人物だった。

「……あんた」

「おやおや、奇遇だねえアホ毛くん。なんだいなんだいこれは？　鷹宮の当主ってのは男色趣味でもあんのかい？　しかも拘束プレイとは燃えるじゃないか」

　物騒極まりないことを言って、うひひひひ、とイヤらしい笑い声を上げるのは、銀灰色の髪の毛に、赤い両眼を持つ少女。

　百も舌ず谷やあまねだった。



「ほいや！」

　という微妙に気の抜ける気合いとともに繰り出されたあまねのパンチが、オレの拘束を解いてくれた。

　共振現象みたいに枷かせが震えて、ヒビが入ったと思ったら割れ砕けてしまったのだ。

「なんだこれ……魔法使ったのか？」

「あっははは。こんなの魔法なんか使わなくたってできるって。格闘技術の一つだよん。ちょっと修行すりゃアホ毛くんだって使えるぜ」

「マジか……」

　前もちょっと思ったけど、この人はまるで異世界の住人みたいだな。

　ミッション系お嬢様学校の制服みたいな黒コートも、そう思ってみると、どことなくファンタジーの衣装みたいに見えなくもない。

「しかし……とにかく、助かったよ」

「気にすんなよブラザー！　それよりなになに、キミなんで鷹たか宮みやにとっ捕まっちゃってるんだい？　見たところ一般人みたいだけど、魔法使いのことは知ってるっぽいし」

「えっと、やっぱあんた、オレのことは知らないのか？」

「えー！　なんだいなんだい！　アホ毛くん有名人だったりするの？　いやー芸能人ってオーラはあんまり感じられないけどねぇ……あ、ひょっとして作家？　わっるい、私本は読まねーんだわ。あのチマチマチマチマ紙をめくるのが面倒でさー」

「いや、あの、ちょっと落ち着いて……」

　……ニノが言ってた意味がよく分かった。

　この人、絶対何の考えもなしにあのメモ書いただろ。

　オレは、いつの間にか「アホ毛くんのペンネームはなんだクイズ」を始めたあまねに呼びかける。どうでもいいけど夏なつ目め漱そう石せきは故人だぞ。

「あんた、オレに渡したメモに『聖骸教団ホーリイ・コープス』って書いてただろ？　だから、オレが魔法使いの関係者だって知ってるのかと思ったんだよ」

「……おおう、これはしまった！」

　あまねは両手を広げ、上体をのけぞらせる派手なリアクションで驚いて見せる。

「そっかーそっかー。そりゃ危なかったなー。もしアホ毛くんが魔法使いのこと知らなかったら、私がいる場所見つけられなくて困っちゃうところだったのか」

「え、そっちなの……？」

　教団のこと一般人に知られたらマズいとか、そういう心配はないのか。

「そんなことより恩返しなんだぜ！」

　いきなりそう言って、あまねはオレに指を突きつけてくる。

「アホ毛くんはここから逃げ出したいんだろう？」

「ああ、まあそりゃ……」

「オッケーオッケー！　それならこのあまねさんにお任せなさい！　きっちりかっちりキミをこの屋敷から連れ出してあげよう。ただし、ちょいと私のヤボ用に付き合ってもらってからね」

「はあ……ヤボ用って？」

　すごい勢いで喋るあまねに、オレは圧倒されながら問いかける。

　ヤボ用っていうか、ここにやってきたメインの目的なんだろうけど。

「んー、聖骸教団ホーリイ・コープスの命令でね」

　あまねはなんでもない事のように、



「鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうを殺してく」



　まるで、子供がお使いの品でも口にするような気軽い口調で。

　彼女はそう言った。

「なっ……」

　オレは絶句する。

　多分顔がひきつってたんじゃないかと思う。

　そんなオレの様子に気づいてないのか、あまねは一人で勝手に言葉を続けていた。

「日本支部の幹部連中メチャクチャ怒っててねー。なんか？　口車に乗せられて？　協力して何かやったんだけど、全然いいことなかったとか。むしろ損害が出たとかでね。そんなの騙だまされる方が悪いんじゃねって思うんだけどね。私もいちおー教団に食わせてもらってるもんでさ。仕事は仕事ってわけで」

「…………」

　それは間違いなく、このオレの誘拐騒ぎのことだろう。

　確かに教団にしてみれば、目的の魔力保有者（つまりオレ）は手に入らないわ、敷地内で戦闘があって団員が大勢やられるわ散々だったろう。しかもニノが言ってたとおり、犯罪を行ったのは自分たちなので文句も言えない。

　その報復に、あまねを派遣したってことか？

　それにしても……殺すってのはやり過ぎじゃないか？

　そんな疑問には、あまねが勝手に解説してくれた。

「まー教団も昔っから鷹宮が邪魔だったみたいだしね。口実もあるし、ここらでいっちょ潰つぶしとけ、みたいな？　ホントならもっと大部隊引き連れて派手にやりたいとこだけど、そういうのはちょいとアウトみたいでさ。で、隠し玉のあまねさんの登場ってわけ」

　隠し玉。

　禁忌の使い手、魔物使いヘレシー。

　それがどんな能力なのか、オレはよく知らないけど、たった一人でこの屋敷に侵入してきたことから考えても、相当の力の持ち主なんだろう。

　けど……その仕事を、黙って見てるわけには、さすがにいかないよな。

「なあ……」

「ん？　なんだいアホ毛くん」

「その……清せい十じゆう郎ろうの殺害だけど、ちょっと待ってくれないか」

「ん、ん、ん？　そりゃどういうことだい？　実はキミは大切な妹を清十郎に殺されて、その仇かたきを取るために屋敷に忍び込んだところをこうして捕まってたのかい？　自分に殺させてほしい、とか？」

「いや、そうじゃないんだけど……」

　なぜ妹？

　オレはちょっと迷ってから、清十郎の娘や姪めいと知り合いであることを話した。

　ちなみにニノの名前は出さないでおいた。あまねは彼女の元弟子って話だったけど、ニノはあまねが「逃げ出した」って言ってたしな。ニノの名前を出すことで、あまねが嫌がるかもしれない。

「……ってわけだから、まあ、仲が良いってわけじゃないけど、でもあいつらの肉親が殺されるのを黙って見てるわけにはいかない」

　オレの説明に、あまねは「ふんふん」と何度か頷うなずき、

「──駄目だね！」

「え!?」

　おい！　今の全然断る雰囲気じゃなかったぞ！

　あまねはケラケラと笑いつつ、

「ダメダメ、ぜんっぜん駄目！　妹の仇、二千歩譲って姉の仇だっていうなら、まあ考えなくもなかったけど、そんな事情じゃ駄目だね。……さ、ついてきなよ。さっさと用事を済ませて脱出しようじゃないか」

　そう言うと、あまねはさっさとオレに背を向けて部屋を出ていこうとする。

「ま、待ってくれ！　確かに清十郎は姫ひめ乃のや朱あか音ねに酷ひどいことをした。けど、だから殺していいってことはないだろ？」

「あっはははは。平和だねぇ、アホ毛くんは」

　笑い声を上げて、あまねは背を向けたまま言う。

「別に私は、清十郎が酷いやつだからキミの頼みを聞かないわけじゃない。もし彼が素晴らしい人格者で、その娘ちゃんや姪ちゃんにとても慕われているとしても、やっぱり私はキミの頼みを断っただろうさ」

「……なんでだよ」

「悪い人だから殺す、良い人だから殺さない。そんな判断をしてちゃ仕事にならないからだよ。それじゃ良い人か悪い人か分からない間は殺せないじゃないか。悪い人だと思って殺したあとに、実は良い人だった、悪いことは仕方なくやってたんだって分かったらどうするんだい。だから私は、殺したいときは殺す。気分が乗らないときは殺さない。そして一度決めたら、その方針は、誰がなんと言おうと覆さない」

　だから、とあまねは言う。

「キミの頼みは聞けないね」

「…………」

　あのとき彼女は言っていた。

　私の信念に反しない頼みごとなら、どんなことでもきいてやる、と。

　だからこれは、彼女の信念なんだろう。

　オレなんか想像もつかない魔法使いの世界で生きる彼女の、譲れない信念。

　けど、だからって……！

「それでも──ぐっ」

「ごめんね、アホ毛くん」

　突然振り向いたあまねが、オレの腹に拳こぶしを叩たたき込こんできた。

　重い……なんだこれ。まるで鉄球を叩きつけられたみたいな重さだ。

　オレは意識が遠のく。

　ホント勘弁してほしい。オレ最近気絶し過ぎだろ……。

「キミのことは殺さないと決めたから、殺したりはしない。ここからもちゃんと逃がしてあげる。でも、ちょっとうるさいから、眠っててもらおうか」

　く……そっ…………。

　倒れていく身体からだを、あまねに支えられた。
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「……うぉ！　なんだこれ！」

　目が覚めると、オレはロープで身体をグルグル巻きにされていた。

　肩から足の先まで全身くまなく。まるでミノムシだ。

　そして、そんな状態で床に転がされている。

　おい、いい加減にしろよ。拘束するなら女の子だろって何度言えば分かるんだっ！

　……そんな冗談を言ってる場合じゃなかった。

「あまねっ！」

「あっらー、目、覚ましちゃったのかいアホ毛くん。できれば終わるまで寝てて欲しかったんだけどなー」

　お気楽にそんなことを言う彼女は、オレを護まもるようにこちらに背を向けて立っていた。

　血に汚れた銀灰色の短髪や、そこかしこが切られたように破れている黒コートが、ここまでの戦いの激しさを一瞬でオレに思い知らせた。

　ここは小ホールといった雰囲気の部屋だった。

　家具はなくガランとしてて、天井からは大きなシャンデリアがぶら下がっている。

　窓には高そうな柄のカーテン。その向こうはまだ夜のようだった。

　そして……。

「どうやら……聖骸教団ホーリイ・コープスの老人どもは、随分と気短になったようだな……」

　あまねと対たい峙じして。

　禍まが々まがしいと言っちゃっていいだろう、恐ろしい気迫を放って立っている男がいた。

　うねる白髪交じりの黒髪。漆黒のスーツに不釣り合いな木杖。顔の左半分を隠す不気味な白面に、猫のように光を放つ右の眼め。

　鷹たか宮みや、清せい十じゆう郎ろう……。

　彼のその存在感だけで、オレは息苦しくなる。

「あっははは。それはそのとおりだとあまねさんも思いますよー」

　一方あまねは、そんなプレッシャーを何も感じていないかのように、いつもどおりの口調で答える。

「まあね、でもね、かといって私にそれを諫いさめる権利もないわけでして。うっふふふふ、ごめんなさいね仮面のおっさん。私はあんたを殺すと決めたので殺します」

　言うと、彼女は。

「！」

　がりり、と自分の指を噛かんだ。

　右手の人差し指。

　その第一関節あたりを思い切り。

「うわ！　あんた何やってんだよ！」

「そう驚きなさんなアホ毛くん。こうしなきゃ私の武器は使えんのさ」

　ぼたぼたぼたぼた！　と盛大な勢いで彼女の指先から血が落ちていく。

　赤黒い血は高そうな絨じゆう毯たんの上に溜たまり、みるみるどす黒くなっていって……いや、いくらなんでも黒すぎじゃないだろうか。それに、量もちょっと多すぎる気も……。

　なんて思った瞬間。

「……！」

　床に溜まった血がいきなり膨らんだ。

　血は、それ自体が意思を持っているかのように蠢うごめき、形を作っていく。

　やがてそれは、真っ黒な四足獣の姿になった。

　犬っぽいけど、こんな巨大な犬は世界中どこを探しても生息していないだろう。

「……魔物使いヘレシーか」

「そうだよん。今からこのコがあんたを咬み殺すからよろしくね」

　恐ろしいことを軽く言うあまねの指の血は、いつの間にか止まっていた……というか、指先から伸びた黒い糸のようなものが、現れた魔物イヴルとつながっている。

　まるで、リードを付けた飼い犬と、その主のように。

「ほい！」

　あまねが腕を振るう。

　するとその魔物は、唸うなり声ごえ一つ。

　四肢を縮めると、次の瞬間、バネのようにそれを弾はじけさせ、放物線を描いて清せい十じゆう郎ろうへと飛びかかった。

　首まで裂けるように大きく開いた口が、その中から覗のぞく乱らん杭ぐいの牙きばが、仮面の男に迫る。

「……ふん」

　しかし相手はまるで焦りを見せない。

　清十郎は小さく杖つえを揺すった。

　それだけで、彼の周りに風が巻き起こる。

　上方から彼に喰くいつこうとしていた魔物は、その見えない風に阻まれて弾き飛ばされてしまう。

　再び杖が揺すられると、今度は炎が現れた。

　朱あか音ねが使っているような炎弾が、いくつも発生して、一斉にあまねに向けて放たれる。

「あまね！」

「だいじょうブイ！」

　そう叫ぶと、あまねは人差し指以外の右手の指を、全部口に突っ込んで噛かむ。

　直後、炎弾が着弾して爆発が起こった。

　爆風と煙がオレのところにまで漂ってくる。

「げほっごほっ……！　あまね！」

「だーから、心配いらないって」

　すぐに晴れた煙の中から現れたのは、先ほどと同じように立つあまねと。

　彼女の右手の指すべてから伸びて彼女を護まもる、五体の漆黒の魔物だった。

「ほう……」

　清十郎がどことなく興味深そうな声を漏らす。

　そして揺らされた杖から今度は、大量の水が津波のように襲いかかってきた。

　さすがは鷹たか宮みや家の当主。風も火も水も使いたい放題かよ。

　この状況であまねに、相手を殺すなとか、言えるような空気ではなかった。

　くそ、どうにかできないのか。

　このままじゃ、冗談じゃなくどっちかが死ぬぞ。

　しかし、そんなことは余計な心配だった。

　この時点で、事態はとっくに、オレがどうにかできるような状況じゃなかったのだ。

「？」

　突然、こちらに向かって迫っていた津波が消え去った。

　まるで、超強力な吸水シートが敷いてあったみたいに、床に染み込むようにして消えていったのだ。

「……ぐ……っ」

　その消えた津波の向こうで。

「なるほどな……その余裕は、こういうことか…………」

　清せい十じゆう郎ろうがうめき声を上げ、苦しげに膝ひざをついた。

　どさり、と重々しい音を立てて、杖つえが絨じゆう毯たんの上に倒れる。

「！」

　がはっ！　と派手な咳せきと一緒に、清十郎の口から大量の血がこぼれ出た。

　あまねが指から出したようなヤツじゃない。飛び散って彼の口元と周りの床を赤色に汚すそれは、ごく普通の人の血だった。

「わっるいねぇ」

　と、全然悪びれた調子じゃない声であまねが言う。

「私は確かに魔物使いヘレシーだけど、それ以外にも色々ちょいと変わった魔法が使えるんだよねー。例えば『悪魔憑つき』とかね」

　悪魔憑き……。

　前にいおりが話してた気がするな。

　確か、魔物イヴルを相手の体内に送り込んで攻撃する魔法、とか。

　魔物で戦ってるフリをして、いつの間にかそれを仕掛けてたのか。

　姫ひめ乃のが何度も言っていた。

　騙しフエイクは魔法使いの基本だと。

　オレはそれを改めて思い出す。

「戻っていいよ」

　あまねの言葉に応こたえて、五体の魔物が彼女の身体からだに吸い込まれるように消えていった。

　どういう理屈か、床に血の跡は全く残らなかったし、彼女の指にも傷はなかった。

「なんだいなんだい、鷹たか宮みや家の当主がどれだけすごいのかと思ったら、全然大したことないじゃないか。呆あつ気けなさすぎるよまったく」

「…………」

　どこか不機嫌そうにすら聞こえる声のあまねに何も応こたえず。

　清せい十じゆう郎ろうは身体からだのあちこちから血を吹き出していく。

　耳、鼻、眼め──駄目だ、マトモに見ていられない。

　オレは、動かしづらい首を何とか動かして顔を逸そらす。

「おやおや、どうしたのかなアホ毛くん。スプラッタは苦手なのかい？」

「あんた……殺すなって言ったのに……」

「やめてくれよ。自分が殺すなって言ったら殺さないでもらえると思ったのかい？　それとも、自分の周りでは殺人なんて起こるはずがないと信じてたのかい？　冗談じゃないよアホ毛くん。世界は、キミに対してそんな保証なんかしてないんだぜ」

　そう、なのか。

　これが、オレが足を突っ込んだ「魔法使いの世界」ってことなのか？

「──くくっ」

　不意に、声が聞こえた。

　最初オレはそれが、死にかけた清十郎の喉のどから偶然漏れた音なんだと思った。

　しかしそれは、明確な意思を持って、発された声だった。

　つまり、嘲ちよう笑しようを。

「くく……魔物使いヘレシーよ。貴様は何も知らぬのだな……なぜ世の魔法使いどもが、私に対して今まで抵抗せずにいたのか……それは何も、私自身が退魔師プリーストとして強いからなどではない……」

　そこまで言って、清十郎はまた血を吐いたようだった。

　あとには、ゴボゴボという、水に溺おぼれたような声が聞こえるだけだった。

「…………どういう、意味だ？」

　あまねは訝いぶかしげな顔で清十郎のほうを見ていたが、やがて、

「──！」

　突然目を見開いたあと、表情を険しいものに変えた。

　そして、いきなりオレを抱え上げて走り出す。

「ど、どうしたんだ?!」

「やられたよ！」

　あまねは一応答えてくれたが、意味はさっぱりだ。

　彼女は廊下に出ると、そのまま正面の扉を蹴け破やぶって屋敷から飛び出した。
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　外は森だった。

　夜の闇やみの中で何も見えない──いや、うっすらとだけど、明るくなりつつあった。もう夜明けが近いらしい。そんなに長い時間が経たってたのか。

　鷹たか宮みや家の敷地の森。

　ということは、ここを麓ふもとの方へ下って行くと、例の姫ひめ乃のが住んでいた離れがあって、オレたちの街にも出られるわけだ。

「なあ……どうしたんだ？　なんでそんなに慌ててるんだよ……」

　オレは抱きかかえられたまま（ロープで縛られてるんだから仕方ない）問いかける。どうでもいいけど、あんな光景を見たせいか、なんだか気分が悪いな……。

　あまねは、さっきよりは落ち着いた口調で、

「やられたよ。こりゃあ、あの仮面のおっさんにっていうより、教団の幹部どもに嵌はめられたって言ったほうが良さそうだけどさ」

「どういうことだ？」

「あのおっさん、身体からだに爆弾抱え込んでやがった。いや、身体の外にかな？　とにかく、ありゃとんだ祟たたり神がみだぜ」

「だからどういうことだよ！　魔法の素人でも分かるように説明してくれ」

「すぐに分かる！」

　とあまねが言った瞬間だ。

　オレたちの背後──つまり鷹宮の屋敷の方から、派手な音が響き渡った。

　清せい十じゆう郎ろうが自爆ボタンでも押したんだろうか……？

　そんなことを考えながらオレは首を巡らせて、

「なっ……？」

　それよりよっぽどタチの悪い光景を目にした。

　屋敷は確かに崩壊していた。

　屋根が吹っ飛び、壁が崩れガラスが割れ、周りの木々を巻き込んで倒壊していく。

　しかし、その原因はただの爆発なんかじゃなかった。

「ありゃ……魔物イヴル!?」

　真っ黒な塊が、屋敷を破壊しながら入道雲みたいに吹き上がっていたのだ。

　塊は、細胞分裂を繰り返すようにどんどん増殖しながら、こちらに迫ってくる。

「な、なんだよありゃ！　清十郎が生み出したのか？　あいつも魔物使いヘレシーだったのか!?」

「いや、そうじゃないね。あれは、屋敷の下の地面にいた魔物だ」

「だからどういうことだよ！」

「魔封壜シールズって魔法具のこと、聞いたことないかい？」

「……ああ。確か、魔力を保存しておく道具だろ。使いようによっては、魔物を入れておくこともできるとか？」

　前に、いおりが姫乃の実力を計るために魔物を使ったことがあった。そのときにニノが説明してくれた。

　あまねは頷うなずき、

「あの屋敷の下は、魔物イヴルが入れられた魔封壜シールズが何万本も埋まってる状態だったようだよ」

「なっ……」

「何万本じゃなくて、メチャクチャ大きな、かもしれないけどね。まあ、どっちにしろ、ここいら一帯の地面の下には、物もの凄すごい数の魔物が封じられていた。そしてそれは、仮面のおっさんたった一人の魔力を栓にして抑え込まれてたってわけ」

　ケラケラと笑うあまね。

　しかしこの人、さっきからずっと走ってるのに、まったく息が乱れてないな……。

「あのおっさんが集めたのか、元々この森に棲みついてたのをまとめて封印したのかは知らないけどね。まったくとんでもない報復装置だよ」

「報復……ってことは、じゃあわざと……？」

「もちろんそうだろうさ。これがあるから、今まで誰も、鷹たか宮みや家に逆らうことをしなかったんだ。いくらなんでも、街を一つ二つ犠牲にするのは割に合わない」

「…………え？」

　……ちょっと待て。

　今なんて言った？

「街って……嘘うそだろ。そんなに大おお事ごとなのか？」

「おいおい、それじゃなきゃ抑止効果なんてないだろう。聖骸教団ホーリイ・コープスだって、それだからこそ、今まで敵対していなかったんだろうしさ」

「でも、今回は……」

「そう。私に清せい十じゆう郎ろう殺害を命じた。そりゃつまりさ、日本支部を放棄したってことだろうね。あの教会だってここからそう遠くない。被害には巻き込まれちゃうだろうさ」

「マジかよ……」

　そう遠くない、なんて言ったって、あそこは隣町だ。

　そんなところまで広がるほど大規模な報復。

　そんなものを用意する方も、それが分かってて殺害を命じる方も、オレにとっては正気とは思えなかった。

「あっははは、参っちゃうね、ホント」

「笑ってる場合かよ！　それって、教団はあんたを捨すて駒ごまにしたってことだろ!?」

　オレがそう言うと、あまねはＵＭＡでも目撃したみたいな顔でこちらを見てくる。

「……なんだよ」

「いやー、面白いなと思ってね。魔法使いの世界は騙だまし合あいが当たり前なんだよ。相手に裏切られたくなけりゃ、自分の方で対策をするべきだ。仮面のおっさんのこれみたいにね。まー私はあんま得意じゃねーからついつい手、抜いちゃうんだけどね。だからま、こういうのは想定内ってもんなんだよ」

「…………」

　とんでもねえ。

　聖骸教団ホーリイ・コープスも清せい十じゆう郎ろうも正気じゃなければ、あまねも正気じゃない。

　そして、魔法使いの世界じゃ、そう感じるオレのほうが普通じゃないんだ。

　オレはいおりが言ってたことを思い出す。

　オレが受け入れた姫ひめ乃のの『弱さ』や朱あか音ねの『迷い』は、魔法使いとして生きていくためには不要でしかない、と。

　そうなんだろうか……。

　だとしたら──オレはふと不安に思う。

　オレには、魔法使いの執事バトラーでいる資格なんてなかったんじゃないか？

「…………ぐっ!?」

「どうした、アホ毛くん？」

　急にまた、気分が悪くなった。

　さっきは、清十郎のスプラッタなシーンを見たせいだと思ったけど、違うようだ。

　ずっと縛られて息苦しいせいでもない。

　前に、姫乃と朱音が喧けん嘩かの延長で魔法合戦を始めて、オレの魔力が消費されすぎてぶっ倒れたときの感覚に似てる。

　でも、今は誰もオレの魔力を使用したりはしていない。

　どういうことだ？

「う……わ、悪い、あまね……ちょっと、止まってくれ。吐きそう……」

「そいつぁ無理な相談だぜアホ毛くん。周りをよく見てくれ」

「？　……うわっ！」

　全然気づかなかった。

　いつの間にか、そこら中に魔物イヴルが溢あふれていた。

　まるで絞ったスポンジから水が滲にじみだしてくるみたいに、地面から黒い異形の存在が現れてくるのだ。

　細長い手のような形。しかもそれが次々と絡み合って、不定形の胴にポッカリと口みたいな空洞の開いた、化け物じみた姿に変へん貌ぼうしていく。

　普段から空中を漂ってる真っ黒いマリモみたいな害のない奴やつらも、異常なほど数を増していて、遠くが見通せないほどだ。

「……魔物が封じられてたのは、屋敷の下だけじゃなかったのか？」

「それはそうなんだろうけどねー。どうも連鎖反応が起こってるみたいだね」

「連鎖、反応……？」

　吐き気を我慢して訊きくオレに、あまねは頷うなずいて、

「魔物イヴルと、それを生み出す負の感情が共鳴して、その周りの魔力を次々と魔物に変質させてしまうんだよ。こうなると際限なく魔物が増殖していってしまう」

　……前に姫ひめ乃のが屋上で引き起こしたやつか。

「おい、まさか……このまま放っておくと、大爆発を引き起こすんじゃないのか？」

「なんだ、知ってるんじゃないか。でも大丈夫。それは核に負の感情を抱えた主体が残っている場合だから。今回はそうじゃない」

「……もう死んでるから、か？」

「そんな怖い声を出さないでくれよ。悲しいなぁ。アホ毛くんには嫌われちゃったのかなん？　……そうじゃない。あのおっさん、まだ死んでないよ」

「え？」

「あのおっさんの身体からだ、ほとんど空だった。生命活動に必要な最低限の機能だけ残して、あとは魔力を具現化して代用していたね」

「なっ……」

　なんのために、そんなことを……。

「多分、いろんな種類の魔法を扱いたかったからだろうね。あの人、地水火風、全系統の魔法を使えるよ、きっと。そのほうが、新しい魔法を開発するときとかには便利だしね」

　そういえば、さっきも炎と水と風を生み出してたな……。

　自分の身体をそんなにまでして、あの男は。

　真理とかなんとか、そんなよく分からないものを求めてたってのか。

「私、魔力を視みるの得意じゃないから、予想だけどね。まーだから、そういうわけで、あのおっさんは今、現れた魔物に取り込まれて、融合しちゃってるような状態なのさ。負の感情の主体がない魔物の増殖は、爆発を引き起こすことはないよ」

「それじゃ……そのうち収まるのか、これは？」

「いやいやいや、そんなことはねーぜ。爆発しないってのは、逆に言えばリミットがないってことだ。放っておくと、永久に魔物が増え続けて、エラいことになる。まあ、その前にどっかの組織が対応すると思うけど。日本にはあったろ、対魔物特殊部隊みたいなの」

　警察庁附属の稀き少しよう災害対策課か……。

　確かに、四月の騒ぎのときには、ずいぶん早く対応していたようだった。

　だとすれば今回も──。

「……ぐっ」

　そのときだった。

　物もの凄すごい悪寒がオレの全身を駆け抜けた。

　これまでの吐き気なんかメじゃない。

　身体からだ中じゆうの筋肉がバラバラになったみたいに、どこにも力を入れられなくなる。

「ぐあああああああっ！！！！」

　次の瞬間、とんでもなく暴力的な衝動が全身から溢あふれ出でてくる。

　なんでもかんでも壊したい。

　オレは身をよじる。

　動きを封じていたロープが、実はティッシュで作った糸だったんじゃないかというくらい簡単にちぎれた。

「アホ毛くん!?　どうしたんだい！」

　目を丸くするあまねを振り払って、オレは地面に飛び降りた。

　なんだ……なんなんだこれ。

　目の前が真っ暗だ。

　なのに、周りにいる魔物イヴルたちの姿だけはハッキリと見えていた。すぐ近くの、あまねが立っているらしい場所に、五体の魔物が丸くなって眠るようにしているのも分かった。彼女が使役していた魔物なんだろう。

　なんでこんなにハッキリと分かるんだ？

　まるで……オレが、魔物の仲間になったみたいな……。

「っっっああああああぁぁぁぁぅぅぅうぐああああああ！！！！」

　オレの声とも思えない叫びが、喉のどからほとばしる。

　自分で自分の耳を塞ふさぎたくなる。

　しかし、すでにオレはオレの身体を動かすことはできなかった。

「──！　──！」

　あまねが何かを叫んでいるようだ。

　その声ももう聞こえない。

　全身が何かどす黒いものに塗りつぶされていくような感覚。

　知ってる。

　オレは、生まれたときから見てきて、それを知ってる。

　そうか。

　オレの中にはずっとそれがいたんだ。

　周りに仲間が大量に現れて、それはようやく目を覚ました。

　そして今、オレ自身がそれになろうとしてる。

　それ──魔物に。










５　シツジの魔物とお嬢様



　さて、再び場面は変わって、オレのいない場所の話。

　時間は、オレが大変なことになるのより、少し前に戻る。



　ありったけの魔法具を抱えて、ニノの研究室から地上へ飛び出した姫ひめ乃のは、扉を閉じながら辺りを見回す。

　どうやらニノが築いた魔法の防壁は、単純な防御だけではなく、隠いん蔽ぺいの効果もあったらしい。彼女たちを襲っていた魔物イヴルは、獲物がどこに行ったのか分からず捜し回っているようで、この場にはいなかった。

「よし……今のうちに」

　姫乃は口の中で呟つぶやきながら、玄関へ回る。

　靴を履き、扉の外へ──。

「──っ！」

　魔物がいた。

　根本が細くて五指がやたらに太い、アンバランスな腕を振り下ろして姫乃を攻撃してきたのだ。

「構ってる暇はないのよ！」

　姫乃は手に持った術式符マークスを投げ放つ。

　生み出された豪炎が魔物を包み込んだ。

　描かれた術式に魔力を流せば、符が自動的に魔法を発動してくれるのだ。

　姫乃は、魔物を倒せたかどうか確認することなく駆け出し、門を飛び出す。

　人ひと気けのない、暗い夜の街を走る。

　急げば、鷹たか宮みやの敷地までは十分くらいだろうか。

　そこからシツジが囚とらわれているだろう本家の屋敷までがまた長いのだけど。

　とにかく今は走るしかない。

「シツジ……」

　姫乃は彼の名を呟つぶやく。

　最後に話をしたとき、アイツはどんな顔をしてたっけ。

　思い出せないのが、酷ひどく悲しかった。

　最後に交わした言葉も憶おぼえてない。

「そんなの──。……っ！」

　突然、目の前に何かが降ってきた。

　闇やみの中、姫ひめ乃のの前に壁のように立ちふさがるそれらは、魔物イヴルだった。

　朱あか音ねたちを見つけられないので、魔力を使った姫乃を追ってきたのだろう。

　魔物は五匹揃そろっていた。どうやらさっきのでは倒しきれなかったようだ。

「このっ……」

　気味悪く蠢うごめく化け物たちは、木の虚うろのような口を震わせ、不気味な音を発する。

　思わず耳を覆いたくなるその雄お叫たけびを合図にして、姫乃へ向かってきた。

　先端がドロドロと溶け崩れていく腕が、振りかぶられ、獲物を叩たたき潰つぶそうというように振り下ろされる。

　姫乃は後退してかわすが、もう一体が後ろに回り込んできた。

　さらに一体は、巨体に似合わぬ身軽さで手近の電柱に取り付き、上への逃走を防ぐ。

　姫乃はあっという間に魔物に囲まれてしまった。

「……冗談じゃないわよ」

　姫乃は憤りの声を上げる。

「こんな……こんなふざけた話があってたまるもんですか……」

　発する声が震えてる。

　それが恐怖によるものなのか、怒りによるものなのか、自分でもよく分からなかった。

「私は──」

　持ってきた術式符マークスをばらまく。

「シツジに会いに行くって言ってんでしょうが！」

　五本あった魔封壜シールズの口を全すべて左手のひらに押し付け、中に入っていた魔力を自分の中に注ぎ込む。

「邪魔……すんなああああああああああ！！！！」

　絶叫に、ありったけの気合いを込めて。

　魔力を、編み上げた術式に乗せて解き放つ。

　濁流と暴風の形を成した魔法は、未いまだ宙を漂っている何百枚もの術式符に反応して連鎖的に拡大していく。

　脳を直接灼き尽くすような激しい魔力の奔流に、魔物たちはその場から飛び退ずさる。

「逃げてんじゃないわよ！」

　姫乃は、さらに手を差し向けて魔法を放つ。

　水弾が魔物を貫き、風の刃が漆黒を切り裂いていく。

　攻撃を受けて足止めされた魔物は、未いまだ収まらない魔力の爆発に巻き込まれて霧消していく。

　もちろん、その中心にいる姫乃も無事では済まない。

　身を伏せ、防御用の術式で身を守るが、それも完全ではなかった。

「…………」

　ようやく魔法の噴出が収まったあとには。

　まるで戦場を駆け抜けてきたかのような少女が立っていた。

　ゆるふわウェーブの金髪は、煤すすで汚れ、ところどころが焼け焦げて。

　服もあちこち穴が開いてたり、ボロボロにほつれてしまっている。

　白い綺き麗れいな肌にまで、擦り傷や切り傷がいくつもできてしまっていた。

　……それでも。

　その青い両眼に光はともり。

　真まっ直すぐに、自分が向かうと決めた道の先を睨にらみ据える。

「待ってなさいよ、シツジ」

　姫ひめ乃のは、舞踏会へと向かうお嬢様のように、堂々と一歩を踏み出す。

　その瞬間だった。

　電柱の陰の死角から攻撃を受けて、姫乃は慌てて回避した。

「──なに?!」

　とっさに右手を構えながら辺りを見回して、姫乃は息をのんだ。

　大量の魔物イヴルがいた。

　電柱と塀の隙すき間ま、家と家の間の狭い路地──そんな場所から黒い影が怪あやしく身を揺らしながら、姫乃が進もうとする道を塞ふさぐように集まっていた。

「……どうなってるのよ」

　普通、これだけの規模の魔物が長時間、放置されているなんてことは有り得ない。

　ここ数時間以内に発生したものだろう。

　しかし、さっきの五体のように、鷹たか宮みやの者が人為的に放ったふうでもない。

　もともとこの辺りにいた害のないレベルの魔物が、何かに反応して急成長したような雰囲気だった。

　姫乃は魔法を放つが、全部を倒すことはできない。

「はぁ……はぁ……」

　さっきの魔力消費が、体力も大きく奪っていた。

　やはり単身での魔法戦はキツい。

　ニノの部屋から持ちだしてきた魔法具はあらかた使い切ってしまった。

「……それでも、やるしかないのよ！」

　残り少ない体内の魔力を、絞り上げるようにして集め、

「吹き飛べ──」

　構えた右手から放とうとした。

　その瞬間だ。

「!?」

　背後から。

　魔法の奔流が姫ひめ乃のの脇わきをかすめ、魔物イヴルたちを撃ち抜いた。

　赤く熱を帯びて飛ぶ、幾筋もの炎弾。

　鞭むちのようにしなり、唸うなりを上げる緑色の蔓つる。

　符から放たれる、眩まばゆい光を伴った衝撃波。

　攻撃を受けた魔物は、突かれたシャボン玉のように、弾はじけて消え去った。

　三様の援護射撃に、姫乃は後ろを振り向いた。

「朱あか音ね！　いおり！　先生！」

　そこには、思ったとおり彼女たちが立っていた。

「まったく……無茶にもほどがあるわよ、あなたは」と朱音。

　獅し子しのたてがみを思わせる見事なレッドヘアの下、呆あきれた表情で姫乃を見ていた。

「あまり無駄遣いをするなよ。魔力は砂漠での水だと教えただろう？」とニノ。

　オーバーオールの上に白衣をはおった彼女は、手にプリッツの箱を持って放さない。

「わたくしは……朱音お嬢様に付き従ってきただけですので、別段かける言葉もありませんが」といおり。「あのようなクズを助けに行こうなど、あなたも物好きですね」

　そんなふうに言いながらも、彼女の口元に薄うっすらと笑みがあるように感じられたのは気のせいだろうか。

















　姫ひめ乃のは思わず顔を緩める。

　朱あか音ねも、ニノも不敵な笑みを浮かべていた。

　いおりの言うとおりだ。みんな、どれだけ物好きなんだ、と姫乃は思う。

　鷹たか宮みや家に喧けん嘩かを売って、たった一人アイツを助けるために命すら危険に晒さらそうとして、それでもこうして笑い合ってるなんて。

「みんな……あり──」

「あら姫乃。お礼を言うのはまだ早いわよ」

「──っ！　は、はぁ？　お礼なんてするつもりないわよ！　あんたが勝手についてきたんじゃない！」

「別についてきたつもりはないわ。あなたが一人で先走っただけ。何も考えずに飛び出して、わたしたちの援護がなかったらどうするつもりだったのかしら」

「この……上等よ牛女！　ここからは私ひとりで充分なんだから！」

「そうね。わたしはわたしで勝手にやらせてもらうわ。せいぜい、攻撃に巻き込まれて火傷しないように気をつけなさい平原娘」

「おーい、気がすんだらそろそろ行くぞ」

　ニノが呆あきれ声ごえで言ってくる。

　いつも通りのやり取りだった。

　そうだ、と姫乃は思う。

　こんなときでも、こんなふうにいつもと同じように話すことはできる。

　きっと、シツジとだって──。

　四人は、少しずつ明るくなり始めた街を駆け出す。

　夜明けが近かった。
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　それから十分ほどで、姫乃たちは鷹宮家の敷地の手前まで辿たどり着ついた。

　四人は、目の前の光景に息をのむ。

　背の高い黒塗りの柵さくの向こう側に、山の方までずっと、鷹宮家の敷地である森が広がっているのだが。



　その森が、魔物イヴルで溢あふれかえっていた。



「え……なにこれ？」

　姫ひめ乃のは思わず朱あか音ねに視線を向けるが、もちろん彼女が事情を知っているはずもない。

　朱音は首を左右に振るばかりだ。

「やけに街に魔物イヴルが多いとは思ったが……これのせいか」

　すでに五箱目になるプリッツをポリポリかじりながらニノが言う。

　ここに辿り着くまでに、四人は十体近くの魔物と交戦してきていた。

　普通ならありえない遭遇率だった。

「これは、何かの策略なのでしょうか？　わたくしたちを足止めするための……？」

　といおり。しかし彼女自身、自分の意見が正しいとは思えないようだった。

　案の定、ニノは首を振る。

「さすがにそれはないだろう。こんな大量の魔物を意図的に発生させたとは思えん」

　敷地の境界に防御用の術式を張ってあるらしく、魔物は柵のこちら側へは出てこない。

　しかし、それも時間の問題だろう。事実、多量の魔物が発する負の魔力の影響は、すでに街の中に出始めているのだ。

　こんな無茶なことをするメリットが、鷹宮家にあるとは思えなかった。

　と。

「──うっひゃあああああぁ！」

　そんな悲鳴が聞こえてきた。

　声の主は、森の中から魔物を打ち払いつつ飛び出してきて、大ジャンプで柵さくを飛び越え姫乃たちの目の前に着地した。

「ふい～……」

　銀灰色の髪に、赤い両眼。黒いコートを身に纏まとった彼女は、芝居がかった仕草で額の汗を拭ふくフリをしつつ、一人で呟つぶやく。

「いやーまいったまいった。やんなるねまったく。なんだいありゃあ。魔物使いヘレシーでもないのに、身体からだから魔物を生み出すなんて、あのアホ毛くんは一体何者なんじゃろね」

「あまね……！」

　独り言を言い続ける彼女に、ニノが思わず名を呼ぶ。

　あまねは、そこで初めて人がいるのに気づいたというようにそちらを見て、

「うげ」

　と表情を引きつらせた。

　とっさに背を向けて逃げ出そうとするが、

「いおりっ」

　朱音に言われたいおりが蔓つるを伸ばし、彼女を拘束する。

「うわっ、なんだいこりゃ！　っと、キミはあのときのメイドちゃんじゃないか。まったく、人を縛り付けるなんて、なんていやらしい魔法を使うんだキミは──いたたたた！　冗談だよ冗談！　そんな強く締めつけないで！」

　四人はジタバタと暴れるあまねの周りに集まる。

　まずはニノが言う。珍しく、睨にらみつけるようなちょっと厳しい視線だ。

「久し振りだね、あまね」

「あっはははー……師匠もお変わりなく……ちっこいままですね」

「余計なお世話だ！　それより何事だこの魔物イヴルは。まさか、お前がやったのか？」

「まさかまさか！　……まあ、きっかけは私、と言えなくもないですけど、でもそれも教団の命令ですし……ゴニョゴニョ」

　ぶつぶつと言い訳がましく言葉を並べる。

　ちなみに「ゴニョゴニョ」は自分で言った。

　と、それまで黙っていた姫ひめ乃のが彼女の前に立った。

「？　なんだいお嬢ちゃん。残念ながらアメは持ってないよ」

「この……っ！」

「気にするな姫乃。こいつは素でこうなんだ」とニノ。

「それならそれで余計に腹が立つわねっ！　……まあいいわ。それどころじゃないし」

　一息ついて。

「それよりあんた。さっきアホ毛がどうのって言ってたけど、それってシツジのこと？」

「執事？　さて、彼は執事っぽいとは思わなかったが」

「今は執事服着てないけどっ……。あいつは……シツジは私の執事なの！」

「？」

　姫乃の言葉に首を傾かしげるあまね。

　いおりが横から補足する。

「百も舌ず谷やあまね──先日、わたくしと一緒にいた、触覚を片方引っこ抜かれたゴキブリのようなあの男がシツジです。仙せん堂どう志し津つ二じという名前なのです」

「え、なに？　アホ毛くんはシツジって名前で、このお嬢ちゃんの執事なのかい？　こりゃうける！　執事なシツジだね！　ゲラゲラ──」

「今更そんなことでウケなくていいから！　それより早く教えなさいよ！　シツジがどうしたの!?」

　噛かみ付つきそうな勢いで言う姫乃に、あまねは「ふぅ」と息を吐くと、

「キミがアホ毛くんのご主人様だというなら、なかなか心苦しい話ではあるけど……」



「彼のことは、死んだと思って諦あきらめたほうがいい」



「なっ……」

　姫ひめ乃のはあまねに掴つかみかかる。

「どういうことよそれ!?」

「痛い痛い！　落ち着いてくれよお嬢ちゃん。今説明するからさ」

　解放されたあまねは、こうなった経緯を簡単に話した。

　聖骸教団ホーリイ・コープス日本支部の幹部の命令で、鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうを殺害するため鷹宮家へ侵入したこと。

　その途中で偶然オレと会ったこと。

　清十郎を倒したはいいが、彼が封じていた魔物イヴルが溢あふれ出だしたこと。

　屋敷から逃げている途中、突然オレの様子がおかしくなったこと。

　そして──。

「少年の身体からだから魔物が出てきた？」

　あまねの説明に、ニノが怪け訝げんそうな声で問い返す。

「そうですよぉ。ありゃアホ毛くんの体内で、魔力が魔物に変換されたって感じでした。アホ毛くんの身体も乗っ取られたみたいに……どう考えても普通じゃないですって」

「…………」

　ニノは考え込む。

　例えば、前に姫乃の魔力が暴走して、魔物が大量発生したことがあった。

　あれは、姫乃の負の感情が周りの魔物に影響を与えて、空気中の魔力を魔物に変えていた。今回のは、それとは全然違う状況だ。

「少年の体内で──そうか。そういうことなのか……？」

　ニノは何かに納得したような、しかしまだ疑問が残るような、曖あい昧まいな呟つぶやきを漏らす。

　いおりが問いかける。

「どういうことなのです？」

「少年の魔力が特殊だというのは分かっていたんだが、どういうふうに特殊なのかはまだ不明だったんだ。だが、今の話で少し見えてきた気がする。少年の魔力は、魔物にきわめて近い形で体内に保存されているんだ」

「……それって」

　と言う朱あか音ねの視線が、自然とあまねに向かう。

　ニノは頷うなずき、

「そう。こいつみたいな魔物使いヘレシーにとても似ている。魔物使いってのは訓練によって、負の感情を抱くことなしに魔力を魔物に変換させられる体質を持つ者だ。そうだな」

「そ、そうですよ」

　と気まずそうに答えるあまね。

「でも！　確かにある程度そういう体質っていうか才能っていうか、元々の適性はありますけど、さすがに生まれつきそんなことができるヤツなんてのは聞いたことがないぜ。アホ毛くんは先天的な魔物使いだって、そう言いたいんですか、師匠？」

「と言うより、そう考えれば、今起きてることの説明ができるってことだ。大量に発生した魔物イヴルと、魔物使いヘレシーであるお前の魔力に影響を受けて、少年の体内の魔力が漏れでてきたんだ」

「わ、私のせいですか……？」

「そうだよこのバカ弟子！　だいたいお前がワタシのところから逃げ出さなけりゃ──」

「あれは師匠のプリンをたべちゃったくらいでブチ切れて無茶な特訓させたからでしょうが！　わざとじゃなかったのに──」

「ちょっと、姫ひめ乃の!?」

　師弟のアホな言い合いを遮って、朱あか音ねが声を上げた。

　それまで黙って話を聞いていた姫乃が、一人鷹たか宮みや家の敷地へ向かおうとしていた。

　あまねが慌てた様子で引き止める。

「お、おい待てよお嬢ちゃん！　無茶だって！　アホ毛くんのいるところは、多分物もの凄すごい数の魔物がいる。今から行くなんて自殺行為だぜ！」

「違うわよ」

　姫乃は言い放つ。

「私は、アイツを迎えに行って、一緒に戻ってくる。それだけよ」

「しかし……師匠の話聞いてなかったのかい？　アホ毛くんの魔力は魔物で──」

「それがどうしたのよ！」

　叫ぶ。

　黒い柵さくに手をかけ、握りしめて登っていく。

　柵の向こう側では、無数の黒い化け物たちが、獲物を歓迎するかのように蠢うごめいている。

　柵を握る手が震える。

　怒り？

　違う。認めよう。怖い。すごく、怖い。

　こんな魔物の集団に、たった一人で、執事バトラーの助けもなしに飛び込んでいくなんて、無謀もいいところだ。

　奥に行けばもっとたくさんの魔物がいるという。

　勝てるわけがない。きっと今よりもっとボロボロになる。

　そして辿たどり着ついても、アイツは魔物に乗っ取られているという。

　助けようと手を差し伸べても、他の魔物と同じように、攻撃されるかもしれないのだ。

　でも。

　それでも。

「アイツは──私の執シツ事ジなのよ！」

　柵の頂上まで登り切った姫ひめ乃のは。

　闇やみの巣そう窟くつと化した森に向かって、跳躍した。
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　すでに朝日は昇っているはずなのに、森の中は深夜のように暗かった。

　葉が鬱うつ蒼そうと茂っているから、ではない。

　頭上を覆うように魔物イヴルが蠢うごめいていて、光を遮っているのだ。

「くっ……このっ。こっち来るな！」

　姫乃は腕を振って、魔物を追い払う。

　油断すると足元や近くの木の枝から、黒い塊が細い触手を伸ばして獲物を引きずり込もうとしてくるのだ。

　ここはすでに、魔物の世界と言ってよかった。

　地面も、そこから生える草も、木々も、黒く塗りつぶしたように闇色だった。

　植物が魔物に変質するなどという話は聞いたことがないから、これは表面に魔物が張り付いているのだとは思うけど。

　とにかく、この場にいる姫乃は、魔物の腹の中に飲み込まれたような状態なのだった。

　姫乃は慎重に歩を進める。

　どちらに向かえばいいのかは簡単に分かった。

　空中を漂う、黒いマリモのような丸い魔物。

　そいつらがたくさんいる場所へと向かっていけばいいのだ。

　森を覆っている不定形の魔物が外へ外へと広がっていくのと逆に、黒マリモたちは魔力がある中心部分へ向かっているようだった。

　魔物の最初の状態である奴やつらは、負の感情や他のより大きな魔物を求めて集う性質がある。そして成長すると今度は、範囲を広げ魔物を増やそうとするのだ。

「それにしても……ちょっと、多すぎるんじゃない……!?」

　手で口と鼻を隠しながら姫乃は言う。

　黒マリモの数はどんどん増えていって、やがて視界がきかないほどになる。まるで、黒い霧の中に迷い込んだようだ。

　だが、それもようやく終わりのようだった。

「！」

　そこにある何かに気づき、魔法で弱めの風を放って黒マリモを吹き飛ばす。

「シツジ！」

　それがそうだと、一瞬姫乃には分からなかった。

　周囲の樹々を引き込んで城壁のように並べたその中央に、闇やみのように黒い繭があった。

　巨大なそれの表面はマグマか何かのようにボコボコと泡立っていて、時折ゾルンと気色悪い音を立てて、黒い塊を吐き出していた。塊は地面を這はい、樹々や草の表面の魔物イヴルと同化し、外に広がっていく。

　変わり果てた姿。

　けれど、すぐに分かった。

　これまで何度も手をつなぎ、注ぎ込まれた魔力と同じものを感じた。

　この漆黒の塊の中に、確かにアイツはいる。

「シツジ……」

　姫ひめ乃のはその場に立ち止まり、右手を差し出す。

　周りから魔物が這い寄よってくるが、今度は振り払わない。

　今はただ。

　放つ魔法に、すべての意識を集中させる。

　そうしないと、きっとこの巨大な闇は貫けない。

　──アイツのところまで、私の魔力を届けなきゃ。

「くっ……」

　脚を、腕を、無数の魔物が絡んで締め付けてくる。

　ねじ切られそうな痛みが姫乃を刺激する。

　大丈夫だ。この程度の魔物なら肉体的なダメージはない。

　感じているのは、精神的な痛みだ。つまり気のせいだ！

「くぅあ……！」

　すぐに、数倍強い激痛に襲われた。

　黒い繭から、巨大な口だけの蛇みたいな魔物が飛び出してきて、黒いヨダレをまき散らしながら姫乃の肩に喰くらいついたのだ。

「こ、この……」

　集中を乱すな。

　かなり痛い。けど多分大丈夫だ。これも本当の痛みじゃない。多分。

　だが、これが有効と見たのか、繭は次々と口だけの魔物を生み出してきた。腕に、脇わき腹ばらに、脚に、乱らん杭ぐいの牙きばが喰らいつく。

「うあぁあ──！」

　とうとう痛みに耐え切れず、姫乃は膝ひざを突いてしまった。

　それを待ち構えていたように、魔物が集まってきた。

　さっき仙せん堂どう家を襲った魔物に似た奴やつがいる。

　出来損ないの泥人形みたいな奴もいる。

　何十体、いや何百体だろうか。完全に取り囲まれていた。

　このままではなぶり殺しだ。

　身体からだも精神も喰らい尽くされて終わり。

　冗談じゃない。

　ここまで来たのに。

　目の前に、アイツがいるのに。

「っ……いい加減に、しなさいよ……こっの、バカシツジいいいぃ！」

　再び立ち上がり、姫ひめ乃のは駆け出した。

　もう魔法を構成して魔力を集めて……なんて悠長なことはしない。

　突っ込んで、引き破って、かき分けて、引ひっ掴つかんで、引きずり出してやる！

「ああああああぁぁぁぁぁああああっ！」

　繭に手のひらを押し当て、魔法を放つ。

　衝撃で手が火傷したかもしれない。

　知るもんか。

　開いた穴に爪つめを立て、指を突っ込み、無理やり身体からだを押し込む。

　腕を伸ばし、また魔法を放つ。

　繭が、嫌がるようにさざ波を起こして乱れた。

　何かが身体のあちこちに刺さってくる気がする。

　こんなのなんでもない。

　もうここまできたら意地だった。

　何も言わないまま終われるわけがなかった。

　一言、なんてお淑しとやかなことは考えない。

　思いつくままに、自分の感情をぶちまけてやりたかった。

「…………あ」

　見つけた。

　暗い繭の中でも見える、淡く金色に輝く魔法紋クレストの輝き。

　それは自分と相手を結ぶ、大切な契約の証あかしだった。

　姫乃は魔法紋が描かれた左手を伸ばす。

　手のひらがぶつかり合い、指と指は自然に絡まり合う。

　自分よりは少し硬いその感触に、姫乃は安あん堵どを覚える。

　変わらない。

　これまでと同じ。まったく同じだ。

「そうよ……何も変わってなんかいない。きっと、前と同じように、普通に話せるから……ちゃんと話して……言いたいこと言うんだから……だから──」

　魔力が流れ込んでくるのが分かった。

　魔物イヴルなんかじゃない。

　いつも貰もらっていた、シツジの魔力。

「だから──さっさと戻って来なさいよ、シツジ！」

　その魔力を、ありったけの魔法を展開して、解き放った。
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　その声と、手を握る感触に、オレは目を覚ました。

　いや──眠ってたわけじゃない。

　ただ、自分の身体も、精神も、自分のものじゃないみたいに遠くにある感じだった。

　それが、あいつに名前を呼ばれて、手を掴つかまれた瞬間、フッと戻ってきて、綺き麗れいに重なったみたいに感じた。

　身体を染めていた黒いものが、洗い流されていく。

　そんな解放感があった。

「…………」

　気がつくと、オレは森の中に横たわっていた。

　オレを喰くおうというように集まっていた魔物の姿はなくなって、辺りは一見普通の森に戻っているようだった。

　さっきまでの気分の悪さはもうなくなっていた。

　身体からだを起こそうとしたが、指一本すら動かせなかった。

　身体がメチャクチャ重い。

　全身が金属に入れ替わってしまったみたいだった。

「おとなしくしてなさい。あれだけ無茶な魔力消費をしたんだから、相当辛つらいはずよ」

　そんな声が聞こえて、オレは顔を巡らせ、その主を探す。

　どうやら、夢じゃなかったらしい。

　しかし──今の声、なんか妙な響き方をしてたな。なんていうか、上から聞こえたのと同時に、頭の後ろからも響いたみたいな──。

「……！」

　そして、目の前にその顔を発見して、オレは自分が今どんな体勢にあるのか理解した。

　頭の後ろから声が響いたのは、そこに彼女の身体の一部があったからだ。

　つまり、太ももが。

　つまりこれって……膝ひざ枕まくら！

「おっ、ひ、姫ひめ乃の！」

「？　何よ。あの魔物使いヘレシーなら無事よ。あの失礼極まりない……」

「そうか。それはよかった……じゃなくてだな。この、体勢はっ……なんか色々問題がないか……？」

「……なに、あんたはこういう状況でもそういうこと考えるの？　さすがエロシツジね。いいわよ別に。嫌ならやめるわよ」

「ま、待て！　嫌じゃないぞ！　むしろ嬉うれしいくらいだ！」

「…………そういう反応されると、それはそれでイヤね」

「じゃあどうしろってんだよ！」

　仕方ないだろ。

　膝ひざ枕まくらなんて、全男子憧あこがれのシチュエーションなんだから。憧れてねーよってヤツはあれだ、実は女とかだろ。

　まあ、なんにしろオレは今まったく身体を動かせないわけで。

　姫ひめ乃のが動かない限り、この状態でいるしかないのだ。

　うん、不可抗力不可抗力。

　それにしても、ふたりともなかなか凄すごい状態だった。

　どちらも服はボロボロ。ほとんど布が引っかかってるだけ、って言って問題ない。

　しかし、姫乃の方はオレより酷ひどかった。

















　満まん身しん創そう痍いって熟語の見本を、オレは初めて見た。

　彼女の肌はそこらじゅう傷だらけだった。

　槍やりみたいなものに刺されたような傷があちこちにあって、そこから血が流れている。

　腕や脚には、巨大な蛇に締めつけられたようなアザができていた。

　小さな切り傷や擦り傷は、多すぎて数えるのもバカらしいほどだ。

「お前……」

「勘違いしないでよね」

　オレの視線から言いたいことが分かったのか、姫ひめ乃のはかぶせるように言ってくる。

「私は、あんたのためにこうしたんであって、あんたのせいで怪け我がしたわけじゃないんだから」

「どう違うんだよ……」

「……あんたと、もう会えないのは嫌だって思った。だから、あんたを連れ戻すために私はここまで来たの。私がそうしたいと思ったから、来たのよ。望まず巻き込まれて負った怪我じゃないの。だから、こんなものなんでもないのよ」

　オレは、一語一語を噛かみ締しめるように、姫乃の言葉を聞いた。

　そして、なんだろうな。こうして助けに来てくれたのが姫乃だったことが、なぜかすごく嬉うれしい気がするぜ。

　こうやって膝ひざ枕まくらされるなら、巨乳のほうがいいと思うんだけどね。なんでだろうね。

　胸がないおかげで、相手の顔がよく見えるから──ってことにしとこうかな。

「バカ。なに泣いてんのよ」

「おぉう!?　な、泣いてねえよ！」

「ごまかしたって無駄よ。丸見えなんだから」

　言いながら、火傷を負った手でオレの目元を拭ぬぐい、

「そんな暇ないわよ。まだ騒動が片付いたわけじゃないんだから」

「──そうなのか」

「そうよ。この周辺の魔物イヴルはいなくなったけど、清せい十じゆう郎ろうが放った魔物の増殖は収まってないわ。鷹たか宮みやの敷地から脱出しなくちゃ。二人ともボロボロ、完全に体力切れの状態でね」

「……きっついなー」

　前は、オレが姫乃を助け出した時点で一件落着だったのに。

　余計なボーナスステージを設けないでほしい。

　そんなことを考えていると、



『おーい、姫乃！　少年！　生きてるかー？』



　バタバタバタという派手なロータ音と一緒に、拡声器ごしのニノの声が聞こえてきた。

　オレと姫ひめ乃のは顔を見合わせる。

　姫乃は、そしてきっとオレも、安あん堵どの表情を浮かべていた。

　やがて、オレたちの真上にヘリが姿を現した。

　警察庁の附属機関、稀き少しよう災害対策課のヘリだ。

「脱出の手間は省けたみたいだな……」

「そうね。お陰で、あんたに言いたいことを早く言えるわ」

「……まだあるのか」

「当たり前でしょ!?　さっきので終わりだと思ってたの？　冗談じゃないわよ！」

　全身怪け我がだらけとは思えない威勢で、姫乃は言ってくる。

　……どうやら、真のボーナスステージは省略されないらしかった。










６　シツジの魔法とお嬢様



　ヘリに乗り込んで、オレと姫乃は魔物イヴルの巣そう窟くつになった森を脱出した。

　そして上空から現状を見て。

　ボーナスステージどころか、事件の本番すらまだだったんじゃないかと、オレたちは思い知らされた。

「こんなっ……」

「嘘うそだろ……」

　二人の口からは、そんな力のない呟つぶやきしか出てこなかった。

　街じゅうが、魔物だらけだった。

　こんな高いところからでもハッキリ分かる。

　そこら中をあの真っ黒い化け物が徘はい徊かいしていた。

　中には、大型化して建物を破壊してる奴やつもいる。

　ものすごく出来のいい３Ｄ映像でも見せられている気分だった。

「オレの……せいなのか……？」

「バカを言うな」

　オレが漏らした呻うめきに、ニノはおっとっとをボリボリ食べながら──細長い系お菓子の時期は終わったらしい──言ってくる。

「確かに少年の魔力のために進行が早まった面はあるが、いずれ同じ事態を迎えていたことは間違いない。それだけ、清せい十じゆう郎ろうが封印していた魔物イヴルは多量だったということだ」

「そうか……」

　完全にオレの責任を否定されるより、かえって気が楽になった。

　姫ひめ乃のが、ヘリに乗っていた対策課の職員に怪け我がの手当てをされながら言う。

「それで。どう対処するんですか、これ」

「ふむ……」

　ニノはちょっとだけ言いい淀よどむと、

「結論から言うと……姫乃と少年、きみたち二人にしか解決できないだろう」



　唖あ然ぜんとするオレと姫乃に、ニノは淡々と、まずは現状の説明をしてきた。

「現在、明あき原はら市各地で実害レベルの魔物が発生している。大量に発生しているのはまだ鷹たか宮みやの敷地周辺だけだが、いずれ範囲は拡大するだろう。放っておけば、隣の市にも被害が及ぶだろう」

　とんでもない事態のはずなんだが、おっとっと食べながらモゴモゴ言われると、緊迫感が半減するな……。

「今は、朱あか音ねが、鷹宮の人間に指示をして、魔物を掃討している。稀き少しよう災害対策課は概おおむね住民の避難に当たってるな。あと、あまねに聖骸教団ホーリイ・コープスのバカどもを連れてくるよう言ったから、いずれ合流して掃討に加わるだろう。これで、被害の拡大はなんとか抑えられる」

「なんだよ。じゃあオレたちの出番はないんじゃないのか？」

「拡大が抑えられる、と言っただけだよ。完全に殲せん滅めつして事態を終結させるには、人員が足りないんだ」

　そうか……。

　魔物は、空気中の魔力を変換してどんどん生まれてくるから、ここまで規模が大きくなると、倒しても倒してもその分増えてしまうんだな。

「でも……だったら、姫乃とオレがそれを解決できるってのはどういうことだ？」

　そんな、数百人規模の人間が対処に当たっても拡大を喰くい止とめるのがやっとの状況を、たった二人でどうにかしろだなんて。

「前にも言ったが、きみは自分がものすごく稀け有うな存在だということを自覚するべきだ」

「…………」

「きみの体内には一般人の千倍の魔力がある。先ほどの魔物化でいくらか消費されただろうが、なに、あの程度なら誤差のレベルだよ。きみにはそれだけの力があるんだ」

「でも……オレ、魔法なんか使えないぜ」

　乾電池だけあって懐中電灯がなければ、暗くら闇やみを照らすことはできない。

「だから、二人なんだよ」

　とニノは姫ひめ乃のを見た。

　オレもつられて視線を向ける。

　手当てを終えた姫乃は、包帯でぐるぐる巻きにされた状態だった。

　稀き少しよう災害対策課の職員が言う。

「骨や内臓などに大きな問題はありません……が、あとでちゃんとした検査を受けたほうがいいでしょう。安静に、とは言いませんが、無茶は禁止です」

「魔力を体内で扱うのは？」

「問題外ですね。絶対にやめてください。命の保証はできません」

　ニノの問いに、焦った様子で首を横に振る職員。

　ま、そりゃそうだろ……。

　こんな全身ボロボロの状態で魔物イヴル退治なんて有り得ないって。

　しかし、ニノは、それも想定内だというように言ってくる。

「となると……やはり、それしかないようだな」

「それって、なんです？」

「姫乃が術式を編み上げ、それを少年の体内に転写する。少年は自分の魔力をそれに乗せて放つんだ。それなら姫乃の身体からだを魔力が通過しないから、負担がかかることはない」

　おいおい、マジかよ。

「本当なら、大型の術式符マークスを作成するとか、複数の退魔師プリーストで連携して大規模魔法の術式を組み立てるとか、色々やりようはあるんだがね。今回は時間も人員も足りないんだ」

　ニノは、オレを真まっ直すぐに見据え、いつになく真剣な表情で言った。

「きみが魔法を放つんだ、少年」
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　ニノから手短な説明を受けたあと。

　オレと姫乃は、そのままヘリで目的の場所──明あき原はら高校の屋上に連れてこられた。

「ここが、発生した魔物を一掃するのに最適なんだ」

　とニノ。

「まあ、多分魔法を放つ際の衝撃で校舎がまたボロボロになると思うが、気にしないでやるといい。頼んだぞ」

「この前改築したばかりじゃねえか……」

　予算とかカリキュラムとか大丈夫なのか、この学校。

　……それどころじゃないのは分かってるけどさ。

　ニノが苦笑しながら乗り込み、ヘリは唸うなりを上げて飛び立っていった。

　上空を旋回し、危険がないか監視してくれるそうだ。

　校舎の周りには防御用の障壁が張られていて、魔物イヴルは侵入できないらしい。

　が、それもあまり長い時間ではない。

　早いとこ、決着をつけないと。

「大丈夫か、姫ひめ乃の？」

　オレは、横で荒い呼吸を繰り返す姫乃に問う。

　ホントだったら、病院のベッドで寝てなきゃいけない状態。

　恥ずかしがりもせずオレの肩に腕を回して支えられてるのが、その証拠だ。

　けど、それでも姫乃は、

「大丈夫よこれくらい」

　そうやって強がるのだ。

　いいさ。

　こんなときぐらい強がるのもアリだと思うぜ。

　姫乃は、オレから視線を逸そらしながら、ちょっと頬ほおを染めて言ってくる。

「そ、それより、さっさと始めましょう。ぐずぐずしてる暇なんかないわよ」

「お、おう……」

　オレも、ちょっと戸惑いがちに頷うなずいた。

　なんで二人ともそんな態度なのかって？

　だってさ……。

　ニノが言うには、



『狙そ撃げき兵へいをイメージしてみてくれ。この場合の兵士が姫乃で、銃が少年だ。銃口は少年の手だな。姫乃が転写した術式を受け取った少年が、自分の魔力をそれに走らせ、腕を通して放つ。そして、術式を転写するには、二人の身体からだが密着している状態が好ましい』



　ということで……。

　オレが、ニノに指定された方向──北東に向き、姫乃がその後ろに立って、オレに思い切り抱きつく……というのが、その最適の状態なんだそうだ。

　いやあのこれ、想像以上に、めちゃくちゃ恥ずかしいんですけど！

　相手の顔は見えないけど、すぐ後ろで姫乃も「うぐぅ……」とか声漏らしてるし。

　ニノのやつ、絶対ヘリからこの状況眺めてるだろ。下手すりゃニヤニヤ笑ってやがる。

　しかもだ。オレも姫ひめ乃のもわりと服がボロボロで、密着するとその、肌の感触がですね、かなりダイレクトに……。

「──ってちょっ姫乃！　手が下すぎる！　もうちょっと上に回してくれ！」

　じゃないと、色々と問題が！

　姫乃は不機嫌そうに返してくる。自分の手が危険ゾーンに触れそうになってることには気づいてないっぽい。

「しょうがないでしょ。腕が上がらないのよ……文句があるなら、あんたがしゃがみなさいよ」

「分かったよ……」

　というわけで、オレは膝立ちになり、姫乃はオレの肩辺りに腕を回すことになる。

　位置的に、オレの頭は姫乃より下になった。

「これでどう？」

「お、おぉ、大丈夫だ」

　いや、実は後頭部にかすかに姫乃の胸が当たってたりするんだけど……。

　まあ、それどころじゃないしね！　仕方ない仕方ない！

　しかし……気のせいかな。これくらいの感触も、なんだか悪くないような気がするんだけど……。うーん……。

「──ちょっと、聞いてるのシツジ」

「お、うぉ!?　ななななんだって!?」

「もう、ボーッとしないでよね。さっきの話の続きよ」

「さっき……？」

「だからっ。さっき森で話してたでしょ。言いたいことがまだあるって」

「ああ、そうだったな……って、お前。今そんな話してて大丈夫なのか？」

「問題ないわよ。話をするのと、術式を構成するのはまったく別の作業だもの」

　そういうものらしい。

　喋しやべりながら料理を作ったり、音楽を聞きながら勉強するみたいなもんなんだろうか。

「……それで、なんだ？」

「だから……」

　と小さく言って、あとが続かない。

　姫乃はしばらく黙ったあと、

「っていうか！　あのときは、あんたが何か言おうとしてる途中だったじゃない！　あんたが話しなさいよ、まずは！」

　いきなり叫んだ。

　そういやそうだったな……。

　しかし、あの話を切り出すには心の準備が……なんて言ってる場合でもないか。

　オレは覚悟を決める。

　ある意味、魔物イヴル退治よりずっと大切な対決だ。

「姫ひめ乃の、あのとき見てたんだろ。オレと朱あか音ねが……キスするところ」

「……そうね」

「それで色々やってきて、でもオレはそれに全然気づかなくて、だからお前は余計に怒っちゃって……」

「……そ、そうね」

「悪かった」

「べ、別にいいわよ。謝んなくたって。どうせあの牛女が発情して勝手にしてきたんでしょう？　あんたが自分からキ、キスするなんてできるわけないもの。このチキンシツジ」

　……そりゃひどい。

　チキンとかじゃなくて、普通できないだろ、あんなふうには。

「そうじゃなくて……謝ったのは、お前の気持ちに気づかなかったことについてで──」

「それも別に……私もちょっと、おとなげなかったって、思うから……ごめんなさい」

「い、いや、気にしてないぜ」

　いつになく素直に謝る姫乃に、オレは戸惑いがちに言葉を返す。

　やっと、って感じだ。

　こんな大事件があってやっと、オレたちはこうやって素直に話せるようになった。

　まったく、なんて効率の悪い人間関係なんだ。

「け、けど！」

　と姫乃が声を上げる。

「あんたはちょっと鈍感すぎるわよっ。あれだけあからさまだったのに気づかないのは、正直どうかと思うわ」

「う……すまん」

　今改めて言われると、まったくその通りだと自分でも思う。

　でも、あのときは朱音に告白されたことで頭がいっぱいいっぱいだったのだ。

「あんたは……」

　ギュッと。

　オレの肩に回された姫乃の腕の力が強まる。

「……バカシツジでアホシツジでエロシツジでマヌケシツジでドンカンシツジだけど……でも……私の執事は、やっぱりあんたしかいないの。だから……」

　だから、と繰り返して、姫乃は、



「もう一度──私の執事になってくれる？」



　もちろんだ。

　オレは大きく頷うなずいた。

　その途端。

　オレは頭をガッチリ押さえられ、横を向かされた。

　そこに、姫ひめ乃のの顔が迫ってきて、

「!?」

　唇と唇が重なった。

　すぐに離れたりはしなかった。

　思いつきなんかじゃないと主張するように。

　その柔らかい感触は長く長くオレの意識を刺激し続けて──。

　そして突然、オレの頭にその「形」が思い浮かんだ。

　まるで、何かインスピレーションを得たみたいに。

　複雑な術式が、オレの中で像を結んだのだ。

　これが……姫乃が創つくった魔法か。

　無数の点と線と文字、魔法陣──それらが立体的に組み合わさって、まるで精せい緻ちな建築物のようだった。

















　その詳細な仕組みは、もちろんオレには分かるはずもないけど。

　でも、オレはそれをとても美しいと思って。

　そしてなぜか、どう扱えばいいのかも、直感的に理解できた。

「──できる？　シツジ」

　唇を離した姫ひめ乃のが、頬ほおを赤く染めつつ訊きいてくる。

　オレは笑みを浮かべて答える。

「任せとけ」

　執事なら、お嬢様が託してくれた魔法くらい、使いこなしてみせないとな。

　オレは左手を前に差し出す。

　右手はそれを支えるように肘ひじに当て。

　イメージする。

　姫乃が描いた魔法の術式をオレの魔力が駆け抜けて、腕を通って放たれる様を。

　二人の魔法が風となって舞い、街じゅうへ拡ひろがっていく様を。

　あらゆる場所でそれが雨のように降り注ぎ。

　闇やみを。

　魔物イヴルを。

　浄化していく様を。

「──うおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉオオオ！！！！」

　凄すさまじい力が身体からだの中で生み出されているのが分かった。

　けれど、魔物が出てきたときと違って、不快感はなかった。

　不思議だ。

　荒れ狂うような魔力を感じているのに、とても穏やかな気分だった。

　後ろから回された姫乃の腕。

　しっかりと、オレを逃さないとでも言うようにしがみついてくる彼女の体温。

　鼓動、息づかい、身体の震え、まばたき、こぼれそうな涙、流れる血液、負った傷の痛み、手のひらに浮かんだ汗、その何もかもが伝わってくるようだった。

　そして声が。

「シツジいいいいいいいぃぃイイイイ！」

　声が聞こえた。

　オレはそれに応こたえるように。

「おおおおお行っっけえええええええぇ！！！！」

　魔力を放った。

　身体中から、腕を通って、巨大な何かが飛び出していく感覚。

　オレの手のひらから放たれたそれを、観察している余裕はなかった。

　目も眩くらむような白光が視界いっぱいに広がった。

　突然台風の中に放り出されたような衝撃が、オレたちを襲う。

「うわっ！」

「きゃあ！」

　オレと姫ひめ乃のは手を伸ばし、互いの身体を抱きしめ合う。

　強風に煽あおられて、二人はゴロゴロと転がる。どこか──多分、屋上出入り口の扉──にぶつかってなんとか止まった。

　ムチャクチャだ！

　こんなことになるなんて聞いてないぞ！

　巨人が暴れまわっているような轟ごう音おんが響き渡る。

「どうなってるんだ!?」

　聞こえるかどうかも分からないが、オレは叫んだ。

「知らないわよ！」

　姫乃の返事が聞こえる。

　強風の中に、何やら黒いものが混ざり始める。

　街じゅうの魔物イヴルが、魔法の風に巻き込まれているのかもしれない。

「放すなよ、姫乃！」

「分かってる！」

　抱きしめ合う、とかいうロマンチックな雰囲気じゃなくなってきた。

　寒さから身を守るためにひっつき合うペンギンみたいな気分だぜ。

　風に混ざる黒いものはどんどん増えていって、オレたちの視界は闇やみに閉ざされていく。

　朝日が昇って明るくなり始めた空が、明あき原はら市の街並みが、見えなくなっていった。

「まさか……オレの魔力が、また魔物化して出てきたんじゃ──」

「違うわよっ」

　姫乃は、強い口調で否定してくる。

「あんたの魔力はもう魔物なんかじゃない。それは、さっきたくさん注がれた私が一番よく分かってるんだから」

「そ、そうか……」

　なんか照れるな、そんなふうに言われると。

「……でも、それじゃこれは何なんだ？」

「分からないわ……」

　姫乃は自信無さそうに呟つぶやいた。

　そりゃそうか。

　ニノに訊ききたくても、上空のヘリの姿も、もう見えなくなっていた。

　闇やみはどんどん濃さを増していく。

　やがて、オレたちの周りは真っ暗になった。
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「──ねえ。起きてシツジ」

　姫ひめ乃のの声が聞こえる。

　ぺちぺちと、軽く頬ほおを叩たたかれる感触。

　目を開くと、彼女が覗のぞきこむようにこちらを見ていた。

　オレは起き上がって辺りを見回す。

　真っ暗で何も見えない。

　オレと姫乃だけが、星のない宇宙空間に浮かんでるみたいに存在していて、周りはひたすらに暗くら闇やみだった。

「どうなってんだ……これ」

「分からないけど……多分。魔力の濃度が高すぎるんだと思う」

「？」

「あんたが私の術式を通して魔法を放ったでしょ。で、街じゅうに魔力が行き渡って、溢あふれてた魔物イヴルも純化されて普通の魔力に戻った。そのせいで、一時的に空気中の魔力が濃くなってるのよ」

「じゃあ……そのうち元に戻るのか？」

「……多分」

「頼りないな……」

「しょうがないでしょっ。こんな事態、初めてなんだから──」

　と。

　姫乃が憤りの声を上げるのを遮るように、その声は響いた。

『……なるほどな』

　オレと姫乃はハッとするように視線を巡らせる。

　いつの間にか、彼はそこにいた。

　オレたちから少し離れた場所に、虚空に浮かぶようにして。

　白髪交じりのうねる黒髪、漆黒のスーツに不釣り合いな木杖、顔の左半分を覆い隠す白い仮面。

　鷹たか宮みや清せい十じゆう郎ろうだった。

「……てめえっ」

「まだ何かするつもりなの!?」

　警戒して身構えるオレと姫ひめ乃の。

　しかし、清せい十じゆう郎ろうは首を左右に振った。

　……おかしい。ホントにこいつ、あの清十郎か？

　目の前の男からは、なんの脅威も感じられなかった。抜け殻みたいな──。

　外見だけソックリに作った人形のように、なんの力も感じられない。

　清十郎は、今にも消えてしまいそうな、おぼろげな声で言う。

『もう何も出来ぬよ……予定では、私は別の場所で……元の通りに再生するはずだった……いわば、魔物イヴルを介しての移動と再生……身体からだの大半が魔力で構成された私なら、問題なくそれができるはずだった……』

「…………」

　なんてことだ。

　あの魔物の大量発生は、清十郎による報復だろうとあまねは言ってたけど、それだけじゃなかったんだ。この男は、ちゃんと自分が生き延びる手段も用意してたんだ。

　しかし……。

「……どういうこと？　はずだったって」

『貴様の魔力がそれを阻んだ……』

　姫乃の問いに答えたのかどうなのか、清十郎はオレに向けて言ってきた。

「オレの魔力？」

『貴様の魔力が……私が再生するために必要な魔力まで、他の魔物とともに純化してしまった。移動のための術式を崩してしまったのだ。私の身体はもはや、元のように魔力を有したものにはならぬ……』

　興味が尽きぬな、と清十郎は言う。

『貴様の魔力……今まで見てきたどのようなものとも違う……それがあれば、私は本当に遥はるかなる地へ到達できたかも知れぬ……だが、それももはや…………』

　清十郎の声はどこか寂さみしげに響いた。

「……」

『このまま戻ったとて、それは叶かなわぬ。魔力を使えず、視みることも出来ず、私は真理から程遠い凡人と成り果てるだろう……ならば、未練もない…………』

「ちょ、あんた……」

　彼が言ってることの意味に気づいて、オレは声を上げる。

　こいつは、もしかしてこのまま……。

　清十郎の姿が、なんだかぼやけてきた。

　闇やみに溶けるように、少しずつ輪郭が曖あい昧まいになって……。

「待ちなさいよ！」

　それを、姫ひめ乃のが叫んで引きとめようとする。

「あんた、あれだけ騒ぎを起こしておいて、勝手にいなくなろうっていうの？　そんなワガママ許されるわけないでしょうが！」

「お、おい姫乃……」

「何よ！　だって納得いかないじゃない！　人に散々迷惑かけといて、自分の目的が果たせなくなったら『もういいや』って、何様なのよ!?」

　いや、こいつの場合迷惑ってレベルじゃないけどな……。

　確かに姫乃の言い分は間違っちゃいない。

　このままいなくなるのは無責任すぎる。

　けど……。

『貴様らにとってもその方が都合が良かろう……私を待つ者などいないのだしな』

　そうだ……。

　朱あか音ねも、いおりも、それに姫乃自身も……いろんなヤツがこいつにひどい目に遭わされてきた。正直こんなことは言いたくないけど、この男がいないほうが、みんな幸せになれる。そう思ってしまう。

　なのに、姫乃は。

「そうよ。私だってあんたのことは大嫌いよ。絶対に許したりなんかできない。でも、だからって、目の前にいて、そしていなくなろうとしてるのを、黙って見てられるわけがないでしょう!?」

　姫乃は手を握り締める。

　それが、かすかに震えていることにオレは気づいた。

「それに、朱音だって……」

『親と子の間に特別な繋つながりなどない……彼女が私に抱く感情は、憎しみのみだろう』

「それを決めるのはあんたじゃないでしょう！」

　もう我慢できないというように、姫乃が手を伸ばす。

「姫乃！」

　オレは慌てて彼女の左手を掴つかんだ。

　オレの右手と姫乃の左手は、お互いの手をしっかりと握り締める。

　そして、姫乃が伸ばした右手は、薄うっすらとその姿を曖あい昧まいにしていく清せい十じゆう郎ろうの腕を掴んでいた。

「朱音は確かにあんたのことを憎んでるかもしれない。けど……だからって、親にいきなりいなくなられて、喜ぶ子供なんていないわよ！」

　ぽたり、とオレの頬ほおに何かが飛んできて当たった。

　……泣いているのか。

　もしかしたら、姫ひめ乃のは今、自分の両親のことを思い出しているのかもしれない。

　魔物イヴルから人を救うために死んで、自分の下もとから突然いなくなってしまった……。

「だから！」

　姫乃は叫ぶ。

「いなくなるなら、朱音に会ってからにしなさいよ！　いくらでも罵ののしられればいいわ！　いおりなんか再起不能になるまであんたのこと殴り続けるかもしれないわね！　このまま逃げるなんて、そんなの絶対に許さないわよ！」

『…………』

　清せい十じゆう郎ろうは、もはや何も言わなかった。

　返す言葉がないのか、もう喋しやべるだけの意識が残っていないのか。

　周りが明るくなっていく。

　闇やみが薄れ、眩まぶしい光が視界を埋め尽くしていく。

　清十郎の姿も、姫乃の姿も、その白い光に飲まれて見えなくなっていった。

　オレにはただ、握りしめた姫乃の手のひらの感触だけがずっと残っていて。

　そして……。
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　気がつけば、オレたちはまた屋上にいた。

　屋上の地面はひび割れて、ボロボロになっている。オレが放った魔法の影響だろう。

　空が晴れているにもかかわらず、辺りには雨が降っていた。

　これも魔法なんだ。こうして、街じゅうの魔物を消し去っている。

「……なんだったんだ、さっきの？」

「さあ……」

　姫乃が掴つかんだはずの、清十郎の姿は見当たらなかった。

　ってことは、夢だったんだろうか、あれは。

　しかし、二人して同じ光景を見てたみたいだし……。

　姫乃が言う。

「魔力は人のイメージを具現化するから……異常に濃い魔力が満ちてたことで、複数の人間──私とあんたと、それにあの男のイメージが結びついたのかも」

「魔力を介して、意識が繋つながってたってことか？」

「多分……」

「よく分かんねえな」

「詳しく知りたかったら、先生にでも訊ききなさいっ」

　へいへい、とオレは適当な返事をする。

　別に分からなくても構わないさ。

「とにかく……終わったんだよな」

「そうね。お疲れ様。よくやったわ。さすが私の執事バトラーね」

「……お褒めに預かり光栄だ、お嬢様」

　そんな言葉を交わしたあと、オレたちは笑い合った。

　上空から、ニノを乗せたヘリが降りてきた。

　窓から顔を出したニノが、頭の上で腕で「マル」を作ってみせる。

　作戦成功、という意味らしい。

　オレと姫ひめ乃のは、雨に乱反射する朝日に目を細めながら彼女を見上げて。

　びしょ濡ぬれになりながら手を振った。










エピローグ



　──そんなわけで。

　かなりの大事になってしまった今回の騒ぎも、なんとかケリがついた。

　明あき原はら市全域に発生していた魔物イヴルは、姫乃とオレの共同魔法（？）によって、殲せん滅めつすることができたようだった。

　奇跡的に、なんていうと失礼になるだろうな。朱あか音ねの指揮の下もとで動いた鷹たか宮みや家の人たちや、稀き少しよう災害対策課の職員の働きのお陰で、死者は出なかったそうだ。多少の怪け我が人にんはいたみたいだけど、大したことはないらしい。「少なくとも姫乃よりはマシだ」とニノが呆あきれ顔がおで言っていた。

　今回の事件をどういうふうに処理するかは、まだ決めかねてるらしい。

　確かに、なんかの災害や事故扱いにするにしても、集団幻覚だってことにするにしても、無理がありすぎる。

　もういっそ魔法とか魔物のこと世間にバラしちゃえよ、と思わなくもないけど、そう簡単にはいかないんだろうね。

　……さて。

　今回の騒ぎは、いろんな人のいろんな事情を引ひっ掻かき回まわしていった。

　その後始末というか、後日談的なものはちゃんと話しておいたほうがいいだろう。

　蛇足だって思う人もいるかもしれないけどさ。

　ま、けっこう重要な話もあるので、最後まで付き合ってってくれると嬉うれしい。
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　事件から二週間くらいが経過した。

　街の混乱もようやく収まってきた感じだ。

　あまり色々語ってもしょうがないので、オレたちに関係があることを話そう。

　明あき原はら高校はまた改築工事が始まった。

　と言っても、さすがにまた休校というわけにもいかないので、生徒は周辺の高校の空き教室に振り分けられて授業を受けている。

　で、その新しい場所に通うのに、仙せん堂どう家からだと不便だということで、オレと姫ひめ乃のは例の鷹たか宮みや家の離れに引っ越していた。

　っていうか、オレがいない間に魔物イヴルが襲撃してきたとかで、オレの家がメチャクチャになってしまってたんだよね……。

　リビングの窓ガラスは大破してるし、あっちこっち壁紙剥はがされたり棚を引き倒されたり酷ひどいもんだ。

　ヨーロッパに出張中の両親がもうすぐ帰ってくるそうなので、簡単な補修だけして、あとは二人に任せることにした。なんて言い訳しよう。家の中に竜巻が発生したんだ！　とかかな……。

　そんなわけで、だだっ広いお屋敷（離れと言っても、ウチより大きいのだ）で、オレと姫乃は二人きりで暮らすことになったのだった。

　え？　他のみんなはどうしたかって？

　それはまあ、あとで話すよ。

　ともかく、その日。

　もうそろそろ梅雨が始まるんじゃないかなーというくらいの六月上旬の夜のことだ。

「…………」

　オレは姫乃の部屋で、姫乃のタンスを漁あさっていた。

　……いや、待ってくれ！

　違う、違うんだ。

　これは別に、下着泥棒をしようとか、そういうことじゃないんだよ。

　オレの服装を見てもらえば分かる。

　そう、オレは執事服を着ていた。

　晴れて、姫ひめ乃のの執事バトラーに再任したってわけだ。

　つまり、こんなことしてるのも執事としての業務なんだよ。

　ついさっき……。

　だだっ広い、無駄に豪華な食堂で夕食を済ませたあと、姫乃はお風ふ呂ろに行った。

　オレはいつも彼女のあとで入るので、先に食器を片づけたりしてた。

　すると。

『ちょっと！　ちょっとシツジ！　大変大変！』

　ぅわんぅわん、って感じに反響した姫乃の声が聞こえてきた。

　お風呂で叫んでるらしい。

　オレは慌てて駆けつける。

「なんだ!?　どうした！」

　これもまた豪華な引き戸越しに呼びかける。

　まさか魔物イヴルか、はたまた魔法使いの襲撃か……？

　と思ったが、違った。

　戸の向こうからは、あまり緊迫感のない姫乃の声が聞こえてきた。

「タオルと着替えを忘れちゃったの。私の部屋から持ってきてくれない？」

「なんだよ……脅かすなよなぁ」

　胸を撫なで下おろしながら、オレは今いる脱衣所を見回す。

　確かに、かごには彼女が脱いだらしい服しかなかった。おっと！　下着を見たりなんかしてませんよ！　ピンク！

「でも……着替えって、何持ってくりゃいいんだよ？」

「全部忘れちゃったから、全部よ。もう寝るからパジャマね。あと、フェイスタオルお願い。場所は──」

「いやいや、ちょっと待てよ。ホントに着替え全部持ってきていいのか？」

「いいわよ。なに？　面倒くさいとか言いたいわけ？」

「そんなことはないけどな……」

「だったら早くしてよね」

　…………。

　……と、そんなわけで。

　着替えを全部用意するべく、オレはタンスを漁あさってるのだった。

　パジャマはオッケー、フェイスタオルもすぐに見つかった。

　問題は……下着である。

　いや、オレもね、執事なりにご主人様である姫乃の服については多少把握してる。けどそれにも限界はあるし、ましてや下着についてはノータッチだ。姫ひめ乃のは最近、下着だけは自分で洗ってるし。

　そんなわけで、この、右から三つ目のタンスの、一番下の引き出しは、オレにとって未知の領域なのだった。

　別名、黄金の楽園エルドラドとも言います！

　そこは、オレには自ら光り輝いているように見えた。

　整然と並んだ、色とりどりの布。可愛かわいらしく、綺き麗れいに畳まれたそれらは、普通の服とは違う、独特の質感を漂わせていた。

「……ふむ」

　オレは、興奮が一巡して、むしろ冷静な態度でそれらを吟味した。

　ここはやっぱり、王道の白ですかね！



　そんなわけで、着替え一式とタオルを持って、オレは風ふ呂ろ場ばに戻った。

　考えてみると、以前の姫乃はパンツ一枚で寝てたのに、仙せん堂どう家に住むようになってからは、ちゃんとパジャマを着るようになったんだな。

　羞しゆう恥ち心しんと警戒心に伴って、ちゃんと防御力もアップしたらしい。

　そのわりに、オレに下着を取りに行かせるのはどういうわけだ……。

　そんなことを考えながら、脱衣所から引き戸越しに声をかける。

「お待たせ。着替えここに置いとくぜ」

「もう！　遅いわよ」

　別に怒ってるふうでもない、姫乃の声が答える。

「タオルはこっちに持ってきてくれる？」

「おう、分かった──ってマジで!?」

　何言ってるんですかこのお嬢様！

「なによ。タオルないと身体からだ洗えないじゃない」

「そ、そりゃそうだけど……いいのか？」

「どういう意味？　お風呂場に入るの禁止した憶おぼえはないけど」

　禁止されたら困るよな！

　けど……姫乃が入ってる間は入らないってのは暗黙の了解じゃないの？

　やっぱこのお嬢様、防御力もあんまりアップしてないっぽいな。

　っていうか、警戒心も下がってるんじゃないのか？

　まあしかし……お嬢様が来いって言うなら仕方ないよな。

　いやーオレ執事だからさー、ご主人様の言うことには逆らえないっていうかさー。

　……いざ！

　ガラリ、と引き戸を開けて、オレは風ふ呂ろ場ばに突入する。

　湯気が一気に押し寄せてくる。オレは一歩を踏み出して、戸を閉めた。

　風呂場もまたやたらに広い。

　どこの温泉旅館の大浴場だっていうレベル。

　石造りの浴槽が真ん中にデーンとあって、壁際にシャワーが並んでる。

　そのひとつの前に、姫ひめ乃のが座っていた。

　バスタオルを身体からだに巻いて。

　……ですよねー。

　考えれば、というか、考えるまでもなく当然だよな。

　そりゃまさか、全身フルオープンな状態で男を入れるわけないよな。

　とはいえ、それでもちょっと落胆しつつ、オレは姫乃のところへタオルを持っていく。

「…………」

「どうしたの？　早くちょうだい」

「お、おぅ！」

　オレは慌てて答える。

　いや、自分でもびっくりだ。

　ほんの二カ月くらい前は、パンツ一枚の姿を見ても「まあこういう体形が好きな男もいるんじゃね？」くらいにしか思わなかったのに、今はなんだかちょっとドキドキしてる。

　決して小胸が好きになったとかそういうことじゃなくて。

　ああくそ、なんて言ったらいいんだろうな……。

　なんて、余計なことを考えてたら、

「──っうわ!?」

「え？　ひゃあぁ！」

　床のぬるっとしたところに足を取られて、オレは姫乃の目の前ですっ転んだ。

　多分、姫乃が髪を洗ったときのシャンプーかなんかが残ってたんだろう。

　で……うん、もうお分かりだと思う。

　オレは姫乃を巻き込んで床に倒れた。

　とっさに姫乃を抱きかかえるようにして腕を回したので、硬いタイルに身体を打つことはなかったと思う。

「っ……悪い。大丈夫か？」

　オレは彼女の身体を下ろして身を起こす。といっても、急に立ってまた転んだら嫌なので、膝ひざはついたままだけど。

「…………」

「……姫乃？」

　返事がないので気になって、オレは真下にいる姫ひめ乃のを見た。

「……なっ、ぐぁ……！」

　そして固まってしまった。

　ヤバい。これはヤバい。

　姫乃は完全に裸だった。

　身体からだに巻いていたバスタオルがほどけて床に広がって、姫乃はその上に仰向けに横たわってる状態。そしてその上に、オレが覆いかぶさっているのだ。

　上気した頬ほお。濡ぬれて、肌にしっとりと張り付いた金色の髪の毛。かすかに赤らんだ白肌は、水滴を弾はじいて玉のようにしている。精巧な人形のように細い手脚や小柄な身体には、傷ひとつなくて……。

「ってあれ……？」

　オレは状況も忘れて、思わず呟つぶやいていた。

「姫乃。お前、怪け我がは……？」

　この前の事件で、姫乃はオレを助けるために魔物イヴルと戦って、かなりの傷を負っていた。あれは、下手をすれば一生残るくらいのものだったはずなんだけど……。

「ま、魔法使いは……」と姫乃は戸惑った声で答える。「代謝がいいのよ。体内の魔力を入れ替えることが多いのが原因らしいけど……ほら、先生とか、年齢よりずっと若く見えるでしょ」

















　いや、ニノのあれは若いというより幼いだと思うけど……。

　しかし、そうなのか。

　オレはちょっとホッとした。

　本人がなんでもないと言ってたとはいえ、オレのせいで姫ひめ乃のに傷を負わせたと思うと、心苦しくはあったんだ。

　……っと、いけない。

　一人で安心してる場合じゃない。早くどかないと魔法で吹っ飛ばされるぜ。

「そ、そうなのか。それは良かった──」

　なんて言いながら、身体からだを起こそうとしたオレの腕を、姫乃が掴つかんで止めてきた。

「待って」

「え、な、なに？　どうしたんですかお嬢様!?」

　困惑して思わず敬語になるオレ。

　姫乃は、なんだか照れたように目をわずかに背けながら、

「こここ、興奮、する……？」

「な、あぁ、あ……は？」

　こっちは興奮じゃなくて混乱だよ。大混乱ですよ！

　怒ってるに違いないと思ったら、何言ってるんだこいつは？

「だから、その……あんた、朱あか音ねみたいなのが好きなんでしょ……？　だったら、私と、こういう状況になっても、全然なんとも思わないのかなって……それは、それで、ちょっと困るかなって……思って……」

「……姫乃」

　お、おう、なんだこれ。

　なんか物もの凄すごい可愛かわいい女の子が目の前にいるんですけど。

　こ、困るってなんですかね？

　姫乃的に、オレが興奮しないのが困るのってどうしてでしょうね……!?

　そんなことを想像してしまって、オレの心臓がなんかヤバいことになってきた。

　高鳴る鼓動を、深呼吸でなんとかごまかしつつ、オレはゆっくりと答えた。

「興奮……するよ」

「ほ……ホントに……？」

　ちらっ、と青色の両目がこちらを見る。

　オレは何度も首を縦に振る。

「ホントだって。こんなことで嘘うそついてもしょうがないだろ」

「……どんなところが？」

　おい……こいつ……っ！

　くそ、こうなったらとことん言ってやる。途中で恥ずかしくなっても知らないからな！

「抱きかかえられるくらい小さいのが可愛かわいいよな。腕や脚もすごく細いし。でも鍛えてるからか？　痩やせすぎって感じは全然しなくて、すごくスタイル良く見える。太ももは意外と肉付きよくてオレ好み──べふぉ!?」

　いきなり殴られた。

「何しやがる！」

「も、もういいわよっ！　恥ずかしいシツジね！」

「お前が言えっつったんだぞ！」

「く、口じゃなんとでも言えるわよねっ」

「この……っ」

　強情なお嬢様だな！

　しかし、まあ、これまでのオレの言動を思えば、その態度も分かる。

「…………」

　だから、ここでオレがこんな行動に出たって、責める奴やつはいないよな。

　むしろそうしなかったら、とんだチキンシツジだって笑われるに違いない。

　また、思い余ってエア胸パッドとかやられても困るしな。

　オレは──姫ひめ乃のの肩を押さえると、自分の身体からだを下ろして、ゆっくりと顔を近づけた。

「ちょ、え、シツジ……ふぇっ!?」

　あれだけ言っておきながら、姫乃は困惑しまくってるけど、オレは止める気はないぞ。

「…………」

　最後には姫乃はゆっくりと瞼まぶたを下ろした。

　そしてオレは、唇を重ねた。

　確かめるように、しっかりと。

　さっきの言葉は嘘うそじゃないと伝えるように、はっきりと。

　そしてやがて、惜しむようにゆっくりと、唇を離した。

「……これで、納得いったか？」

「…………」

　コクコク、と無言で頷うなずく姫乃。

　その顔は、なんだか夢でも見てるみたいにポヤヤンとしていて、熱でもあるみたいに赤かった。

　ヤバい……なんか、もう、色々と抑えられないんだけど……！

「……姫乃っ」

　と。

　オレが彼女に何をしようとしたのかは言わないでおこう。

　結局それは、実行されなかったのだから。

　その瞬間、無粋な電子音のドアホンが鳴り響いた。

　この屋敷は広すぎるので、玄関のチャイムが押されると、各部屋に設置されたブザーも連動して鳴るようにできているのだった。

　まったく、余計な機能をつけてくれるぜ……。

　オレは慌てて起き上がると、

「ちょ、ちょっと見てくる！」

　と叫んで風ふ呂ろ場ばを飛び出した。

　無視すりゃ良かったかな。

　しかし、鷹たか宮みや家の敷地内にあるこの離れに、単なるセールスやらお祈りの人やらはやってこないので、出ないわけにもいかない。

「はーい、はいはい」

　赤い絨じゆう毯たんの敷かれた玄関に出て、扉を開ける。

「あ、会長」

「こんばんは。ふふ、もう会長ではないのだけどね」

　そこにいたのは、朱あか音ねだった。
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　すぐに姫ひめ乃のが風呂から上がってきて、みんなで食堂に集まった。

　朱音と一緒にやってきたいおりが紅茶を淹いれて、みんなでテーブルを囲む。

「どうしたのシツジくん？　そんなビショ濡ぬれで」

「ああ、いや、ちょっと。あははは……」

「おおかたこのエロクズ虫が鷹宮姫乃の入浴を覗のぞこうとして、お湯をかけられたのでしょう。まったく相変わらずですね」

「違うっての！」

　まあ、普通に考えれば、そうとしか思えないだろうけどさ……。

「いいですか、あのような変態には絶対になってはいけませんよ」

　と、いおりは自分と朱音の間に座る五歳くらいの少年に向かって言い聞かせるように告げる。言われた少年は、一人だけ出されたオレンジジュースを飲みながら、コクコクと頷うなずいた。

「おい、子供に変なこと教えるなよ」

「あなたは、この子を変態に育てたいのですか。そして自分の手下にしようと……なんてえげつない……！」

「そういうことじゃねえよ！」

　……この子供。

　朱あか音ねといおりの愛が性別と時空を超えて生み出した二人の息子──ではもちろんない。

　彼は、清十郎だった。

　あの事件のあと、メチャクチャに崩壊した鷹たか宮みや家の瓦が礫れきの下からこの子が発見された。その姿は、昔の写真に写っている、子供のころの清せい十じゆう郎ろうにそっくりなのだという。

　どういう理屈なのかはよく分からない。

　あのとき──あの魔力に満ちた闇やみの中で、姫乃が引っ張って救い出したのが彼なのか。

　それとも、それとは関係なく清十郎は助かったのか。

　正確なところは分からないけど。

　ともかく、清十郎は生きていた。

　ただし、持っていた多量の魔力は失い、記憶もなくなっていた。

　自分の名前、これまでの出来事、魔法の知識……何もかもを失っていた。

　つまりここにいるのは、ごく普通の五歳くらいの少年、なのだった。

　オレは朱音に問う。

「……で、結局どうなることになったんだ？」

　この少年の扱いは、鷹宮家も、他の魔法使い組織も、かなり揉もめたらしい。あれだけの事件を引き起こした張本人だし無理もない。

　その上、清十郎は超巨大企業を幾つも擁する鷹宮グループのトップでもあるのだ。混乱は必至だろう。

　朱音は紅茶を飲みながら静かに答える。

「鷹宮清十郎は事故死、ということで片がついたわ。魔法使いの中にも、この子がお父様だと納得出来ない人がいるのに、表の人たちが信じるはずがないものね」

　ま、そうだろうな……。

「じゃあこの子は……？」

「お父様の子供、ということで通すことにしたわ。わたしの異母弟おとうとね」

「なるほど……」

　オレは内心安あん堵どの息を吐く。

　姫ひめ乃のもホッとしてるっぽい。

　下手をすれば聖骸教団ホーリイ・コープスあたりから命を狙ねらわれてもおかしくない。もう完全に別人といっていい彼に、そんな宿命を背負わすのもおかしいだろう。

「連れてくことにしたのか……？」

「ええ」

　オレの問いに、朱あか音ねはゆっくりと頷うなずいた。

　彼女は、いおりと一緒にヨーロッパへ渡ることにしたのだ。

　あちらには聖骸教団ホーリイ・コープスの本部があり、彼女の母親が意識不明のまま治療を受けている。

　朱音は、その治療法を研究するため、教団が運営する魔法使いのための学校に留学するのだという。

　そんなわけで、鷹たか宮みや朱音はもう、明あき原はら高校の生徒会長ではないのだった。

『シツジくんたちと離れるのは残念だけれど。でも、鷹宮清せい十じゆう郎ろうという呪じゆ縛ばくがなくなったとき、わたしがしたいと最初に思ったのはそれだったの』

　と、数日前にこの話を教えてくれた朱音は言ったのだ。

　それを引き止めることなんて出来ないよな。

　しかし、そうか……。

「魔法使いとして育てるのか？」

「いえ、そのつもりはないわ。またあんな大人になっても困るし。それにそもそも、この子は体内の魔力が普通の人間に比べても極端に少ないの。魔法を扱うことはできないわ」

「そうなのか……」

　なんか皮肉なもんだな。

「この子には、海外の色々な学校で学んでもらいたいの。わたしがいずれ鷹宮家の企業を引き継ぐことになるから、そのパートナーになってもらおうかと思っているわ。もちろんこの子が望めば、だけど」

　なんか話がでかくなってきたな。

「……そういや、名前、決まったのか？」

「ええ。鷹宮──織おり音ねよ」

「そうか」

　……なるほどな。

　オレは、周りの会話がよく分からずキョロキョロしてる少年を見る。

　こいつはこれから朱音といおりと一緒に海外に行って、三人で暮らすわけか。

　なかなか羨うらやましいな、おい。

「織音」

「……？」

「頑張れよ」

「…………」

　オレの言葉に、分からないながらも首を縦に振る織音。

「それで」と姫ひめ乃のが朱音に言う。「今日はどうしたのよ？　その……織音くんの話をしにきただけ？」

　姫ひめ乃のはチラチラと少年のほうに顔を向けつつ言う。彼と目が合いそうになると、慌てて逸そらしてた。相手が元清せい十じゆう郎ろうだからって言うより、子供が苦手なんだろうな、こいつは。

「いえ、それもあるのだけれど」

　と朱あか音ねが問いに答える。

「姫乃に頼みがあって来たの」

「？」

「……なに？」

　急に改まった口調になる彼女に、オレと姫乃は首を傾かしげる。

　朱音は、真まっ直すぐに姫乃を見つめ、その言葉を告げた。



「あなたに、鷹たか宮みや家を継いでほしいの」



「え？」

　意外な言葉に不思議そうな顔をする姫乃に、朱音は笑みを浮かべて、

「当主の座を丸ごと引き継いでくれという訳じゃないわ。そうではなく、魔法使い組織の方をあなたにまとめてほしいの」

　朱音の説明を簡単にまとめると、こうなる。

　鷹宮家の表の顔である巨大企業グループの人間は、清十郎を牽けん引いん力りよくとしてまとまっていた。だから、その娘である朱音がいずれ、その跡を継ぐことを希望しているという。

　しかし、裏の顔である魔法使い──退魔師プリースト集団の人たちは、強引なやり口の多かった清十郎には反発心があったのだという。

　だから、本来鷹宮家を継ぐはずだった人間の娘、つまり姫乃がそちらをまとめたほうがいいだろう、ということらしい。

「けど、いいの？」

　と姫乃は言う。

「鷹宮は退魔師集団が上位……そちらをまとめるほうが実質当主になるでしょう？　それじゃあんたは──」

「別にわたしは、当主にこだわりなんてないわ。そしてそれは、あなたも同じでしょう、姫乃？」

　なるほど……。

　オレはなんとなく朱音の狙ねらいが分かった。

　彼女は、鷹宮家を分割しようとしてるんだ。

　企業は自分、退魔師は姫乃がそれぞれにまとめ、一人の人間が両方を支配して権力を独占するのを防ぐ。

　それが良いのかどうか、オレにはとうてい判断できないけど。

　きっと、最適な選択肢なんだと思う。

　なんせ、あの朱あか音ね生徒会長の判断なんだから。

「分かったわ」

　姫ひめ乃のは頷うなずいた。

　即断だった。

「こちらは私に任せなさい。あんたはヨーロッパで好きなだけ勉強してくるといいわ」

「ふふ。大変になったらいつでも言いなさい。助けに来てあげるから」

「必要ないわよっ。あんたこそ途中で逃げ帰ってきたりしないでよね」

　いつもどおりの言い争いをしつつも、二人は笑みを浮べている。

　本当にいい関係だなとオレは思った。

　朱音が姫乃に退魔師プリースト集団を任せるのも、姫乃が朱音の提案に即答したのも、お互いを信頼してるからなんだろう。

　譲れないところはあっても、認めるところは認めてる。

　きっとこの二人なら大丈夫だろう。

　そんなふうに感じた。

「──それじゃ、そろそろ行くわ」

　そう言って席を立つ朱音に、オレは呼びかける。

「あ。朱音」

「何かしら、シツジくん？」

「その……ちょっといいか？」

　危ない危ない。

　これをそのままにしておくわけにはいかなかった。
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　姫乃、いおり、織おり音ねの三人には食堂で待っててもらい、オレと朱音は外に出た。

　周りの森に明かりはなく、二人を照らすのは玄関灯のオレンジ色の光だけだった。

「さて、何のご用かしら？」

「この前の……返事をしようと思って」

　ちょっとおどけたように言ってくる朱音に、オレは恐る恐るといった感じで切り出す。

　すると朱音は溜息とも苦笑ともつかない声を漏らし、

「まあ……そうね。聞かなくても、だいたい分かるのだけど」

「朱音……」

「でも、ちゃんと聞かせてちょうだい。はっきり言われないと、またあのときみたいに勢いで何かしてしまうかもしれないものね」

　とイタズラっぽく笑う朱あか音ね。

　ちぇ、言い難いことを言わなくて済むかと思ったけど、やっぱり駄目か。

　けど……そうだよな。はっきり口にしておかないとな。

　朱音のためにも。オレのためにも。

　オレは、朱音に真まっ直すぐ向き直り、頭を下げる。

　そして、答えを返す。

　あのときのキスと、告白の答えを。

「ごめん、朱音。オレは、あんたの気持ちに応こたえることはできない」

「そう……」

　小さく呟つぶやいたきり、朱音は次の言葉をなかなか発しなかった。

　今、彼女はどんな顔をしてるのだろう。

　オレは、頭を上げることができなかった。

　やがて。

　長い長い沈黙のあと、朱音はぽつりと言った。

「ありがとう、シツジくん」

「……会長」

　顔を上げながら、オレは思わずその呼び名で彼女を呼んでいた。

　朱音は苦笑しながら、

「実はね、姫ひめ乃のには敵わないなって、もう思ってしまっていたのよね、わたし」

「え？」

「シツジくんが攫さらわれて、わたしたちはあの家で魔物イヴルに襲われて、対応を決めかねているとき、あの娘はただ一人、少しも迷わずあなたを助けに出ていったのよ」

「…………」

「姫乃の頭には、あなたのことしかなかったのよ。あのとき姫乃を見て、わたしは格好いいとすら思ったわ。そして、生まれて初めて、あの娘に勝てない、ってそう感じてしまった。悔しいけどね」

　その話を、ここでオレは初めて聞いた。

　オレはただ、あのときボロボロになって現れた姫乃の姿しか知らなかった。

「な、なあ会長」

「なぁに？」

「その……オレがいなかったときの話、詳しく聞かせてくれないか？」

「あら、冗談じゃないわ」

　朱あか音ねはちょっと不機嫌そうに頬ほおをふくらませる。

「どうしてわたしが、平原娘の勇姿を語って聞かせないといけないのよ。しかも、わたしを振ったばかりのあなたに。先生にでも聞いてちょうだい」

「わ、悪い……そうだな」

　言われてみればその通りだ。

　まったくオレは配慮が足りない。

　姫乃が、オレと離れてる間どうしてたのか、それを知りたいって気持ちがまっさきに飛び出してしまった。

「──いでっ」

「顔がニヤけてるわよ、シツジくん」

　朱音にデコピンされた。

　オレは慌てて口元を押さえる。

　マジかよ……喜びすぎだろ、オレ。

　処置なしね、と言うように首を横に振ってから、朱音はオレに背を向けて言った。

「そろそろ戻りましょうか」



　こうして、夜のお茶会はお開きになった。

　翌日、朱音といおりと織おり音ねは、ヨーロッパにある聖骸教団ホーリイ・コープスへと旅立っていった。

　オレと姫ひめ乃のは空港まで見送りに行ったけど、わりとアッサリとした別れだった。

　会おうと思えば、いつでも会えるしな。

　日本とヨーロッパ。

　距離は確かに遠いけれど、姫乃と朱音がずっと抱えていたわだかまりに比べりゃ、そんなもの何の障害にもならないだろうさ。
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　それから数日後。

　オレは鷹たか宮みや家の離れで、ニノの診察を受けていた。

　ちなみに姫乃はここ数日、鷹宮本家の屋敷で忙しそうに働いてる。退魔師プリーストのまとめ役になるための作業がたくさんあるのだ。

　っていうか、オレもさっきまでそれを手伝ってたんだけどな。

　今朝、ニノから電話があって、呼び出されたのだ。

　ニノは大量の器具（医療機器のような魔法道具のような、不可解なものばかりだった）を持ち込んでいて、オレはそれに取り囲まれたベッドに寝かされて、今までになく精密な検査を受けた。まるで人間ドックだ。

　そうしながらオレは、オレがいなかったときの話を色々聞いたってわけだ。

　なんていうか、その……照れるな。

　で、長い話と長い検査が済んで、その結果をまとめたニノはこう言った。

「とりあえず心配いらないだろう」

「ホントか？」

　オレは思わず問い返す。

　いや、ニノを信用してないわけじゃないんだぜ。

　ただ、あれだけのことを引き起こしてしまったんだ。不安にもなるってもんだろ。

　ニノは、それが分かったのか、オレを安心させるように大きく頷うなずいた。

「ああ。少なくとも、またあの規模の魔物イヴルの発生がなければ、きみの魔力があんなふうに反応することはない。それは保証できる」

「そうか……」

　オレはホッと息を吐く。

　そして、質問を重ねた。

「で……結局、オレの体内の魔力ってなんなんだ？　やっぱり魔物なのか？」

　一応覚悟はしてたので、すんなり訊きくことができた。

　しかしニノは、その問いには首を横に振った。

「いや。それはあまねの話を聞いた時点で思いついた仮説だったんだがね。それともまた違ったようだ」

「そうなのか……？」

　じゃあいったい……。

「わかりやすく言えばだ、少年。きみの魔力は、魔力になっていない魔力なんだ」

「…………」

　全然わかりやすくねえんだけど。

「おい、ニノ……」

「他に言いようがないんだから仕方ないだろう」

　そう言いながらおもむろに彼女は、白衣のポケットから板チョコを取り出した。

　それを何か喩たとえに使うのかと思ったら、普通に開封してバキリと食べ始める。

「ふまひふぁ」落ち着け。「──つまりだ。魔力が、魔法使いが扱うような形になる前の状態ということだ。だからこそ、それだけ多量に保有できるし、きみの感情とは無関係に魔物化したんだ」

「魔力になる前の魔力……？」

「そういうことだ。実際、魔力がどのように生み出されるのかはずっと謎なぞのままなんだ。魔力は魔法による具現化によって消費される。そのとき、空気中や術者の体内、もしくは執事バトラーの体内の魔力は減少している。しかしそれはやがて補充され、元の量に戻るんだ。その原理──魔力が何から、どのように生成されるのかは解明されていない」

　板チョコをあっという間に食べ尽くしたニノは、早くも二枚目を開封しながら、

「しかしきみの体内にあるのは、その魔力になる一段階前のものだ。そしてそれは体外に出てくるときに、魔物イヴルなり魔力なりに変換される。ただ、今まで魔法使いが扱ってこなかったというだけで、きみの中にあるものもまた魔力には違いない」

「…………」

　正直、ニノの話はオレにはよく分からなかった。

　オレは魔法使いじゃないし、魔力やら魔法やらの理論を勉強してきたわけでもないんだからな。

　ま、ここは、オレの魔力に今のところ危険性がないってことで、納得しとくべきなんだろう。

　ニノは板チョコを腹に収めると（結局四枚食べた）、器具を片付けながら言ってくる。

「まあワタシも数カ月後には戻ってくる予定だから、そのときにまた検査をするよ。いずれ、きみの魔力を扱うのに最適な方法も、ちゃんと開発してみせる」

　研究者──錬金術師アルケミストのプライドにかけて、とでも言うように、珍しく強い口調で彼女はそう言った。

「おう」

　よろしく頼むぜ。

　そう言いかけて、オレはニノのセリフに妙な言葉があったのに気づく。

「……数カ月後には戻ってくる、ってなんの話だ？　どこか行くのか？」

「ん？　ああ、すまんすまん。まだ話してなかったな。ちょっとあのバカ弟子を捜しに行ってくる」

　バカ弟子──百も舌ず谷やあまねのことか。

「……そういやあの人、あの事件以来いなくなってたな」

「そうなんだよ」

　とニノは溜息混じりに言ってくる。

「あのバカ、あの騒ぎのときに聖骸教団ホーリイ・コープスの団員を引っ張ってきたはいいが、そのままバックレやがった。気がつきゃ消息不明だ」

「マジか……」

　と言いつつ、オレはそんなに驚かなかった。

　あの異世界からやってきたみたいな彼女なら、そんなふうに突然フラッといなくなっても不思議じゃない気がした。

　ニノも、オレと同じように思ったらしく、苦笑して、

「ま、あいつの行きそうな場所なんぞ限られてるからな。今度こそ連れ戻して、魔物使いヘレシーなんぞ止めさせるさ」

「そうか……」

　なんとなく、だけど。

　ニノはずっと、あまねを捜しに行きたかったんじゃないかって気が、オレにはした。

　けど、同じく弟子の姫ひめ乃のや朱あか音ねが心配で、ここを離れられなかったんじゃないかって。

　そんな気がしたってだけだけどな。

「少年」

　なんだか、改まった口調でニノが言ってくる。

「ん？」

「今更だが、姫乃をよろしく頼むぞ」

「……」

「あいつは退魔師プリーストとしての才能はあるし頭もいい。けど、わりと簡単に周りが見えなくなるからな。横でサポートしてやる奴やつがいないと、鷹たか宮みや家のトップなんて務つとまらないだろ」

「……オレがサポートできるとは限らないぞ」

　何しろ日本最大の退魔師の集団だ。

　魔法使いでも何でもないオレがどうにかできるとも思えない。

　しかしニノは笑みを浮かべ言った。

「なに、あのときと同じでいいんだよ」

「あのとき？」

「きみが姫乃を助けたときさ」

「……」

　オレは思い出す。

　姫乃がずっと溜ため込こんでいた負の感情を爆発させて、魔物に取り込まれてしまって。

　それをオレが、あいつの執事バトラーになることで助け出した──。

「あのとき、きみが言ったとおりだ」

　とニノは言う。

「姫乃が困っていたら手を差し伸べて、あいつが駄目だと思っている何かを肯定してやればいい。それだけで──」



「『弱さ』や『迷い』を誰かに認められるだけで、人は前に進めるんだからな」



　そんな言葉を残して、ニノは。

　オーバーオールの上に白衣をはおり、さらにランドセルを背負うというマニアック極まりない格好で、鷹たか宮みや家を立ち去った。



　こうして。

　朱あか音ね、いおり、織おり音ね、ニノ、あまね……オレたちの周りに現れて、騒動を起こしたり、助けてくれたり、色々な形で関かかわったみんなが、それぞれの目的のために去っていった。

　あとに残ったのは、姫ひめ乃のとオレ。

　魔法使いのお嬢様と。

　その執事バトラーなシツジだった。
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　長々と続けた後日談もそろそろ終わりだ。

　もうだいたい話すべきことは話したはず。

　あとはまあ、締めの言葉くらいだから、気にしなくていいんじゃないかな？

　っていうか、恥ずかしいのであまり話したくないんだが。

　そういうわけにもいかないよな……。



　その日の朝。

　オレは見慣れない部屋で目を覚ました。

　これまで住んでたあの離れよりも、さらに豪華な洋室だ。

　それもそのはず。ここは鷹宮本家の屋敷なのだ。

　あの事件でめちゃくちゃに崩壊してしまってたんだけど、その修理がようやく終わり、オレと姫乃は昨日の夜からここに暮らすことになった。

　いやー、落ち着かないですよ。

　何しろこの屋敷、迷路みたいに広い。

　そしてそこら中に退魔師プリーストの部下だの屋敷を取り仕切る使用人だのが沢山いる。

　全然、自分の家って感じがしない。

　そしてオレは、今までやってた執事としての仕事の大半を奪われた。

　奪われた、っていうと変だけど、まあとにかく、食事の用意だの掃除だの洗濯だの、そういう家事は他の使用人の皆さんがやってくれるってわけだ。

　まあ確かに、こんな広い屋敷をオレひとりでどうにかしようなんて不可能だしな。

　で、オレは魔法を供給するほうの執事だけやってりゃいいって話になった。

　とはいえ。

　実は、姫ひめ乃のが強硬に主張して、これだけはオレにやらせるって言った仕事があって。

　それをするためにオレは、また執事服を着て部屋を出る。

　姫乃の部屋は隣だ。

　立派すぎて触るのもためらわれるドアを控えめにノックしてから、オレは部屋に入る。

「おーい、姫乃。そろそろ起きろ」

　そう。

　オレが姫乃に与えられた仕事というのは、これ。

　朝起こす──目覚まし係である。

『目覚まし時計なんか野蛮で人間が使うものじゃない』『朝は人に優しく起こしてもらうのが一番』と主張してやまないお嬢様の眠りを覚ます仕事だ。

　確かに、気をつけないとうっかりパンツ一枚の姿とか目撃して、魔法で吹っ飛ばされたりするからな。慣れてるオレにやらせるのがてっとり早いだろう。

　姫乃の部屋は、なんていうかもう、わけの分からない広さである。

　人間一人が生活するのに、なんでこんな面積が必要なんだという間取り。

　ひょっとしたら、姫乃も持て余してるかもしれない。

　その横のほうに、これまたアホみたいに大きなベッドが置かれている。

　お嬢様はそこに、また子猫みたいな丸まりポーズで寝息をたてて──いなかった。

「……姫乃？」

　ベッドの中に彼女の姿がない。

　なんだ？　まさか……誘拐!?

　ありえない話じゃない。

　新しく鷹たか宮みや家のトップに立った彼女を、どこかの魔法使い組織が狙ねらって……。

　と、そこまで想像したところで、オレは不意をつかれた。

「おはよう、シツジ」

「!?」

　いきなり後ろから抱きつかれながら挨あい拶さつをされた。

　言うまでもない、姫乃の声だ。

　どうやら、オレが開けたドアの陰に隠れていたらしい。

「何やってんだお前？」

「ねえ、知ってるシツジ？　警察が家宅捜索するときって、早朝にやるんだって。そうすると相手はまだ寝てたり、寝起きだったりするから、とっさの対処ができないのね。逃げたりとか、うまく言い逃れたりとか、そういうことが」

　オレの問いを無視して、いきなり喋しやべりまくる姫乃。

　なんだなんだ。いったい何の話だ？

「……だからね、私も真似してみることにしたの。あんたが逃げないように。ごまかしたり、しないように」

「…………」

　ぎゅ、とオレの胴に回された彼女の腕は、オレを掴つかんで放さない。

　それが、かすかに震えてるように、オレには感じた。

「この前は、朱あか音ねが来ちゃって中途半端だったから……それに、よく考えたら私、言わなきゃいけないことちゃんと言ってなかったって気づいて……だから、今、言うわ。

　……いい？　一度しか言わないんだから、絶対に聞き逃さないでね。で、返事はこの場でするの。それまで、放さないんだから。分かった？」

「…………おう」

　オレは短く答えた。

　実は内心どっきどきなんだけど、表向き落ち着いてるように聞こえる低めの声で。

　……大丈夫だよな？

　で、姫ひめ乃のは。

　ごくり、と唾をのんだあと、言うのだった。



「あなたのことが好き。だから……執事だけじゃなくて、恋人にも、なってください」



　……オレは巨乳が好きだ。大好きだ。

　大きな胸を見ればそれだけで幸せ。彼女にするなら巨乳、結婚するなら巨乳、死ぬときは巨乳に抱かれて眠るように窒息死したい。

　そんなオレが。

　顔も身体からだも小さくて、胸もそれに合わせてミニマムサイズ、ブレザーを着ちゃうともう視認不可能なレベル。

　そんな女の子に告白されて。

　する返事なんて決まってるよな。





おわり



















あとがき



　おっぱいを揉むと乳ガン予防になるという研究結果が最近出たらしいです。「おっぱい揉むと大きくなるよ。揉んであげようか」「それただの噂でしょ！」って返されちゃった人は試してみてはいかがでしょうか。「オレのこの手で君の乳ガンを予防したいんだ！」って感じで（何かあっても責任は取りません）。



　あらためまして。

　はじめての方はじめまして。お久しぶりの方お久しぶりです。三み門かど鉄てつ狼ろうです。

　３巻目！　そして最終巻となりましたが、無事お届けすることができました。シツジくんの話──にちゃんとなっていましたでしょうか？　彼の（巨乳への）愛、（貧乳への）想い、（女の子の裸を見て）抱いた決意、そんなものが皆さんに伝わっていたら嬉しいです。

　他のみんなに関しても、それぞれの決着をきちんと描けたと思うのですが……いかがだったでしょうか？　（ドキドキ）



　ここからはお礼のコーナー！

　担当編集の神かみ長なが様。いつもありがとうございます！　お陰で、無事この物語をきちんと着地させることができました。次もよろしくお願いいたします！

　イラストレーターの鷹たか乃のゆき様。可愛かわいいからエロいからカッコいいまで、素晴らしい絵を本当にありがとうございました！　今回は表紙だけでご飯三杯は行けます！

　編集部の皆様、装丁や校正の担当様、営業の皆様、書店の方々……大勢の方に感謝！

　そして読者の皆様！

　１巻から付き合ってくれているあなたも、ゆり～んな表紙に惹かれて３巻から買ってしまったあなたも、本当にありがとうございます！

　この物語を読んで、何かを思ってもらえたら嬉しいです。



　それでは今回はこの辺で。

『しつしつ』はこれにて幕引きとなりますが、またどこか、別のシリーズでお会いできましたら幸いです。

　ではでは！



三門鉄狼
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